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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の電極間に、一般式（１）で表されるアントラセン化合物を少なくとも１種含有す
る層を少なくとも一層挟持してなる有機電界発光素子。
【化１】

［式（１）中、
　Ｙ１～Ｙ１０は、それぞれ独立に、水素原子；ハロゲン原子；シアノ基；ニトロ基；炭
素数１～８の直鎖、分岐または環状のアルキルカルボニル基；炭素数１～８の直鎖、分岐
または環状のアルキル基；炭素数１～８の直鎖、分岐または環状のアルコキシ基；
　ベンジル基、α-メチルベンジル基、α-エチルベンジル基、フェネチル基、α-メチル
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フェネチル基、β-メチルフェネチル基、α,α-ジメチルベンジル基、α,α-ジメチルフ
ェネチル基、４-メチルフェネチル基、４-メチルベンジル基、３-メチルベンジル基、２-
メチルベンジル基、４-エチルベンジル基、２-エチルベンジル基、４-イソプロピルベン
ジル基、４-tert-ブチルベンジル基、２-tert－ブチルベンジル基、４-tert-ペンチルベ
ンジル基、４-シクロヘキシルベンジル基、４-ｎ-オクチルベンジル基、４-tert-オクチ
ルベンジル基、４-アリルベンジル基、４-ベンジルベンジル基、４-フェネチルベンジル
基、４-フェニルベンジル基、４-（４'-メチルフェニル）ベンジル基、４-メトキシベン
ジル基、２-メトキシベンジル基、２-エトキシベンジル基、４-ｎ-ブトキシベンジル基、
４-ｎ-ヘプチルオキシベンジル基、４-ｎ-デシルオキシベンジル基、４-ｎ-テトラデシル
オキシベンジル基、４-ｎ-ヘプタデシルオキシベンジル基、３,４-ジメトキシベンジル基
、４-メトキシメチルベンジル基、４-イソブチルオキシメチルベンジル基、４-アリルオ
キシベンジル基、４-ビニルオキシメチルベンジル基、４-ベンジルオキシベンジル基、４
-フェネチルオキシベンジル基、４-フェニルオキシベンジル基、３-フェニルオキシベン
ジル基、４-ヒドロキシベンジル基、３-ヒドロキシベンジル基、２-ヒドロキシベンジル
基、４-ヒドロキシ-３-メトキシベンジル基、４-フルオロベンジル基、２-フルオロベン
ジル基、４-クロロベンジル基、３-クロロベンジル基、２-クロロベンジル基、３,４-ジ
クロロベンジル基、２-フルフリル基、ジフェニルメチル基、１-ナフチルメチル基、２-
ナフチルメチル基より選ばれるアラルキル基；
　ベンジル基、α-メチルベンジル基、α-エチルベンジル基、フェネチル基、α-メチル
フェネチル基、β-メチルフェネチル基、α,α-ジメチルベンジル基、α,α-ジメチルフ
ェネチル基、４-メチルフェネチル基、４-メチルベンジル基、３-メチルベンジル基、２-
メチルベンジル基、４-エチルベンジル基、２-エチルベンジル基、４-イソプロピルベン
ジル基、４-tert-ブチルベンジル基、２-tert-ブチルベンジル基、４-tert-ペンチルベン
ジル基、４-シクロヘキシルベンジル基、４-ｎ-オクチルベンジル基、４-tert-オクチル
ベンジル基、４-アリルベンジル基、４-ベンジルベンジル基、４-フェネチルベンジル基
、４-フェニルベンジル基、４-（４'-メチルフェニル）ベンジル基、４-メトキシベンジ
ル基、２-メトキシベンジル基、２-エトキシベンジル基、４-ｎ-ブトキシベンジル基、４
-ｎ-ヘプチルオキシベンジル基、４-ｎ-デシルオキシベンジル基、４-ｎ-テトラデシルオ
キシベンジル基、４-ｎ-ヘプタデシルオキシベンジル基、３,４-ジメトキシベンジル基、
４-メトキシメチルベンジル基、４-イソブチルオキシメチルベンジル基、４-アリルオキ
シベンジル基、４-ビニルオキシメチルベンジル基、４-ベンジルオキシベンジル基、４-
フェネチルオキシベンジル基、４-フェニルオキシベンジル基、３-フェニルオキシベンジ
ル基、４-ヒドロキシベンジル基、３-ヒドロキシベンジル基、２-ヒドロキシベンジル基
、４-ヒドロキシ-３-メトキシベンジル基、４-フルオロベンジル基、２-フルオロベンジ
ル基、４-クロロベンジル基、３-クロロベンジル基、２-クロロベンジル基、３,４-ジク
ロロベンジル基、２-フルフリル基、ジフェニルメチル基、１-ナフチルメチル基、２-ナ
フチルメチル基から誘導されるアラルキルオキシ基；
　フェナントリル基、フェニル基、１-ナフチル基、２-ナフチル基、２-アントラセニル
基、９-アントラセニル基、フルオレニル基、４-キノリル基、５-ピリジル基、４-ピリジ
ル基、３-ピリジル基、２-ピリジル基、２-ピリミジル基、４-ピリミジン基、５-ピリミ
ジル基、２-ピリダジニル基、２-ピラジニル基、３-フリル基、２-フリル基、３-チエニ
ル基、２-チエニル基、２-オキサゾリル基、２-チアゾリル基、２-ベンゾオキサゾリル基
、２-ベンゾチアゾリル基、２-ベンゾイミダゾリル基、４-メチルフェニル基、３-メチル
フェニル基、２-メチルフェニル基、４-エチルフェニル基、３-エチルフェニル基、２-エ
チルフェニル基、４-ｎ-プロピルフェニル基、４-イソプロピルフェニル基、２-イソプロ
ピルフェニル基、４-ｎ-ブチルフェニル基、４-イソブチルフェニル基、４-sec-ブチルフ
ェニル基、２-sec-ブチルフェニル基、４-tert-ブチルフェニル基、３-tert-ブチルフェ
ニル基、２-tert-ブチルフェニル基、４-ｎ-ペンチルフェニル基、４-イソペンチルフェ
ニル基、４-tert-ペンチルフェニル基、４-ｎ-ヘキシルフェニル基、４-ｎ-ヘプチルフェ
ニル基、４-ｎ-オクチルフェニル基、４-（２'-エチルヘキシル）フェニル基、４-tert-
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オクチルフェニル基、４-ｎ-ノニルフェニル基、４-ｎ-デシルフェニル基、４-ｎ-ドデシ
ルフェニル基、４-ｎ-テトラデシルフェニル基、４-ｎ-ヘキサデシルフェニル基、４-ｎ-
オクタデシルフェニル基、４-シクロペンチルフェニル基、４-シクロヘキシルフェニル基
、４-（４'-tert－ブチルシクロヘキシル）フェニル基、４-（４'-メチルシクロヘキシル
）フェニル基、３-シクロヘキシルフェニル基、２-シクロヘキシルフェニル基、４-エチ
ル-１-ナフチル基、６-ｎ-ブチル-２-ナフチル基、２,３-ジメチルフェニル基、２,４-ジ
メチルフェニル基、２,５-ジメチルフェニル基、３,４-ジメチルフェニル基、３,５-ジメ
チルフェニル基、２,６-ジメチルフェニル基、２,３,５-トリメチルフェニル基、３,４,
５-トリメチルフェニル基、２,４-ジエチルフェニル基、２,３,６-トリメチルフェニル基
、２,４,６-トリメチルフェニル基、２,６-ジエチルフェニル基、２,６-ジイソプロピル
フェニル基、２,６-ジイソブチルフェニル基、２,４-ジ-tert-ブチルフェニル基、２,５-
ジ-tert-ブチルフェニル基、３,５-ジ-tert-ブチルフェニル基、２,４-ジネオペンチルフ
ェニル基、２,５-ジ-tert-ペンチルフェニル基、４,６-ジ-tert-ブチル-２-メチルフェニ
ル基、５-tert-ブチル-２-メチルフェニル基、４-tert-ブチル-２,６-ジメチルフェニル
基、２,３,５,６-テトラメチルフェニル基、５-インダニル基、１,２,３,４-テトラヒド
ロ-５-ナフチル基、１,２,３,４-テトラヒドロ-６-ナフチル基、４-メトキシフェニル基
、３-メトキシフェニル基、２-メトキシフェニル基、４-エトキシフェニル基、２-エトキ
シフェニル基、３-ｎ-プロピルオキシフェニル基、４-イソプロピルオキシフェニル基、
２-イソプロピルオキシフェニル基、４-ｎ-ブチルオキシフェニル基、４-イソブチルオキ
シフェニル基、２-イソブチルオキシフェニル基、２-sec-ブチルオキシフェニル基、４-
ｎ-ペンチルオキシフェニル基、４-イソペンチルオキシフェニル基、２-イソペンチルオ
キシフェニル基、２-ネオペンチルオキシフェニル基、４-ｎ-ヘキシルオキシフェニル基
、２-（２'-エチルブチルオキシ）フェニル基、４-ｎ-オクチルオキシフェニル基、４-ｎ
-デシルオキシフェニル基、４-ｎ-ドデシルオキシフェニル基、４-ｎ-テトラデシルオキ
シフェニル基、４-ｎ-ヘキサデシルオキシフェニル基、４-ｎ-オクタデシルオキシフェニ
ル基、４-シクロヘキシルオキシフェニル基、２-シクロヘキシルオキシフェニル基、２-
メトキシ-１-ナフチル基、４-メトキシ-１-ナフチル基、４-ｎ-ブチルオキシ-１-ナフチ
ル基、５-エトキシ-１-ナフチル基、６-エトキシ-２-ナフチル基、６-ｎ-ブチルオキシ-
２-ナフチル基、６-ｎ-ヘキシルオキシ-２-ナフチル基、７-メトキシ-２-ナフチル基、７
-ｎ-ブチルオキシ-２-ナフチル基、２,３-ジメトキシフェニル基、２,４-ジメトキシフェ
ニル基、２,５-ジメトキシフェニル基、２,６-ジメトキシフェニル基、３,４-ジメトキシ
フェニル基、３,５-ジメトキシフェニル基、３,５-ジエトキシフェニル基、３,５-ジ-ｎ-
ブチルオキシフェニル基、２-メトキシ-４-メチルフェニル基、２-メトキシ-５－メチル
フェニル基、２-メチル-４-メトキシフェニル基、３-メチル-４-メトキシフェニル基、３
-メチル-５-メトキシフェニル基、３-エチル-５-メトキシフェニル基、２-メトキシ-４-
エトキシフェニル基、２-メトキシ-６-エトキシフェニル基、３,４,５-トリメトキシフェ
ニル基、４-フルオロフェニル基、３-フルオロフェニル基、２-フルオロフェニル基、４-
クロロフェニル基、３-クロロフェニル基、２-クロロフェニル基、４-ブロモフェニル基
、２-ブロモフェニル基、４-クロロ-１-ナフチル基、４-クロロ-２-ナフチル基、６-ブロ
モ-２-ナフチル基、２,３-ジフルオロフェニル基、２,４-ジフルオロフェニル基、２,５-
ジフルオロフェニル基、２,６-ジフルオロフェニル基、３,４-ジフルオロフェニル基、３
,５-ジフルオロフェニル基、２,３-ジクロロフェニル基、２,４-ジクロロフェニル基、２
,５-ジクロロフェニル基、２,６-ジクロロフェニル基、３,４-ジクロロフェニル基、３,
５-ジクロロフェニル基、２,５-ジブロモフェニル基、２,４,６-トリクロロフェニル基、
２,３,６-トリブロモフェニル基、３,４,５-トリフルオロフェニル基、２,４-ジクロロ-
１-ナフチル基、１,６-ジクロロ-２-ナフチル基、２-フルオロ-４-メチルフェニル基、２
-フルオロ-５-メチルフェニル基、３-フルオロ-２-メチルフェニル基、３-フルオロ-４-
メチルフェニル基、４-フルオロ-２-メチルフェニル基、５-フルオロ-２-メチルフェニル
基、２-クロロ-４-メチルフェニル基、２-クロロ-５-メチルフェニル基、２-クロロ-６-
メチルフェニル基、３-クロロ-２-メチルフェニル基、４-クロロ-２-メチルフェニル基、
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４-クロロ-３-メチルフェニル基、２-クロロ-４,６-ジメチルフェニル基、２-フルオロ-
４-メトキシフェニル基、２-フルオロ-６-メトキシフェニル基、３-フルオロ-４-エトキ
シフェニル基、５-クロロ-２-メトキシフェニル基、６-クロロ-３-メトキシフェニル基、
５-クロロ-２,４-ジメトキシフェニル基、２-クロロ-４-ニトロフェニル基、４-クロロ-
２-ニトロフェニル基、４-トリフルオロメチルフェニル基、３-トリフルオロメチルフェ
ニル基、２-トリフルオロメチルフェニル基、３,５-ビス（トリフルオロメチル）フェニ
ル基、４-トリフルオロメチルオキシフェニル基、４-アリルフェニル基、２-アリルフェ
ニル基、２-イソプロペニルフェニル基、４-ベンジルフェニル基、２-ベンジルフェニル
基、４-（４'-メチルベンジル）フェニル基、４-クミルフェニル基、４-（４'-メトキシ
クミル）フェニル基、４-フェニルフェニル基、３-フェニルフェニル基、２-フェニルフ
ェニル基、４-（４'-メチルフェニル）フェニル基、４-（４'-エチルフェニル）フェニル
基、４-（４'-イソプロピルフェニル）フェニル基、４-（４'-tert-ブチルフェニル）フ
ェニル基、４-（４'-ｎ-ヘキシルフェニル）フェニル基、４-（４'-ｎ-オクチルフェニル
）フェニル基、４-（４'-メトキシフェニル）フェニル基、４-（４'-エトキシフェニル）
フェニル基、４-（４'-ｎ－ブトキシフェニル）フェニル基、２-（２'-メトキシフェニル
）フェニル基、４-（４'-フルオロフェニル）フェニル基、４-（４'-クロロフェニル）フ
ェニル基、３-メチル-４-フェニル基、２-メトキシ-５-フェニルフェニル基、３-メトキ
シ-４-フェニルフェニル基、４-メトキシメチルフェニル基、４-エトキシメチルフェニル
基、４-ｎ-ブチルオキシメチルフェニル基、３-メトキシメチルフェニル基、４-（２'-メ
トキシエチル）フェニル基、４-（２'-エトキシエチルオキシ）フェニル基、４-（２'-ｎ
-ブチルオキシエチルオキシ）フェニル基、４-（３'-エトキシプロピルオキシ）フェニル
基、４-ビニルオキシフェニル基、４-アリルオキシフェニル基、３-アリルオキシフェニ
ル基、４-（４'-ペンテニルオキシ）フェニル基、４-アリルオキシ-１-ナフチル基、４-
アリルオキシメチルフェニル基、４-（２'-アリルオキシエチルオキシ）フェニル基、４-
ベンジルオキシフェニル基、２-ベンジルオキシフェニル基、４-フェネチルオキシフェニ
ル基、４-（４'-クロロベンジルオキシ）フェニル基、４-（４'-メチルベンジルオキシ）
フェニル基、４-（４'-メトキシベンジルオキシ）フェニル基、４-（３'-エトキシベンジ
ルオキシ）フェニル基、４-ベンジルオキシ-１-ナフチル基、５-（４'-メチルベンジルオ
キシ）-１-ナフチル基、６-ベンジルオキシ-２-ナフチル基、６-（４'-メチルベンジルオ
キシ）-２-ナフチル基、７-ベンジルオキシ-２-ナフチル基、４-（ベンジルオキシメチル
）フェニル基、４-（２'-ベンジルオキシエチルオキシ）フェニル基、４-フェニルオキシ
フェニル基、３-フェニルオキシフェニル基、２-フェニルオキシフェニル基、４-（４'-
メチルフェニルオキシ）フェニル基、４-（４'-メトキシフェニルオキシ）フェニル基、
４-（４'-クロロフェニルオキシ）フェニル基、４-フェニルオキシ-１-ナフチル基、６-
フェニルオキシ-２-ナフチル基、７-フェニルオキシ-２-ナフチル基、４-フェニルオキシ
メチルフェニル基、４-（２'-フェニルオキシエトキシ）フェニル基、４-〔２'-（４'-メ
チルフェニルオキシ）エトキシ〕フェニル基、４-〔２'-（４'-メトキシフェニルオキシ
）エトキシ〕フェニル基、４-〔２'-（４'-クロロフェニルオキシ）エトキシ〕フェニル
基、４-アセチルフェニル基、３-アセチルフェニル基、２-アセチルフェニル基、４-エチ
ルカルボニルフェニル基、２-エチルカルボニルフェニル基、４-ｎ-ブチルカルボニルフ
ェニル基、４-ｎ-ヘキシルカルボニルフェニル基、４-ｎ-オクチルカルボニルフェニル基
、４-シクロヘキシルカルボニルフェニル基、４-アセチル-１-ナフチル基、６-アセチル-
２-ナフチル基、６-ｎ-ブチルカルボニル-２-ナフチル基、４-アリルカルボニルフェニル
基、４-ベンジルカルボニルフェニル基、４-（４'-メチルベンジル）カルボニルフェニル
基、４-フェニルカルボニルフェニル基、４-（４'-メチルフェニル）カルボニルフェニル
基、４-（４'-クロロフェニル）カルボニルフェニル基、４-フェニルカルボニル-１-ナフ
チル基、４-メトキシカルボニルフェニル基、２-メトキシカルボニルフェニル基、４-エ
トキシカルボニルフェニル基、３-エトキシカルボニルフェニル基、４-ｎ-プロピルオキ
シカルボニルフェニル基、４-ｎ-ブチルオキシカルボニルフェニル基、４-ｎ-ヘキシルオ
キシカルボニルフェニル基、４-ｎ-デシルオキシカルボニルフェニル基、４-シクロヘキ
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シルオキシカルボニルフェニル基、４-エトキシカルボニル-１-ナフチル基、６-メトキシ
カルボニル-２-ナフチル基、６-ｎ-ブチルオキシカルボニル-２-ナフチル基、４-アリル
オキシカルボニルフェニル基、４-ベンジルオキシカルボニルフェニル基、４-（４'-クロ
ロベンジル）オキシカルボニルフェニル基、４-フェネチルオキシカルボニルフェニル基
、６-ベンジルオキシカルボニル-２-ナフチル基、４-フェニルオキシカルボニルフェニル
基、４-（４'-エチルフェニル）オキシカルボニルフェニル基、４-（４'-クロロフェニル
）オキシカルボニルフェニル基、４-（４'-エトキシフェニル）オキシカルボニルフェニ
ル基、６-フェニルオキシカルボニル-２-ナフチル基、４-アセチルオキシフェニル基、３
-アセチルオキシフェニル基、２-アセチルオキシフェニル基、４-エチルカルボニルオキ
シフェニル基、２-エチルカルボニルオキシフェニル基、４-ｎ-プロピルカルボニルオキ
シフェニル基、４-ｎ-ペンチルカルボニルオキシフェニル基、４-ｎ-オクチルカルボニル
オキシフェニル基、４-シクロヘキシルカルボニルオキシフェニル基、３-シクロヘキシル
カルボニルオキシフェニル基、４-アセチルオキシ-１-ナフチル基、４-ｎ-ブチルカルボ
ニルオキシ-１-ナフチル基、５-アセチルオキシ-１-ナフチル基、６-エチルカルボニルオ
キシ-２-ナフチル基、７-アセチルオキシ-２-ナフチル基、４-アリルカルボニルオキシフ
ェニル基、４-ベンジルカルボニルオキシフェニル基、４-フ
ェネチルカルボニルオキシフェニル基、６-ベンジルカルボニルオキシ-２-ナフチル基、
４-フェニルカルボニルオキシフェニル基、４-（４'-メチルフェニル）カルボニルオキシ
フェニル基、４-（２'-メチルフェニル）カルボニルオキシフェニル基、４-（４'-クロロ
フェニル）カルボニルオキシフェニル基、４-（２'-クロロフェニル）カルボニルオキシ
フェニル基、４-フェニルカルボニルオキシ-１-ナフチル基、６-フェニルカルボニルオキ
シ-２-ナフチル基、７-フェニルカルボニルオキシ-２-ナフチル基、４-メチルチオフェニ
ル基、２-メチルチオフェニル基、２-エチルチオフェニル基、３-エチルチオフェニル基
、４-ｎ-プロピルチオフェニル基、２-イソプロピルチオフェニル基、４-ｎ-ブチルチオ
フェニル基、２-イソブチルチオフェニル基、２-ネオペンチルフェニル基、４-ｎ-ヘキシ
ルチオフェニル基、４-ｎ-オクチルチオフェニル基、４-シクロヘキシルチオフェニル基
、４-ベンジルチオフェニル基、３-ベンジルチオフェニル基、２-ベンジルチオフェニル
基、４-（４'-クロロベンジルチオ）フェニル基、４-フェニルチオフェニル基、３-フェ
ニルチオフェニル基、２-フェニルチオフェニル基、４-（４'-メチルフェニルチオ）フェ
ニル基、４-（３'-メチルフェニルチオ）フェニル基、４-（４'-メトキシフェニルチオ）
フェニル基、４-（４'-クロロフェニルチオ）フェニル基、２-エチルチオ-１-ナフチル基
、４-メチルチオ-１-ナフチル基、６-エチルチオ-２-ナフチル基、６-フェニルチオ-２-
ナフチル基、４-ニトロフェニル基、３-ニトロフェニル基、２-ニトロフェニル基、３,５
-ジニトロフェニル基、４-ニトロ-１-ナフチル基、４-ホルミルフェニル基、３-ホルミル
フェニル基、２-ホルミルフェニル基、４-ホルミル-１-ナフチル基、１-ホルミル-２-ナ
フチル基、４-ピロリジノフェニル基、４-ピペリジノフェニル基、４-モルフォリノフェ
ニル基、４-（Ｎ-エチルピペラジノ）フェニル基、４-ピロリジノ-１-ナフチル基、４-ア
ミノフェニル基、３-アミノフェニル基、２-アミノフェニル基、４-（Ｎ-メチルアミノ）
フェニル基、３-（Ｎ-メチルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ-エチルアミノ）フェニル基、
２-（Ｎ-イソプロピルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ-ｎ-ブチルアミノ）フェニル基、２-
（Ｎ-ｎ-ブチルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ-ｎ-オクチルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ
-ｎ-ドデシルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ-ベンジルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ-フェ
ニルアミノ）フェニル基、２-（Ｎ-フェニルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ,Ｎ-ジメチル
アミノ）フェニル基、３-（Ｎ,Ｎ-ジメチルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ,Ｎ-ジエチルア
ミノ）フェニル基、２-（Ｎ,Ｎ-ジメチルアミノ）フェニル基、２-（Ｎ,Ｎ-ジエチルアミ
ノ）フェニル基、４-（Ｎ,Ｎ-ジ-ｎ-ブチルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ,Ｎ-ジ-ｎ-ヘキ
シルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ-シクロヘキシル-Ｎ-メチルアミノ）フェニル基、４-
（Ｎ,Ｎ-ジエチルアミノ）-１-ナフチル基、４-（Ｎ-ベンジル-Ｎ-フェニルアミノ）フェ
ニル基、４-（Ｎ,Ｎ-ジフェニルアミノ）フェニル基、４-〔Ｎ-フェニル-Ｎ-（４-メチル
フェニル）アミノ〕フェニル基、４-〔Ｎ,Ｎ-ジ（３'-メチルフェニル）アミノ〕フェニ
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ル基、４-〔Ｎ,Ｎ-ジ（４'-メチルフェニル）アミノ〕フェニル基、４-〔Ｎ,Ｎ-ジ（４'-
メトキシフェニル）アミノ〕フェニル基、２-（Ｎ,Ｎ-ジフェニルアミノ）フェニル基、
４-ヒドロキシフェニル基、３-ヒドロキシフェニル基、２-ヒドロキシフェニル基、４-メ
チル-３-ヒドロキシフェニル基、６-メチル-３-ヒドロキシフェニル基、２-ヒドロキシ-
１-ナフチル基、８-ヒドロキシ-１-ナフチル基、４-ヒドロキシ-１-ナフチル基、１-ヒド
ロキシ-２-ナフチル基、６-ヒドロキシ-２-ナフチル基、４-シアノフェニル基、２-シア
ノフェニル基、４-シアノ-１-ナフチル基、６-シアノ-２-ナフチル基より選ばれるアリー
ル基；あるいは
　フェナントリル基、フェニル基、１-ナフチル基、２-ナフチル基、２-アントラセニル
基、９-アントラセニル基、フルオレニル基、４-キノリル基、５-ピリジル基、４-ピリジ
ル基、３-ピリジル基、２-ピリジル基、２-ピリミジル基、４-ピリミジン基、５-ピリミ
ジル基、２-ピリダジニル基、２-ピラジニル基、３-フリル基、２-フリル基、３-チエニ
ル基、２-チエニル基、２-オキサゾリル基、２-チアゾリル基、２-ベンゾオキサゾリル基
、２-ベンゾチアゾリル基、２-ベンゾイミダゾリル基、４-メチルフェニル基、３-メチル
フェニル基、２-メチルフェニル基、４-エチルフェニル基、３-エチルフェニル基、２-エ
チルフェニル基、４-ｎ-プロピルフェニル基、４-イソプロピルフェニル基、２-イソプロ
ピルフェニル基、４-ｎ-ブチルフェニル基、４-イソブチルフェニル基、４-sec-ブチルフ
ェニル基、２-sec-ブチルフェニル基、４-tert-ブチルフェニル基、３-tert-ブチルフェ
ニル基、２-tert-ブチルフェニル基、４-ｎ-ペンチルフェニル基、４-イソペンチルフェ
ニル基、４-tert-ペンチルフェニル基、４-ｎ-ヘキシルフェニル基、４-ｎ-ヘプチルフェ
ニル基、４-ｎ-オクチルフェニル基、４-（２'-エチルヘキシル）フェニル基、４-tert-
オクチルフェニル基、４-ｎ-ノニルフェニル基、４-ｎ-デシルフェニル基、４-ｎ-ドデシ
ルフェニル基、４-ｎ-テトラデシルフェニル基、４-ｎ-ヘキサデシルフェニル基、４-ｎ-
オクタデシルフェニル基、４-シクロペンチルフェニル基、４-シクロヘキシルフェニル基
、４-（４'-tert-ブチルシクロヘキシル）フェニル基、４-（４'-メチルシクロヘキシル
）フェニル基、３-シクロヘキシルフェニル基、２-シクロヘキシルフェニル基、４-エチ
ル-１-ナフチル基、６-ｎ-ブチル-２-ナフチル基、２,３-ジメチルフェニル基、２,４-ジ
メチルフェニル基、２,５-ジメチルフェニル基、３,４-ジメチルフェニル基、３,５-ジメ
チルフェニル基、２,６-ジメチルフェニル基、２,３,５-トリメチルフェニル基、３,４,
５-トリメチルフェニル基、２,４-ジエチルフェニル基、２,３,６-トリメチルフェニル基
、２,４,６-トリメチルフェニル基、２,６-ジエチルフェニル基、２,６-ジイソプロピル
フェニル基、２,６-ジイソブチルフェニル基、２,４-ジ-tert-ブチルフェニル基、２,５-
ジ-tert-ブチルフェニル基、３,５-ジ-tert-ブチルフェニル基、２,４-ジネオペンチルフ
ェニル基、２,５-ジ-tert-ペンチルフェニル基、４,６-ジ-tert-ブチル-２-メチルフェニ
ル基、５-tert-ブチル-２-メチルフェニル基、４-tert-ブチル-２,６-ジメチルフェニル
基、２,３,５,６-テトラメチルフェニル基、５-インダニル基、１,２,３,４-テトラヒド
ロ-５-ナフチル基、１,２,３,４-テトラヒドロ-６-ナフチル基、４-メトキシフェニル基
、３-メトキシフェニル基、２-メトキシフェニル基、４-エトキシフェニル基、２-エトキ
シフェニル基、３-ｎ-プロピルオキシフェニル基、４-イソプロピルオキシフェニル基、
２-イソプロピルオキシフェニル基、４-ｎ-ブチルオキシフェニル基、４-イソブチルオキ
シフェニル基、２-イソブチルオキシフェニル基、２-sec-ブチルオキシフェニル基、４-
ｎ-ペンチルオキシフェニル基、４-イソペンチルオキシフェニル基、２-イソペンチルオ
キシフェニル基、２-ネオペンチルオキシフェニル基、４-ｎ-ヘキシルオキシフェニル基
、２-（２'-エチルブチルオキシ）フェニル基、４-ｎ-オクチルオキシフェニル基、４-ｎ
-デシルオキシフェニル基、４-ｎ-ドデシルオキシフェニル基、４-ｎ-テトラデシルオキ
シフェニル基、４-ｎ-ヘキサデシルオキシフェニル基、４-ｎ-オクタデシルオキシフェニ
ル基、４-シクロヘキシルオキシフェニル基、２-シクロヘキシルオキシフェニル基、２-
メトキシ-１-ナフチル基、４-メトキシ-１-ナフチル基、４-ｎ-ブチルオキシ-１-ナフチ
ル基、５-エトキシ-１-ナフチル基、６-エトキシ-２-ナフチル基、６-ｎ-ブチルオキシ-
２-ナフチル基、６-ｎ-ヘキシルオキシ-２-ナフチル基、７-メトキシ-２-ナフチル基、７
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-ｎ-ブチルオキシ-２-ナフチル基、２,３-ジメトキシフェニル基、２,４-ジメトキシフェ
ニル基、２,５-ジメトキシフェニル基、２,６-ジメトキシフェニル基、３,４-ジメトキシ
フェニル基、３,５-ジメトキシフェニル基、３,５-ジエトキシフェニル基、３,５-ジ-ｎ-
ブチルオキシフェニル基、２-メトキシ-４-メチルフェニル基、２-メトキシ-５-メチルフ
ェニル基、２-メチル-４-メトキシフェニル基、３-メチル-４-メトキシフェニル基、３-
メチル-５-メトキシフェニル基、３-エチル-５-メトキシフェニル基、２-メトキシ-４-エ
トキシフェニル基、２-メトキシ-６-エトキシフェニル基、３,４,５-トリメトキシフェニ
ル基、４-フルオロフェニル基、３-フルオロフェニル基、２-フルオロフェニル基、４-ク
ロロフェニル基、３-クロロフェニル基、２-クロロフェニル基、４-ブロモフェニル基、
２-ブロモフェニル基、４-クロロ-１-ナフチル基、４-クロロ-２-ナフチル基、６-ブロモ
-２-ナフチル基、２,３-ジフルオロフェニル基、２,４-ジフルオロフェニル基、２,５-ジ
フルオロフェニル基、２,６-ジフルオロフェニル基、３,４-ジフルオロフェニル基、３,
５-ジフルオロフェニル基、２,３-ジクロロフェニル基、２,４-ジクロロフェニル基、２,
５-ジクロロフェニル基、２,６-ジクロロフェニル基、３,４-ジクロロフェニル基、３,５
-ジクロロフェニル基、２,５-ジブロモフェニル基、２,４,６-トリクロロフェニル基、２
,３,６-トリブロモフェニル基、３,４,５-トリフルオロフェニル基、２,４-ジクロロ-１-
ナフチル基、１,６-ジクロロ-２-ナフチル基、２-フルオロ-４-メチルフェニル基、２-フ
ルオロ-５-メチルフェニル基、３-フルオロ-２-メチルフェニル基、３-フルオロ-４-メチ
ルフェニル基、４-フルオロ-２-メチルフェニル基、５-フルオロ-２-メチルフェニル基、
２-クロロ-４-メチルフェニル基、２-クロロ-５-メチルフェニル基、２-クロロ-６-メチ
ルフェニル基、３-クロロ-２-メチルフェニル基、４-クロロ-２-メチルフェニル基、４-
クロロ-３-メチルフェニル基、２-クロロ-４,６-ジメチルフェニル基、２-フルオロ-４-
メトキシフェニル基、２-フルオロ-６-メトキシフェニル基、３-フルオロ-４-エトキシフ
ェニル基、５-クロロ-２-メトキシフェニル基、６-クロロ-３-メトキシフェニル基、５-
クロロ-２,４-ジメトキシフェニル基、２-クロロ-４-ニトロフェニル基、４-クロロ-２-
ニトロフェニル基、４-トリフルオロメチルフェニル基、３-トリフルオロメチルフェニル
基、２-トリフルオロメチルフェニル基、３,５-ビス（トリフルオロメチル）フェニル基
、４-トリフルオロメチルオキシフェニル基、４-アリルフェニル基、２-アリルフェニル
基、２-イソプロペニルフェニル基、４-ベンジルフェニル基、２-ベンジルフェニル基、
４-（４'-メチルベンジル）フェニル基、４-クミルフェニル基、４-（４'-メトキシクミ
ル）フェニル基、４-フェニルフェニル基、３-フェニルフェニル基、２-フェニルフェニ
ル基、４-（４'-メチルフェニル）フェニル基、４-（４'-エチルフェニル）フェニル基、
４-（４'-イソプロピルフェニル）フェニル基、４-（４'-tert-ブチルフェニル）フェニ
ル基、４-（４'-ｎ－ヘキシルフェニル）フェニル基、４-（４'-ｎ-オクチルフェニル）
フェニル基、４-（４'-メトキシフェニル）フェニル基、４-（４'-エトキシフェニル）フ
ェニル基、４-（４'-ｎ-ブトキシフェニル）フェニル基、２-（２'-メトキシフェニル）
フェニル基、４-（４'-フルオロフェニル）フェニル基、４-（４'-クロロフェニル）フェ
ニル基、３-メチル-４-フェニル基、２-メトキシ-５-フェニルフェニル基、３-メトキシ-
４-フェニルフェニル基、４-メトキシメチルフェニル基、４-エトキシメチルフェニル基
、４-ｎ-ブチルオキシメチルフェニル基、３-メトキシメチルフェニル基、４-（２'-メト
キシエチル）フェニル基、４-（２'-エトキシエチルオキシ）フェニル基、４-（２'-ｎ-
ブチルオキシエチルオキシ）フェニル基、４-（３'-エトキシプロピルオキシ）フェニル
基、４-ビニルオキシフェニル基、４-アリルオキシフェニル基、３-アリルオキシフェニ
ル基、４-（４'-ペンテニルオキシ）フェニル基、４-アリルオキシ-１-ナフチル基、４-
アリルオキシメチルフェニル基、４-（２'-アリルオキシエチルオキシ）フェニル基、４-
ベンジルオキシフェニル基、２-ベンジルオキシフェニル基、４-フェネチルオキシフェニ
ル基、４-（４'-クロロベンジルオキシ）フェニル基、４-（４'-メチルベンジルオキシ）
フェニル基、４-（４'-メトキシベンジルオキシ）フェニル基、４-（３'-エトキシベンジ
ルオキシ）フェニル基、４-ベンジルオキシ-１-ナフチル基、５-（４'-メチルベンジルオ
キシ）-１-ナフチル基、６-ベンジルオキシ-２-ナフチル基、６-（４'-メチルベンジルオ
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キシ）-２-ナフチル基、７-ベンジルオキシ-２-ナフチル基、４-（ベンジルオキシメチル
）フェニル基、４-（２'-ベンジルオキシエチルオキシ）フェニル基、４-フェニルオキシ
フェニル基、３-フェニルオキシフェニル基、２-フェニルオキシフェニル基、４-（４'-
メチルフェニルオキシ）フェニル基、４-（４'-メトキシフェニルオキシ）フェニル基、
４-（４'-クロロフェニルオキシ）フェニル基、４-フェニルオキシ-１-ナフチル基、６-
フェニルオキシ-２-ナフチル基、７-フェニルオキシ-２-ナフチル基、４-フェニルオキシ
メチルフェニル基、４-（２'-フェニルオキシエトキシ）フェニル基、４-〔２'-（４'-メ
チルフェニルオキシ）エトキシ〕フェニル基、４-〔２'-（４'-メトキシフェニルオキシ
）エトキシ〕フェニル基、４-〔２'-（４'-クロロフェニルオキシ）エトキシ〕フェニル
基、４-アセチルフェニル基、３-アセチルフェニル基、２-アセチルフェニル基、４-エチ
ルカルボニルフェニル基、２-エチルカルボニルフェニル基、４-ｎ-ブチルカルボニルフ
ェニル基、４-ｎ-ヘキシルカルボニルフェニル基、４-ｎ-オクチルカルボニルフェニル基
、４-シクロヘキシルカルボニルフェニル基、４-アセチル-１-ナフチル基、６-アセチル-
２-ナフチル基、６-ｎ-ブチルカルボニル-２-ナフチル基、４-アリルカルボニルフェニル
基、４-ベンジルカルボニルフェニル基、４-（４'-メチルベンジル）カルボニルフェニル
基、４-フェニルカルボニルフェニル基、４-（４'-メチルフェニル）カルボニルフェニル
基、４-（４'-クロロフェニル）カルボニルフェニル基、４-フェニルカルボニル-１-ナフ
チル基、４-メトキシカルボニルフェニル基、２-メトキシカルボニルフェニル基、４-エ
トキシカルボニルフェニル基、３-エトキシカルボニルフェニル基、４-ｎ-プロピルオキ
シカルボニルフェニル基、４-ｎ-ブチルオキシカルボニルフェニル基、４-ｎ-ヘキシルオ
キシカルボニルフェニル基、４-ｎ-デシルオキシカルボニルフェニル基、４-シクロヘキ
シルオキシカルボニルフェニル基、４-エトキシカルボニル-１-ナフチル基、６-メトキシ
カルボニル-２-ナフチル基、６-ｎ-ブチルオキシカルボニル-２-ナフチル基、４-アリル
オキシカルボニルフェニル基、４-ベンジルオキシカルボニルフェニル基、４-（４'-クロ
ロベンジル）オキシカルボニルフェニル基、４-フェネチルオキシカルボニルフェニル基
、６-ベンジルオキシカルボニル-２-ナフチル基、４-フェニルオキシカルボニルフェニル
基、４-（４'-エチルフェニル）オキシカルボニルフェニル基、４-（４'-クロロフェニル
）オキシカルボニルフェニル基、４-（４'-エトキシフェニル）オキシカルボニルフェニ
ル基、６-フェニルオキシカルボニル-２-ナフチル基、４-アセチルオキシフェニル基、３
-アセチルオキシフェニル基、２-アセチルオキシフェニル基、４-エチルカルボニルオキ
シフェニル基、２-エチルカルボニルオキシフェニル基、４-ｎ-プロピルカルボニルオキ
シフェニル基、４-ｎ-ペンチルカルボニルオキシフェニル基、４-ｎ-オクチルカルボニル
オキシフェニル基、４-シクロヘキシルカルボニルオキシフェニル基、３-シクロヘキシル
カルボニルオキシフェニル基、４-アセチルオキシ-１-ナフチル基、４-ｎ-ブチルカルボ
ニルオキシ-１-ナフチル基、５-アセチルオキシ-１-ナフチル基、６-エチルカルボニルオ
キシ-２-ナフチル基、７-アセチルオキシ-２-ナフチル基、４-アリルカルボニルオキシフ
ェニル基、４-ベンジルカルボニルオキシフェニル基、４-フェ
ネチルカルボニルオキシフェニル基、６-ベンジルカルボニルオキシ-２-ナフチル基、４-
フェニルカルボニルオキシフェニル基、４-（４'-メチルフェニル）カルボニルオキシフ
ェニル基、４-（２'-メチルフェニル）カルボニルオキシフェニル基、４-（４'-クロロフ
ェニル）カルボニルオキシフェニル基、４-（２'-クロロフェニル）カルボニルオキシフ
ェニル基、４-フェニルカルボニルオキシ-１-ナフチル基、６-フェニルカルボニルオキシ
-２-ナフチル基、７-フェニルカルボニルオキシ-２-ナフチル基、４-メチルチオフェニル
基、２-メチルチオフェニル基、２-エチルチオフェニル基、３-エチルチオフェニル基、
４-ｎ-プロピルチオフェニル基、２-イソプロピルチオフェニル基、４-ｎ-ブチルチオフ
ェニル基、２-イソブチルチオフェニル基、２-ネオペンチルフェニル基、４-ｎ-ヘキシル
チオフェニル基、４-ｎ-オクチルチオフェニル基、４-シクロヘキシルチオフェニル基、
４-ベンジルチオフェニル基、３-ベンジルチオフェニル基、２-ベンジルチオフェニル基
、４-（４'-クロロベンジルチオ）フェニル基、４-フェニルチオフェニル基、３-フェニ
ルチオフェニル基、２-フェニルチオフェニル基、４-（４'-メチルフェニルチオ）フェニ
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ル基、４-（３'-メチルフェニルチオ）フェニル基、４-（４'-メトキシフェニルチオ）フ
ェニル基、４-（４'-クロロフェニルチオ）フェニル基、２-エチルチオ-１-ナフチル基、
４-メチルチオ-１-ナフチル基、６-エチルチオ-２-ナフチル基、６-フェニルチオ-２-ナ
フチル基、４-ニトロフェニル基、３-ニトロフェニル基、２-ニトロフェニル基、３,５-
ジニトロフェニル基、４-ニトロ-１-ナフチル基、４-ホルミルフェニル基、３-ホルミル
フェニル基、２-ホルミルフェニル基、４-ホルミル-１-ナフチル基、１-ホルミル-２-ナ
フチル基、４-ピロリジノフェニル基、４-ピペリジノフェニル基、４-モルフォリノフェ
ニル基、４-（Ｎ-エチルピペラジノ）フェニル基、４-ピロリジノ-１-ナフチル基、４-ア
ミノフェニル基、３-アミノフェニル基、２-アミノフェニル基、４-（Ｎ-メチルアミノ）
フェニル基、３-（Ｎ-メチルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ-エチルアミノ）フェニル基、
２-（Ｎ-イソプロピルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ-ｎ-ブチルアミノ）フェニル基、２-
（Ｎ-ｎ-ブチルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ-ｎ-オクチルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ
-ｎ-ドデシルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ-ベンジルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ-フェ
ニルアミノ）フェニル基、２-（Ｎ-フェニルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ,Ｎ-ジメチル
アミノ）フェニル基、３-（Ｎ,Ｎ-ジメチルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ,Ｎ-ジエチルア
ミノ）フェニル基、２-（Ｎ,Ｎ-ジメチルアミノ）フェニル基、２-（Ｎ,Ｎ-ジエチルアミ
ノ）フェニル基、４-（Ｎ,Ｎ-ジ-ｎ-ブチルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ,Ｎ-ジ-ｎ-ヘキ
シルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ-シクロヘキシル-Ｎ-メチルアミノ）フェニル基、４-
（Ｎ,Ｎ-ジエチルアミノ）-１-ナフチル基、４-（Ｎ-ベンジル-Ｎ-フェニルアミノ）フェ
ニル基、４-（Ｎ,Ｎ-ジフェニルアミノ）フェニル基、４-〔Ｎ-フェニル-Ｎ-（４-メチル
フェニル）アミノ〕フェニル基、４-〔Ｎ,Ｎ-ジ（３'-メチルフェニル）アミノ〕フェニ
ル基、４-〔Ｎ,Ｎ-ジ（４'-メチルフェニル）アミノ〕フェニル基、４-〔Ｎ,Ｎ-ジ（４'-
メトキシフェニル）アミノ〕フェニル基、２-（Ｎ,Ｎ-ジフェニルアミノ）フェニル基、
４-ヒドロキシフェニル基、３-ヒドロキシフェニル基、２-ヒドロキシフェニル基、４-メ
チル-３-ヒドロキシフェニル基、６-メチル-３-ヒドロキシフェニル基、２-ヒドロキシ-
１-ナフチル基、８-ヒドロキシ-１-ナフチル基、４-ヒドロキシ-１-ナフチル基、１-ヒド
ロキシ-２-ナフチル基、６-ヒドロキシ-２-ナフチル基、４-シアノフェニル基、２-シア
ノフェニル基、４-シアノ-１-ナフチル基、６-シアノ-２-ナフチル基から誘導されるアリ
ールオキシ基を表し、
　Ｙ１～Ｙ１０の隣合う基は、それぞれ隣接する基と共に環を形成していてもよく、
　Ｙ１～Ｙ１０のうち少なくとも一つは式（２）で表される基である。
　ただし、Ｙ１とＹ５がいずれもアリール基である場合、およびＹ４とＹ８がいずれもア
リール基である場合を除く］
【化２】

［式（２）中、
　Ｘは酸素原子、硫黄原子または－ＮＲ－を表し、
　Ｒ１～Ｒ５およびＲは、水素原子；ハロゲン原子；シアノ基；ニトロ基；炭素数１～８
の直鎖、分岐または環状のアルキルカルボニル基；炭素数１～８の直鎖、分岐または環状
のアルキル基；炭素数１～８の直鎖、分岐または環状のアルコキシ基；
　ベンジル基、α-メチルベンジル基、α-エチルベンジル基、フェネチル基、α-メチル
フェネチル基、β-メチルフェネチル基、α,α-ジメチルベンジル基、α,α-ジメチルフ
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ェネチル基、４-メチルフェネチル基、４-メチルベンジル基、３-メチルベンジル基、２-
メチルベンジル基、４-エチルベンジル基、２-エチルベンジル基、４-イソプロピルベン
ジル基、４-tert-ブチルベンジル基、２-tert-ブチルベンジル基、４-tert-ペンチルベン
ジル基、４-シクロヘキシルベンジル基、４-ｎ-オクチルベンジル基、４-tert-オクチル
ベンジル基、４-アリルベンジル基、４-ベンジルベンジル基、４-フェネチルベンジル基
、４-フェニルベンジル基、４-（４'-メチルフェニル）ベンジル基、４-メトキシベンジ
ル基、２-メトキシベンジル基、２-エトキシベンジル基、４-ｎ-ブトキシベンジル基、４
-ｎ-ヘプチルオキシベンジル基、４-ｎ-デシルオキシベンジル基、４-ｎ-テトラデシルオ
キシベンジル基、４-ｎ-ヘプタデシルオキシベンジル基、３,４-ジメトキシベンジル基、
４-メトキシメチルベンジル基、４-イソブチルオキシメチルベンジル基、４-アリルオキ
シベンジル基、４-ビニルオキシメチルベンジル基、４-ベンジルオキシベンジル基、４-
フェネチルオキシベンジル基、４-フェニルオキシベンジル基、３-フェニルオキシベンジ
ル基、４-ヒドロキシベンジル基、３-ヒドロキシベンジル基、２-ヒドロキシベンジル基
、４-ヒドロキシ-３-メトキシベンジル基、４-フルオロベンジル基、２-フルオロベンジ
ル基、４-クロロベンジル基、３-クロロベンジル基、２-クロロベンジル基、３,４-ジク
ロロベンジル基、２-フルフリル基、ジフェニルメチル基、１-ナフチルメチル基、２-ナ
フチルメチル基より選ばれるアラルキル基；
　ベンジル基、α-メチルベンジル基、α-エチルベンジル基、フェネチル基、α-メチル
フェネチル基、β-メチルフェネチル基、α,α-ジメチルベンジル基、α,α-ジメチルフ
ェネチル基、４-メチルフェネチル基、４-メチルベンジル基、３-メチルベンジル基、２-
メチルベンジル基、４-エチルベンジル基、２-エチルベンジル基、４-イソプロピルベン
ジル基、４-tert-ブチルベンジル基、２-tert-ブチルベンジル基、４-tert-ペンチルベン
ジル基、４-シクロヘキシルベンジル基、４-ｎ-オクチルベンジル基、４-tert-オクチル
ベンジル基、４-アリルベンジル基、４-ベンジルベンジル基、４-フェネチルベンジル基
、４-フェニルベンジル基、４-（４'-メチルフェニル）ベンジル基、４-メトキシベンジ
ル基、２-メトキシベンジル基、２-エトキシベンジル基、４-ｎ-ブトキシベンジル基、４
-ｎ-ヘプチルオキシベンジル基、４-ｎ-デシルオキシベンジル基、４-ｎ-テトラデシルオ
キシベンジル基、４-ｎ-ヘプタデシルオキシベンジル基、３,４-ジメトキシベンジル基、
４-メトキシメチルベンジル基、４-イソブチルオキシメチルベンジル基、４-アリルオキ
シベンジル基、４-ビニルオキシメチルベンジル基、４-ベンジルオキシベンジル基、４-
フェネチルオキシベンジル基、４-フェニルオキシベンジル基、３-フェニルオキシベンジ
ル基、４-ヒドロキシベンジル基、３-ヒドロキシベンジル基、２-ヒドロキシベンジル基
、４-ヒドロキシ-３-メトキシベンジル基、４-フルオロベンジル基、２-フルオロベンジ
ル基、４-クロロベンジル基、３-クロロベンジル基、２-クロロベンジル基、３,４-ジク
ロロベンジル基、２-フルフリル基、ジフェニルメチル基、１-ナフチルメチル基、２-ナ
フチルメチル基から誘導されるアラルキルオキシ基；
　フェナントリル基、フェニル基、１-ナフチル基、２-ナフチル基、２-アントラセニル
基、９-アントラセニル基、フルオレニル基、４-キノリル基、５-ピリジル基、４-ピリジ
ル基、３-ピリジル基、２-ピリジル基、２-ピリミジル基、４-ピリミジン基、５-ピリミ
ジル基、２-ピリダジニル基、２-ピラジニル基、３-フリル基、２-フリル基、３-チエニ
ル基、２-チエニル基、２-オキサゾリル基、２-チアゾリル基、２-ベンゾオキサゾリル基
、２-ベンゾチアゾリル基、２-ベンゾイミダゾリル基、４-メチルフェニル基、３-メチル
フェニル基、２-メチルフェニル基、４-エチルフェニル基、３-エチルフェニル基、２-エ
チルフェニル基、４-ｎ-プロピルフェニル基、４-イソプロピルフェニル基、２-イソプロ
ピルフェニル基、４-ｎ-ブチルフェニル基、４-イソブチルフェニル基、４-sec-ブチルフ
ェニル基、２-sec-ブチルフェニル基、４-tert-ブチルフェニル基、３-tert-ブチルフェ
ニル基、２-tert-ブチルフェニル基、４-ｎ-ペンチルフェニル基、４-イソペンチルフェ
ニル基、４-tert-ペンチルフェニル基、４-ｎ-ヘキシルフェニル基、４-ｎ-ヘプチルフェ
ニル基、４-ｎ-オクチルフェニル基、４-（２'-エチルヘキシル）フェニル基、４-tert-
オクチルフェニル基、４-ｎ-ノニルフェニル基、４-ｎ-デシルフェニル基、４-ｎ-ドデシ
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ルフェニル基、４-ｎ-テトラデシルフェニル基、４-ｎ-ヘキサデシルフェニル基、４-ｎ-
オクタデシルフェニル基、４-シクロペンチルフェニル基、４-シクロヘキシルフェニル基
、４-（４'-tert-ブチルシクロヘキシル）フェニル基、４-（４'-メチルシクロヘキシル
）フェニル基、３-シクロヘキシルフェニル基、２-シクロヘキシルフェニル基、４-エチ
ル-１-ナフチル基、６-ｎ-ブチル-２-ナフチル基、２,３-ジメチルフェニル基、２,４-ジ
メチルフェニル基、２,５-ジメチルフェニル基、３,４-ジメチルフェニル基、３,５-ジメ
チルフェニル基、２,６-ジメチルフェニル基、２,３,５-トリメチルフェニル基、３,４,
５-トリメチルフェニル基、２,４-ジエチルフェニル基、２,３,６-トリメチルフェニル基
、２,４,６-トリメチルフェニル基、２,６-ジエチルフェニル基、２,６-ジイソプロピル
フェニル基、２,６-ジイソブチルフェニル基、２,４-ジ-tert-ブチルフェニル基、２,５-
ジ-tert-ブチルフェニル基、３,５-ジ-tert-ブチルフェニル基、２,４-ジネオペンチルフ
ェニル基、２,５-ジ-tert-ペンチルフェニル基、４,６-ジ-tert-ブチル-２-メチルフェニ
ル基、５-tert-ブチル-２-メチルフェニル基、４-tert-ブチル-２,６-ジメチルフェニル
基、２,３,５,６-テトラメチルフェニル基、５-インダニル基、１,２,３,４-テトラヒド
ロ-５-ナフチル基、１,２,３,４-テトラヒドロ-６-ナフチル基、４-メトキシフェニル基
、３-メトキシフェニル基、２-メトキシフェニル基、４-エトキシフェニル基、２-エトキ
シフェニル基、３-ｎ-プロピルオキシフェニル基、４-イソプロピルオキシフェニル基、
２-イソプロピルオキシフェニル基、４-ｎ-ブチルオキシフェニル基、４-イソブチルオキ
シフェニル基、２-イソブチルオキシフェニル基、２-sec-ブチルオキシフェニル基、４-
ｎ-ペンチルオキシフェニル基、４-イソペンチルオキシフェニル基、２-イソペンチルオ
キシフェニル基、２-ネオペンチルオキシフェニル基、４-ｎ-ヘキシルオキシフェニル基
、２-（２'-エチルブチルオキシ）フェニル基、４-ｎ-オクチルオキシフェニル基、４-ｎ
-デシルオキシフェニル基、４-ｎ-ドデシルオキシフェニル基、４-ｎ-テトラデシルオキ
シフェニル基、４-ｎ-ヘキサデシルオキシフェニル基、４-ｎ-オクタデシルオキシフェニ
ル基、４-シクロヘキシルオキシフェニル基、２-シクロヘキシルオキシフェニル基、２-
メトキシ-１-ナフチル基、４-メトキシ-１-ナフチル基、４-ｎ-ブチルオキシ-１-ナフチ
ル基、５-エトキシ-１-ナフチル基、６-エトキシ-２-ナフチル基、６-ｎ-ブチルオキシ-
２-ナフチル基、６-ｎ-ヘキシルオキシ-２-ナフチル基、７-メトキシ-２-ナフチル基、７
-ｎ-ブチルオキシ-２-ナフチル基、２,３-ジメトキシフェニル基、２,４-ジメトキシフェ
ニル基、２,５-ジメトキシフェニル基、２,６-ジメトキシフェニル基、３,４-ジメトキシ
フェニル基、３,５-ジメトキシフェニル基、３,５-ジエトキシフェニル基、３,５-ジ-ｎ-
ブチルオキシフェニル基、２-メトキシ-４-メチルフェニル基、２-メトキシ-５-メチルフ
ェニル基、２-メチル-４-メトキシフェニル基、３-メチル-４-メトキシフェニル基、３-
メチル-５-メトキシフェニル基、３-エチル-５-メトキシフェニル基、２-メトキシ-４-エ
トキシフェニル基、２-メトキシ-６-エトキシフェニル基、３,４,５-トリメトキシフェニ
ル基、４-フルオロフェニル基、３-フルオロフェニル基、２-フルオロフェニル基、４-ク
ロロフェニル基、３-クロロフェニル基、２-クロロフェニル基、４-ブロモフェニル基、
２-ブロモフェニル基、４-クロロ-１-ナフチル基、４-クロロ-２-ナフチル基、６-ブロモ
-２-ナフチル基、２,３-ジフルオロフェニル基、２,４-ジフルオロフェニル基、２,５-ジ
フルオロフェニル基、２,６-ジフルオロフェニル基、３,４-ジフルオロフェニル基、３,
５-ジフルオロフェニル基、２,３-ジクロロフェニル基、２,４-ジクロロフェニル基、２,
５-ジクロロフェニル基、２,６-ジクロロフェニル基、３,４-ジクロロフェニル基、３,５
-ジクロロフェニル基、２,５-ジブロモフェニル基、２,４,６-トリクロロフェニル基、２
,３,６-トリブロモフェニル基、３,４,５-トリフルオロフェニル基、２,４-ジクロロ-１-
ナフチル基、１,６-ジクロロ-２-ナフチル基、２-フルオロ-４-メチルフェニル基、２-フ
ルオロ-５-メチルフェニル基、３-フルオロ-２-メチルフェニル基、３-フルオロ-４-メチ
ルフェニル基、４-フルオロ-２-メチルフェニル基、５-フルオロ-２-メチルフェニル基、
２-クロロ-４-メチルフェニル基、２-クロロ-５-メチルフェニル基、２-クロロ-６-メチ
ルフェニル基、３-クロロ-２-メチルフェニル基、４-クロロ-２-メチルフェニル基、４-
クロロ-３-メチルフェニル基、２-クロロ-４,６-ジメチルフェニル基、２-フルオロ-４-
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メトキシフェニル基、２-フルオロ-６-メトキシフェニル基、３-フルオロ-４-エトキシフ
ェニル基、５-クロロ-２-メトキシフェニル基、６-クロロ-３-メトキシフェニル基、５-
クロロ-２,４-ジメトキシフェニル基、２-クロロ-４-ニトロフェニル基、４-クロロ-２-
ニトロフェニル基、４-トリフルオロメチルフェニル基、３-トリフルオロメチルフェニル
基、２-トリフルオロメチルフェニル基、３,５-ビス（トリフルオロメチル）フェニル基
、４-トリフルオロメチルオキシフェニル基、４-アリルフェニル基、２-アリルフェニル
基、２-イソプロペニルフェニル基、４-ベンジルフェニル基、２-ベンジルフェニル基、
４-（４'-メチルベンジル）フェニル基、４-クミルフェニル基、４-（４'-メトキシクミ
ル）フェニル基、４-フェニルフェニル基、３-フェニルフェニル基、２-フェニルフェニ
ル基、４-（４'-メチルフェニル）フェニル基、４-（４'-エチルフェニル）フェニル基、
４-（４'-イソプロピルフェニル）フェニル基、４-（４'-tert-ブチルフェニル）フェニ
ル基、４-（４'-ｎ-ヘキシルフェニル）フェニル基、４-（４'-ｎ-オクチルフェニル）フ
ェニル基、４-（４'-メトキシフェニル）フェニル基、４-（４'-エトキシフェニル）フェ
ニル基、４-（４'-ｎ-ブトキシフェニル）フェニル基、２-（２'-メトキシフェニル）フ
ェニル基、４-（４'-フルオロフェニル）フェニル基、４-（４'-クロロフェニル）フェニ
ル基、３-メチル-４-フェニル基、２-メトキシ-５-フェニルフェニル基、３-メトキシ-４
-フェニルフェニル基、４-メトキシメチルフェニル基、４-エトキシメチルフェニル基、
４-ｎ-ブチルオキシメチルフェニル基、３-メトキシメチルフェニル基、４-（２'-メトキ
シエチル）フェニル基、４-（２'-エトキシエチルオキシ）フェニル基、４-（２'-ｎ-ブ
チルオキシエチルオキシ）フェニル基、４-（３'-エトキシプロピルオキシ）フェニル基
、４-ビニルオキシフェニル基、４-アリルオキシフェニル基、３-アリルオキシフェニル
基、４-（４'-ペンテニルオキシ）フェニル基、４-アリルオキシ-１-ナフチル基、４-ア
リルオキシメチルフェニル基、４-（２'-アリルオキシエチルオキシ）フェニル基、４-ベ
ンジルオキシフェニル基、２-ベンジルオキシフェニル基、４-フェネチルオキシフェニル
基、４-（４'-クロロベンジルオキシ）フェニル基、４-（４'-メチルベンジルオキシ）フ
ェニル基、４-（４'-メトキシベンジルオキシ）フェニル基、４-（３'-エトキシベンジル
オキシ）フェニル基、４-ベンジルオキシ-１-ナフチル基、５-（４'-メチルベンジルオキ
シ）-１-ナフチル基、６-ベンジルオキシ-２-ナフチル基、６-（４'-メチルベンジルオキ
シ）-２-ナフチル基、７-ベンジルオキシ-２-ナフチル基、４-（ベンジルオキシメチル）
フェニル基、４-（２'-ベンジルオキシエチルオキシ）フェニル基、４-フェニルオキシフ
ェニル基、３-フェニルオキシフェニル基、２-フェニルオキシフェニル基、４-（４'-メ
チルフェニルオキシ）フェニル基、４-（４'-メトキシフェニルオキシ）フェニル基、４-
（４'-クロロフェニルオキシ）フェニル基、４-フェニルオキシ-１-ナフチル基、６-フェ
ニルオキシ-２-ナフチル基、７-フェニルオキシ-２-ナフチル基、４-フェニルオキシメチ
ルフェニル基、４-（２'-フェニルオキシエトキシ）フェニル基、４-〔２'-（４'-メチル
フェニルオキシ）エトキシ〕フェニル基、４-〔２'-（４'-メトキシフェニルオキシ）エ
トキシ〕フェニル基、４-〔２'-（４'-クロロフェニルオキシ）エトキシ〕フェニル基、
４-アセチルフェニル基、３-アセチルフェニル基、２-アセチルフェニル基、４-エチルカ
ルボニルフェニル基、２-エチルカルボニルフェニル基、４-ｎ-ブチルカルボニルフェニ
ル基、４-ｎ-ヘキシルカルボニルフェニル基、４-ｎ-オクチルカルボニルフェニル基、４
-シクロヘキシルカルボニルフェニル基、４-アセチル-１-ナフチル基、６-アセチル-２-
ナフチル基、６-ｎ-ブチルカルボニル-２-ナフチル基、４-アリルカルボニルフェニル基
、４-ベンジルカルボニルフェニル基、４-（４'-メチルベンジル）カルボニルフェニル基
、４-フェニルカルボニルフェニル基、４-（４'-メチルフェニル）カルボニルフェニル基
、４-（４'-クロロフェニル）カルボニルフェニル基、４-フェニルカルボニル-１-ナフチ
ル基、４-メトキシカルボニルフェニル基、２-メトキシカルボニルフェニル基、４-エト
キシカルボニルフェニル基、３-エトキシカルボニルフェニル基、４-ｎ-プロピルオキシ
カルボニルフェニル基、４-ｎ-ブチルオキシカルボニルフェニル基、４-ｎ-ヘキシルオキ
シカルボニルフェニル基、４-ｎ-デシルオキシカルボニルフェニル基、４-シクロヘキシ
ルオキシカルボニルフェニル基、４-エトキシカルボニル-１-ナフチル基、６-メトキシカ
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ルボニル-２-ナフチル基、６-ｎ-ブチルオキシカルボニル-２-ナフチル基、４-アリルオ
キシカルボニルフェニル基、４-ベンジルオキシカルボニルフェニル基、４-（４'-クロロ
ベンジル）オキシカルボニルフェニル基、４-フェネチルオキシカルボニルフェニル基、
６-ベンジルオキシカルボニル-２-ナフチル基、４-フェニルオキシカルボニルフェニル基
、４-（４'-エチルフェニル）オキシカルボニルフェニル基、４-（４'-クロロフェニル）
オキシカルボニルフェニル基、４-（４'-エトキシフェニル）オキシカルボニルフェニル
基、６-フェニルオキシカルボニル-２-ナフチル基、４-アセチルオキシフェニル基、３-
アセチルオキシフェニル基、２-アセチルオキシフェニル基、４-エチルカルボニルオキシ
フェニル基、２-エチルカルボニルオキシフェニル基、４-ｎ-プロピルカルボニルオキシ
フェニル基、４-ｎ-ペンチルカルボニルオキシフェニル基、４-ｎ-オクチルカルボニルオ
キシフェニル基、４-シクロヘキシルカルボニルオキシフェニル基、３-シクロヘキシルカ
ルボニルオキシフェニル基、４-アセチルオキシ-１-ナフチル基、４-ｎ-ブチルカルボニ
ルオキシ-１-ナフチル基、５-アセチルオキシ-１-ナフチル基、６-エチルカルボニルオキ
シ-２-ナフチル基、７-アセチルオキシ-２-ナフチル基、４-アリルカルボニルオキシフェ
ニル基、４-ベンジルカルボニルオキシフェニル基、４-フェ
ネチルカルボニルオキシフェニル基、６-ベンジルカルボニルオキシ-２-ナフチル基、４-
フェニルカルボニルオキシフェニル基、４-（４'-メチルフェニル）カルボニルオキシフ
ェニル基、４-（２'-メチルフェニル）カルボニルオキシフェニル基、４-（４'-クロロフ
ェニル）カルボニルオキシフェニル基、４-（２'-クロロフェニル）カルボニルオキシフ
ェニル基、４-フェニルカルボニルオキシ-１-ナフチル基、６-フェニルカルボニルオキシ
-２-ナフチル基、７-フェニルカルボニルオキシ-２-ナフチル基、４-メチルチオフェニル
基、２-メチルチオフェニル基、２-エチルチオフェニル基、３-エチルチオフェニル基、
４-ｎ-プロピルチオフェニル基、２-イソプロピルチオフェニル基、４-ｎ-ブチルチオフ
ェニル基、２-イソブチルチオフェニル基、２-ネオペンチルフェニル基、４-ｎ-ヘキシル
チオフェニル基、４-ｎ-オクチルチオフェニル基、４-シクロヘキシルチオフェニル基、
４-ベンジルチオフェニル基、３-ベンジルチオフェニル基、２-ベンジルチオフェニル基
、４-（４'-クロロベンジルチオ）フェニル基、４-フェニルチオフェニル基、３-フェニ
ルチオフェニル基、２-フェニルチオフェニル基、４-（４'-メチルフェニルチオ）フェニ
ル基、４-（３'-メチルフェニルチオ）フェニル基、４-（４'-メトキシフェニルチオ）フ
ェニル基、４-（４'-クロロフェニルチオ）フェニル基、２-エチルチオ-１-ナフチル基、
４-メチルチオ-１-ナフチル基、６-エチルチオ-２-ナフチル基、６-フェニルチオ-２-ナ
フチル基、４-ニトロフェニル基、３-ニトロフェニル基、２-ニトロフェニル基、３,５-
ジニトロフェニル基、４-ニトロ-１-ナフチル基、４-ホルミルフェニル基、３-ホルミル
フェニル基、２-ホルミルフェニル基、４-ホルミル-１-ナフチル基、１-ホルミル-２-ナ
フチル基、４-ピロリジノフェニル基、４-ピペリジノフェニル基、４-モルフォリノフェ
ニル基、４-（Ｎ-エチルピペラジノ）フェニル基、４-ピロリジノ-１-ナフチル基、４-ア
ミノフェニル基、３-アミノフェニル基、２-アミノフェニル基、４-（Ｎ-メチルアミノ）
フェニル基、３-（Ｎ-メチルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ-エチルアミノ）フェニル基、
２-（Ｎ-イソプロピルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ-ｎ-ブチルアミノ）フェニル基、２-
（Ｎ-ｎ-ブチルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ-ｎ-オクチルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ
-ｎ-ドデシルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ-ベンジルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ-フェ
ニルアミノ）フェニル基、２-（Ｎ-フェニルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ,Ｎ-ジメチル
アミノ）フェニル基、３-（Ｎ,Ｎ-ジメチルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ,Ｎ-ジエチルア
ミノ）フェニル基、２-（Ｎ,Ｎ-ジメチルアミノ）フェニル基、２-（Ｎ,Ｎ-ジエチルアミ
ノ）フェニル基、４-（Ｎ,Ｎ-ジ-ｎ-ブチルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ,Ｎ-ジ-ｎ-ヘキ
シルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ-シクロヘキシル-Ｎ-メチルアミノ）フェニル基、４-
（Ｎ,Ｎ-ジエチルアミノ）-１-ナフチル基、４-（Ｎ-ベンジル-Ｎ-フェニルアミノ）フェ
ニル基、４-（Ｎ,Ｎ-ジフェニルアミノ）フェニル基、４-〔Ｎ-フェニル-Ｎ-（４-メチル
フェニル）アミノ〕フェニル基、４-〔Ｎ,Ｎ-ジ（３'-メチルフェニル）アミノ〕フェニ
ル基、４-〔Ｎ,Ｎ-ジ（４'-メチルフェニル）アミノ〕フェニル基、４-〔Ｎ,Ｎ-ジ（４'-
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メトキシフェニル）アミノ〕フェニル基、２-（Ｎ,Ｎ-ジフェニルアミノ）フェニル基、
４-ヒドロキシフェニル基、３-ヒドロキシフェニル基、２-ヒドロキシフェニル基、４-メ
チル-３-ヒドロキシフェニル基、６-メチル-３-ヒドロキシフェニル基、２-ヒドロキシ-
１-ナフチル基、８-ヒドロキシ-１-ナフチル基、４-ヒドロキシ-１-ナフチル基、１-ヒド
ロキシ-２-ナフチル基、６-ヒドロキシ-２-ナフチル基、４-シアノフェニル基、２-シア
ノフェニル基、４-シアノ-１-ナフチル基、６-シアノ-２-ナフチル基より選ばれるアリー
ル基；あるいは
　フェナントリル基、フェニル基、１-ナフチル基、２-ナフチル基、２-アントラセニル
基、９-アントラセニル基、フルオレニル基、４-キノリル基、５-ピリジル基、４-ピリジ
ル基、３-ピリジル基、２-ピリジル基、２-ピリミジル基、４-ピリミジン基、５-ピリミ
ジル基、２-ピリダジニル基、２-ピラジニル基、３-フリル基、２-フリル基、３-チエニ
ル基、２-チエニル基、２-オキサゾリル基、２-チアゾリル基、２-ベンゾオキサゾリル基
、２-ベンゾチアゾリル基、２-ベンゾイミダゾリル基、４-メチルフェニル基、３-メチル
フェニル基、２-メチルフェニル基、４-エチルフェニル基、３-エチルフェニル基、２-エ
チルフェニル基、４-ｎ-プロピルフェニル基、４-イソプロピルフェニル基、２-イソプロ
ピルフェニル基、４-ｎ-ブチルフェニル基、４-イソブチルフェニル基、４-sec-ブチルフ
ェニル基、２-sec-ブチルフェニル基、４-tert-ブチルフェニル基、３-tert-ブチルフェ
ニル基、２-tert-ブチルフェニル基、４-ｎ-ペンチルフェニル基、４-イソペンチルフェ
ニル基、４-tert-ペンチルフェニル基、４-ｎ-ヘキシルフェニル基、４-ｎ-ヘプチルフェ
ニル基、４-ｎ-オクチルフェニル基、４-（２'-エチルヘキシル）フェニル基、４-tert-
オクチルフェニル基、４-ｎ-ノニルフェニル基、４-ｎ-デシルフェニル基、４-ｎ-ドデシ
ルフェニル基、４-ｎ-テトラデシルフェニル基、４-ｎ-ヘキサデシルフェニル基、４-ｎ-
オクタデシルフェニル基、４-シクロペンチルフェニル基、４-シクロヘキシルフェニル基
、４-（４'-tert-ブチルシクロヘキシル）フェニル基、４-（４'-メチルシクロヘキシル
）フェニル基、３-シクロヘキシルフェニル基、２-シクロヘキシルフェニル基、４-エチ
ル-１-ナフチル基、６-ｎ-ブチル-２-ナフチル基、２,３-ジメチルフェニル基、２,４-ジ
メチルフェニル基、２,５-ジメチルフェニル基、３,４-ジメチルフェニル基、３,５-ジメ
チルフェニル基、２,６-ジメチルフェニル基、２,３,５-トリメチルフェニル基、３,４,
５-トリメチルフェニル基、２,４-ジエチルフェニル基、２,３,６-トリメチルフェニル基
、２,４,６-トリメチルフェニル基、２,６-ジエチルフェニル基、２,６-ジイソプロピル
フェニル基、２,６-ジイソブチルフェニル基、２,４-ジ-tert-ブチルフェニル基、２,５-
ジ-tert-ブチルフェニル基、３,５-ジ-tert-ブチルフェニル基、２,４-ジネオペンチルフ
ェニル基、２,５-ジ-tert-ペンチルフェニル基、４,６-ジ-tert-ブチル-２-メチルフェニ
ル基、５-tert-ブチル-２-メチルフェニル基、４-tert-ブチル-２,６-ジメチルフェニル
基、２,３,５,６-テトラメチルフェニル基、５-インダニル基、１,２,３,４-テトラヒド
ロ-５-ナフチル基、１,２,３,４-テトラヒドロ-６-ナフチル基、４-メトキシフェニル基
、３-メトキシフェニル基、２-メトキシフェニル基、４-エトキシフェニル基、２-エトキ
シフェニル基、３-ｎ-プロピルオキシフェニル基、４-イソプロピルオキシフェニル基、
２-イソプロピルオキシフェニル基、４-ｎ-ブチルオキシフェニル基、４-イソブチルオキ
シフェニル基、２-イソブチルオキシフェニル基、２-sec-ブチルオキシフェニル基、４-
ｎ-ペンチルオキシフェニル基、４-イソペンチルオキシフェニル基、２-イソペンチルオ
キシフェニル基、２-ネオペンチルオキシフェニル基、４-ｎ-ヘキシルオキシフェニル基
、２-（２'-エチルブチルオキシ）フェニル基、４-ｎ-オクチルオキシフェニル基、４-ｎ
-デシルオキシフェニル基、４-ｎ-ドデシルオキシフェニル基、４-ｎ-テトラデシルオキ
シフェニル基、４-ｎ-ヘキサデシルオキシフェニル基、４-ｎ－オクタデシルオキシフェ
ニル基、４-シクロヘキシルオキシフェニル基、２-シクロヘキシルオキシフェニル基、２
-メトキシ-１-ナフチル基、４-メトキシ-１-ナフチル基、４-ｎ-ブチルオキシ-１-ナフチ
ル基、５-エトキシ-１-ナフチル基、６-エトキシ-２-ナフチル基、６-ｎ-ブチルオキシ-
２-ナフチル基、６-ｎ-ヘキシルオキシ-２-ナフチル基、７-メトキシ-２-ナフチル基、７
-ｎ-ブチルオキシ-２-ナフチル基、２,３-ジメトキシフェニル基、２,４-ジメトキシフェ
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ニル基、２,５-ジメトキシフェニル基、２,６-ジメトキシフェニル基、３,４-ジメトキシ
フェニル基、３,５-ジメトキシフェニル基、３,５-ジエトキシフェニル基、３,５-ジ-ｎ-
ブチルオキシフェニル基、２-メトキシ-４-メチルフェニル基、２-メトキシ-５-メチルフ
ェニル基、２-メチル-４-メトキシフェニル基、３-メチル-４-メトキシフェニル基、３-
メチル-５-メトキシフェニル基、３-エチル-５-メトキシフェニル基、２-メトキシ-４-エ
トキシフェニル基、２-メトキシ-６-エトキシフェニル基、３,４,５-トリメトキシフェニ
ル基、４-フルオロフェニル基、３-フルオロフェニル基、２-フルオロフェニル基、４-ク
ロロフェニル基、３-クロロフェニル基、２-クロロフェニル基、４-ブロモフェニル基、
２-ブロモフェニル基、４-クロロ-１-ナフチル基、４-クロロ-２-ナフチル基、６-ブロモ
-２-ナフチル基、２,３-ジフルオロフェニル基、２,４-ジフルオロフェニル基、２,５-ジ
フルオロフェニル基、２,６-ジフルオロフェニル基、３,４-ジフルオロフェニル基、３,
５-ジフルオロフェニル基、２,３-ジクロロフェニル基、２,４-ジクロロフェニル基、２,
５-ジクロロフェニル基、２,６-ジクロロフェニル基、３,４-ジクロロフェニル基、３,５
-ジクロロフェニル基、２,５-ジブロモフェニル基、２,４,６-トリクロロフェニル基、２
,３,６-トリブロモフェニル基、３,４,５-トリフルオロフェニル基、２,４-ジクロロ-１-
ナフチル基、１,６-ジクロロ-２-ナフチル基、２-フルオロ-４-メチルフェニル基、２-フ
ルオロ-５-メチルフェニル基、３-フルオロ-２-メチルフェニル基、３-フルオロ-４-メチ
ルフェニル基、４-フルオロ-２-メチルフェニル基、５-フルオロ-２-メチルフェニル基、
２-クロロ-４-メチルフェニル基、２-クロロ-５-メチルフェニル基、２-クロロ-６-メチ
ルフェニル基、３-クロロ-２-メチルフェニル基、４-クロロ-２-メチルフェニル基、４-
クロロ-３-メチルフェニル基、２-クロロ-４,６-ジメチルフェニル基、２-フルオロ-４-
メトキシフェニル基、２-フルオロ-６-メトキシフェニル基、３-フルオロ-４-エトキシフ
ェニル基、５-クロロ-２-メトキシフェニル基、６-クロロ-３-メトキシフェニル基、５-
クロロ-２,４-ジメトキシフェニル基、２-クロロ-４-ニトロフェニル基、４-クロロ-２-
ニトロフェニル基、４-トリフルオロメチルフェニル基、３-トリフルオロメチルフェニル
基、２-トリフルオロメチルフェニル基、３,５-ビス（トリフルオロメチル）フェニル基
、４-トリフルオロメチルオキシフェニル基、４-アリルフェニル基、２-アリルフェニル
基、２-イソプロペニルフェニル基、４-ベンジルフェニル基、２-ベンジルフェニル基、
４-（４'-メチルベンジル）フェニル基、４-クミルフェニル基、４-（４'-メトキシクミ
ル）フェニル基、４-フェニルフェニル基、３-フェニルフェニル基、２-フェニルフェニ
ル基、４-（４'-メチルフェニル）フェニル基、４-（４'-エチルフェニル）フェニル基、
４-（４'-イソプロピルフェニル）フェニル基、４-（４'-tert－ブチルフェニル）フェニ
ル基、４-（４'-ｎ-ヘキシルフェニル）フェニル基、４-（４'-ｎ-オクチルフェニル）フ
ェニル基、４-（４'-メトキシフェニル）フェニル基、４-（４'-エトキシフェニル）フェ
ニル基、４-（４'-ｎ-ブトキシフェニル）フェニル基、２-（２'-メトキシフェニル）フ
ェニル基、４-（４'-フルオロフェニル）フェニル基、４-（４'-クロロフェニル）フェニ
ル基、３-メチル-４-フェニル基、２-メトキシ-５-フェニルフェニル基、３-メトキシ-４
-フェニルフェニル基、４-メトキシメチルフェニル基、４-エトキシメチルフェニル基、
４-ｎ-ブチルオキシメチルフェニル基、３-メトキシメチルフェニル基、４-（２'-メトキ
シエチル）フェニル基、４-（２'-エトキシエチルオキシ）フェニル基、４-（２'-ｎ-ブ
チルオキシエチルオキシ）フェニル基、４-（３'-エトキシプロピルオキシ）フェニル基
、４-ビニルオキシフェニル基、４-アリルオキシフェニル基、３-アリルオキシフェニル
基、４-（４'-ペンテニルオキシ）フェニル基、４-アリルオキシ-１-ナフチル基、４-ア
リルオキシメチルフェニル基、４-（２'-アリルオキシエチルオキシ）フェニル基、４-ベ
ンジルオキシフェニル基、２-ベンジルオキシフェニル基、４-フェネチルオキシフェニル
基、４-（４'-クロロベンジルオキシ）フェニル基、４-（４'-メチルベンジルオキシ）フ
ェニル基、４-（４'-メトキシベンジルオキシ）フェニル基、４-（３'-エトキシベンジル
オキシ）フェニル基、４-ベンジルオキシ-１-ナフチル基、５-（４'-メチルベンジルオキ
シ）-１-ナフチル基、６-ベンジルオキシ-２-ナフチル基、６-（４'-メチルベンジルオキ
シ）-２-ナフチル基、７-ベンジルオキシ-２-ナフチル基、４-（ベンジルオキシメチル）
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フェニル基、４-（２'-ベンジルオキシエチルオキシ）フェニル基、４-フェニルオキシフ
ェニル基、３-フェニルオキシフェニル基、２-フェニルオキシフェニル基、４-（４'-メ
チルフェニルオキシ）フェニル基、４-（４'-メトキシフェニルオキシ）フェニル基、４-
（４'-クロロフェニルオキシ）フェニル基、４-フェニルオキシ-１-ナフチル基、６-フェ
ニルオキシ-２-ナフチル基、７-フェニルオキシ-２-ナフチル基、４-フェニルオキシメチ
ルフェニル基、４-（２'-フェニルオキシエトキシ）フェニル基、４-〔２'-（４'-メチル
フェニルオキシ）エトキシ〕フェニル基、４-〔２'-（４'-メトキシフェニルオキシ）エ
トキシ〕フェニル基、４-〔２'-（４'-クロロフェニルオキシ）エトキシ〕フェニル基、
４-アセチルフェニル基、３-アセチルフェニル基、２-アセチルフェニル基、４-エチルカ
ルボニルフェニル基、２-エチルカルボニルフェニル基、４-ｎ-ブチルカルボニルフェニ
ル基、４-ｎ-ヘキシルカルボニルフェニル基、４-ｎ-オクチルカルボニルフェニル基、４
-シクロヘキシルカルボニルフェニル基、４-アセチル-１-ナフチル基、６-アセチル-２-
ナフチル基、６-ｎ-ブチルカルボニル-２-ナフチル基、４-アリルカルボニルフェニル基
、４-ベンジルカルボニルフェニル基、４-（４'-メチルベンジル）カルボニルフェニル基
、４-フェニルカルボニルフェニル基、４-（４'-メチルフェニル）カルボニルフェニル基
、４-（４'-クロロフェニル）カルボニルフェニル基、４-フェニルカルボニル-１-ナフチ
ル基、４-メトキシカルボニルフェニル基、２-メトキシカルボニルフェニル基、４-エト
キシカルボニルフェニル基、３-エトキシカルボニルフェニル基、４-ｎ-プロピルオキシ
カルボニルフェニル基、４-ｎ-ブチルオキシカルボニルフェニル基、４-ｎ-ヘキシルオキ
シカルボニルフェニル基、４-ｎ-デシルオキシカルボニルフェニル基、４-シクロヘキシ
ルオキシカルボニルフェニル基、４-エトキシカルボニル-１-ナフチル基、６-メトキシカ
ルボニル-２-ナフチル基、６-ｎ-ブチルオキシカルボニル-２-ナフチル基、４-アリルオ
キシカルボニルフェニル基、４-ベンジルオキシカルボニルフェニル基、４-（４'-クロロ
ベンジル）オキシカルボニルフェニル基、４-フェネチルオキシカルボニルフェニル基、
６-ベンジルオキシカルボニル-２-ナフチル基、４-フェニルオキシカルボニルフェニル基
、４-（４'-エチルフェニル）オキシカルボニルフェニル基、４-（４'-クロロフェニル）
オキシカルボニルフェニル基、４-（４'-エトキシフェニル）オキシカルボニルフェニル
基、６-フェニルオキシカルボニル-２-ナフチル基、４-アセチルオキシフェニル基、３-
アセチルオキシフェニル基、２-アセチルオキシフェニル基、４-エチルカルボニルオキシ
フェニル基、２-エチルカルボニルオキシフェニル基、４-ｎ-プロピルカルボニルオキシ
フェニル基、４-ｎ-ペンチルカルボニルオキシフェニル基、４-ｎ-オクチルカルボニルオ
キシフェニル基、４-シクロヘキシルカルボニルオキシフェニル基、３-シクロヘキシルカ
ルボニルオキシフェニル基、４-アセチルオキシ-１-ナフチル基、４-ｎ-ブチルカルボニ
ルオキシ-１-ナフチル基、５-アセチルオキシ-１-ナフチル基、６-エチルカルボニルオキ
シ-２-ナフチル基、７-アセチルオキシ-２-ナフチル基、４-アリルカルボニルオキシフェ
ニル基、４-ベンジルカルボニルオキシフェニル基、４-フ
ェネチルカルボニルオキシフェニル基、６-ベンジルカルボニルオキシ-２-ナフチル基、
４-フェニルカルボニルオキシフェニル基、４-（４'-メチルフェニル）カルボニルオキシ
フェニル基、４-（２'-メチルフェニル）カルボニルオキシフェニル基、４-（４'-クロロ
フェニル）カルボニルオキシフェニル基、４-（２'-クロロフェニル）カルボニルオキシ
フェニル基、４-フェニルカルボニルオキシ-１-ナフチル基、６-フェニルカルボニルオキ
シ-２-ナフチル基、７-フェニルカルボニルオキシ-２-ナフチル基、４-メチルチオフェニ
ル基、２-メチルチオフェニル基、２-エチルチオフェニル基、３-エチルチオフェニル基
、４-ｎ-プロピルチオフェニル基、２-イソプロピルチオフェニル基、４-ｎ-ブチルチオ
フェニル基、２-イソブチルチオフェニル基、２-ネオペンチルフェニル基、４-ｎ-ヘキシ
ルチオフェニル基、４-ｎ-オクチルチオフェニル基、４-シクロヘキシルチオフェニル基
、４-ベンジルチオフェニル基、３-ベンジルチオフェニル基、２-ベンジルチオフェニル
基、４-（４'-クロロベンジルチオ）フェニル基、４-フェニルチオフェニル基、３-フェ
ニルチオフェニル基、２-フェニルチオフェニル基、４-（４'-メチルフェニルチオ）フェ
ニル基、４-（３'-メチルフェニルチオ）フェニル基、４-（４'-メトキシフェニルチオ）
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フェニル基、４-（４'-クロロフェニルチオ）フェニル基、２-エチルチオ-１-ナフチル基
、４-メチルチオ-１-ナフチル基、６-エチルチオ-２-ナフチル基、６-フェニルチオ-２-
ナフチル基、４-ニトロフェニル基、３-ニトロフェニル基、２-ニトロフェニル基、３,５
-ジニトロフェニル基、４-ニトロ-１-ナフチル基、４-ホルミルフェニル基、３-ホルミル
フェニル基、２-ホルミルフェニル基、４-ホルミル-１-ナフチル基、１-ホルミル-２-ナ
フチル基、４-ピロリジノフェニル基、４-ピペリジノフェニル基、４-モルフォリノフェ
ニル基、４-（Ｎ-エチルピペラジノ）フェニル基、４-ピロリジノ-１-ナフチル基、４-ア
ミノフェニル基、３-アミノフェニル基、２-アミノフェニル基、４-（Ｎ-メチルアミノ）
フェニル基、３-（Ｎ-メチルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ-エチルアミノ）フェニル基、
２-（Ｎ-イソプロピルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ-ｎ-ブチルアミノ）フェニル基、２-
（Ｎ-ｎ-ブチルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ-ｎ-オクチルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ
-ｎ-ドデシルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ-ベンジルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ-フェ
ニルアミノ）フェニル基、２-（Ｎ-フェニルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ,Ｎ-ジメチル
アミノ）フェニル基、３-（Ｎ,Ｎ-ジメチルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ,Ｎ-ジエチルア
ミノ）フェニル基、２-（Ｎ,Ｎ-ジメチルアミノ）フェニル基、２-（Ｎ,Ｎ-ジエチルアミ
ノ）フェニル基、４-（Ｎ,Ｎ-ジ-ｎ-ブチルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ,Ｎ-ジ-ｎ-ヘキ
シルアミノ）フェニル基、４-（Ｎ-シクロヘキシル-Ｎ-メチルアミノ）フェニル基、４-
（Ｎ,Ｎ-ジエチルアミノ）-１-ナフチル基、４-（Ｎ-ベンジル-Ｎ-フェニルアミノ）フェ
ニル基、４-（Ｎ,Ｎ-ジフェニルアミノ）フェニル基、４-〔Ｎ-フェニル-Ｎ-（４-メチル
フェニル）アミノ〕フェニル基、４-〔Ｎ,Ｎ-ジ（３'-メチルフェニル）アミノ〕フェニ
ル基、４-〔Ｎ,Ｎ-ジ（４'-メチルフェニル）アミノ〕フェニル基、４-〔Ｎ,Ｎ-ジ（４'-
メトキシフェニル）アミノ〕フェニル基、２-（Ｎ,Ｎ-ジフェニルアミノ）フェニル基、
４-ヒドロキシフェニル基、３-ヒドロキシフェニル基、２-ヒドロキシフェニル基、４-メ
チル-３-ヒドロキシフェニル基、６-メチル-３-ヒドロキシフェニル基、２-ヒドロキシ-
１-ナフチル基、８-ヒドロキシ-１-ナフチル基、４-ヒドロキシ-１-ナフチル基、１-ヒド
ロキシ-２-ナフチル基、６-ヒドロキシ-２-ナフチル基、４-シアノフェニル基、２-シア
ノフェニル基、４-シアノ-１-ナフチル基、６-シアノ-２-ナフチル基から誘導されるアリ
ールオキシ基を表す。
　ただし、Ｒ２とＲ３が互いに結合して環を形成している場合、およびＲ４とＲ５が互い
に結合して環を形成している場合を除く］
【請求項２】
　一般式（１）において、Ｙ９およびＹ１０の少なくとも一方が式（２）で表される基で
ある請求項１記載の有機電界発光素子。
【請求項３】
　一般式（１）で表されるアントラセン化合物を含有する層が、発光層である請求項１記
載の有機電界発光素子。
【請求項４】
　一般式（１）で表されるアントラセン化合物を含有する層が、正孔注入輸送層である請
求項１記載の有機電界発光素子。
【請求項５】
　一対の電極間に、さらに、正孔注入輸送層を有する請求項１～３のいずれか一項に記載
の有機電界発光素子。
【請求項６】
　一対の電極間に、さらに、電子注入輸送層を有する請求項１～４のいずれか一項に記載
の有機電界発光素子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、新規なアントラセン化合物および該アントラセン化合物を含有してなる有機
電界発光素子に関する。
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【背景技術】
【０００２】
従来、無機電界発光素子は、例えば、バックライトなどのパネル型光源として使用されて
きたが、該発光素子を駆動させるには、交流の高電圧が必要である。最近になり、発光材
料に有機材料を用いた有機電界発光素子（有機エレクトロルミネッセンス素子：有機ＥＬ
素子）が開発された〔例えば、非特許文献１参照〕。
有機電界発光素子は蛍光性有機化合物を含む薄膜を、陽極と陰極間に挟持した構造を有し
、該薄膜に電子および正孔（ホール）を注入して、再結合させることにより励起子（エキ
シントン）を生成させ、この励起子が失活する際に放出される光を利用して発光する素子
である。有機電界発光素子は、数Ｖ～数十Ｖ程度の直流の低電圧で発光が可能であり、ま
た、蛍光性有機化合物の種類を選択することにより、種々の色（例えば、赤色、青色、緑
色）の発光が可能である。このような特徴を有する有機電界発光素子は種々の発光素子、
表示素子等への応用が期待されている。しかしながら、一般に、発光輝度が低く、実用上
充分ではない。
発光輝度を向上させる方法として、発光層に、ホスト材料としてトリス（８－キノリノラ
ート）アルミニウム等を使用し、ゲスト化合物（ドーパント）としてクマリン誘導体、ピ
ラン誘導体を使用した有機電界発光素子が提案されている[非特許文献２参照]。また、発
光層の材料として、アントラセン誘導体を用いた有機電界発光素子が提案されている（例
えば、特許文献１、特許文献２参照）。さらには、発光層のゲスト化合物として、アント
ラセン誘導体を使用した有機電界発光素子も提案されている（例えば、特許文献３、特許
文献４参照）。
しかしながら、これらの発光素子も充分な発光輝度、発光寿命を有しているとは言いがた
く、現在では、さらなる高輝度化、長寿命化が望まれている。
【非特許文献１】Appl.Phys.lett.,51,913（1987）
【非特許文献２】J.Appl.Phys.,65,3610(1989)
【特許文献１】特開平８－１２６００号公報
【特許文献２】特開平１１－１１１４５８号公報
【特許文献３】特開平１０－３６８３２号公報
【特許文献４】特開平１０－２９４１７９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の課題は、新規なアントラセン化合物を提供することである。さらに詳しくは、
例えば、有機電界発光素子の発光材料として、好適に使用することができるアントラセン
化合物を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明者らは、上記課題を解決するために、種々のアントラセン化合物、特に、有機電
界発光素子の発光材料に好適に使用できるアントラセン化合物に関して鋭意検討を行った
結果、本発明を完成させるに至った。すなわち、本発明は、<１>：一般式（１）で表され
るアントラセン化合物、
【０００５】
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【化３】

【０００６】
〔式（１）中、Ｙ１～Ｙ１０は、それぞれ独立に水素原子または置換基を表し、Ｙ１～Ｙ

１０の隣合う基は、それぞれ隣接する基と共に環を形成していてもよく、Ｙ１～Ｙ１０の
うち少なくとも一つは式（２）で表される基である〕
【０００７】

【化４】

【０００８】
〔式（２）中、Ｘは酸素原子、硫黄原子または－ＮＲ－を表し、Ｒ１～Ｒ５およびＲは水
素原子あるいは置換基を表す〕
<２>：一般式（１）において、Ｙ９およびＹ１０の少なくとも一方が式（２）で表される
基である<１>記載のアントラセン化合物。
<３>：一対の電極間に、一般式（１）で表されるアントラセン化合物を少なくとも1種含
有する層を少なくとも一層挟持してなる有機電界発光素子、
<４>：一般式（１）で表されるアントラセン化合物を含有する層が、発光層である<３>記
載の有機電界発光素子、
<５>：一般式（１）で表されるアントラセン化合物を含有する層が、正孔注入輸送層であ
る<３>記載の有機電界発光素子、
<６>：一対の電極間に、さらに、正孔注入輸送層を有する<３>、<４>および<５>いずれか
に記載の有機電界発光素子、
<７>：一対の電極間に、さらに、電子注入輸送層を有する<３>～<６>のいずれかに記載の
有機電界発光素子、
に関するものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明により、新規なアントラセン化合物、および発光寿命が長く、耐久性に優れた有
機電界発光素子を提供することが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１０】
　以下、本発明に関し詳細に説明する。
本発明のアントラセン化合物は一般式（１）で表される化合物である。
【００１１】
【化５】

【００１２】
〔式（１）中、Ｙ１～Ｙ１０は、それぞれ独立に水素原子または置換基を表し、Ｙ１～Ｙ

１０の隣合う基は、それぞれ隣接する基と共に環を形成していてもよく、Ｙ１～Ｙ１０の
うち少なくとも一つは式（２）で表される基である〕
【００１３】

【化６】

【００１４】
〔式（２）中、Ｘは酸素原子、硫黄原子または－ＮＲ－を表し、Ｒ１～Ｒ５およびＲは水
素原子あるいは置換基を表す〕
【００１５】
　一般式（１）で表されるアントラセン化合物において、Ｙ１～Ｙ１０はそれぞれ独立に
水素原子または置換基を表し、好ましくは、水素原子、ハロゲン原子、シアノ基、ニトロ
基、置換または未置換のアミノ基、エステル基、炭素数１～１０の直鎖、分岐または環状
のアルキルカルボニル基、炭素数１～１０の直鎖、分岐または環状のアルキル基、炭素数
１～１０の直鎖、分岐または環状のアルコキシ基、炭素数７～２０の置換または未置換の
アラルキル基、炭素数７～２０の置換または未置換のアラルキルオキシ基、炭素数４～２
０の置換または未置換のアリール基または炭素数４～２０の置換または未置換のアリール
オキシ基を表し、より好ましくは、水素原子、ハロゲン原子、シアノ基、ニトロ基、置換
または未置換のアミノ基、炭素数１～８の直鎖、分岐または環状のアルキルカルボニル基
、炭素数１～８の直鎖、分岐または環状のアルキル基、炭素数１～８の直鎖、分岐または
環状のアルコキシ基、炭素数７～１６の置換または未置換のアラルキル基、炭素数７～１
６の置換または未置換のアラルキルオキシ基、炭素数４～１６の置換または未置換のアリ
ール基または炭素数４～１６の置換または未置換のアリールオキシ基を表す。
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また、Ｙ１～Ｙ１０の隣合う基は、それぞれ隣接する基と共に環を形成していてもよい。
本発明の一般式（１）で表されるアントラセン化合物において、Ｙ１～Ｙ１０のうち少な
くとも一つは式（２）で表される基である
【００１６】
【化７】

【００１７】
〔式（２）中、Ｘは酸素原子、硫黄原子または－ＮＲ－を表し、Ｒ１～Ｒ５およびＲは水
素原子あるいは置換基を表す〕
好ましくは、一般式（１）のＹ９およびＹ１０の少なくとも一方が式（２）で表される基
であり、より好ましくは、一般式（１）のＹ９およびＹ１０の両方が式（２）で表される
基である。
Ｙ１～Ｙ１０のハロゲン原子としては、フッ素原子、塩素原子、臭素原子等を挙げること
ができる。
Ｙ１～Ｙ１０の置換または未置換のアミノ基としては、アミノ基、Ｎ－メチルアミノ基、
Ｎ－エチルアミノ基、Ｎ－ｎ－プロピルアミノ基、Ｎ－イソプロピルアミノ基、Ｎ－ｎ－
ブチルアミノ基、Ｎ－イソブチルアミノ基、Ｎ－sec-ブチルアミノ基、Ｎ－tert-ブチル
アミノ基、Ｎ－ｎ－ペンチルアミノ基、Ｎ－シクロペンチルアミノ基、Ｎ－ｎ－ヘキシル
アミノ基、Ｎ－シクロヘキシルアミノ基、Ｎ－ベンジルアミノ基、Ｎ－フェネチルアミノ
基、Ｎ－フェニルアミノ基、Ｎ－（１－ナフチル）アミノ基、Ｎ－（２－ナフチル）アミ
ノ基、Ｎ－（４－フェニルフェニル）アミノ基、Ｎ－（３－フェニルフェニル）アミノ基
、Ｎ－（２－フェニルフェニル）アミノ基、Ｎ－（４－メチルフェニル）アミノ基、Ｎ－
（２－メチルフェニル）アミノ基、Ｎ－（２－アントラニル）アミノ基、Ｎ－（９－アン
トラニル）アミノ基、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ基、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノ基、Ｎ，Ｎ－
ジ－ｎ－プロピルアミノ基、Ｎ，Ｎ－ジ－イソプロピルアミノ基、Ｎ，Ｎ－ジ－ｎ－ブチ
ルアミノ基、Ｎ，Ｎ－ジ－イソブチルアミノ基、Ｎ，Ｎ－ジ－sec-ブチルアミノ基、Ｎ，
Ｎ－ジ－ｎ－ペンチルアミノ基、Ｎ，Ｎ－ジシクロペンチルアミノ基、Ｎ，Ｎ－ジシクロ
ヘキシルアミノ基、Ｎ，Ｎ－ジベンジルアミノ基、Ｎ，Ｎ－ジフェネチルアミノ基、Ｎ－
メチル－Ｎ－エチルアミノ基、Ｎ－メチル－Ｎ－ｎ－プロピルアミノ基、Ｎ－メチル－Ｎ
－イソプロピルアミノ基、Ｎ－メチル－Ｎ－ｎ－ブチルアミノ基、Ｎ－メチル－Ｎ－tert
-ブチルアミノ基、Ｎ－メチル－Ｎ－シクロペンチルアミノ基、Ｎ－メチル－Ｎ－シクロ
ヘキシルアミノ基、Ｎ－メチル－Ｎ－ベンジルアミノ基、Ｎ－メチル－Ｎ－フェネチルア
ミノ基、Ｎ－エチル－Ｎ－tert-ブチルアミノ基、Ｎ－エチル－Ｎ－シクロヘキシルアミ
ノ基、Ｎ－エチル－Ｎ－ベンジルアミノ基、Ｎ－イソプロピル－Ｎ－シクロペンチルアミ
ノ基、Ｎ－イソプロピル－Ｎ－シクロヘキシルアミノ基、Ｎ－イソプロピル－Ｎ－ベンジ
ルアミノ基、Ｎ－tert-ブチルーＮ－シクロヘキシルアミノ基、Ｎ－tert-ブチル－Ｎ－ベ
ンジルアミノ基、Ｎ－シクロペンチル－Ｎ－ベンジルアミノ基、Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ
－ベンジルアミノ基、Ｎ，Ｎ－ジフェニルアミノ基、Ｎ，Ｎ－ジ（１－ナフチル）アミノ
基、Ｎ，Ｎ－ジ（２－ナフチル）アミノ基、Ｎ，Ｎ－ジ（４－フェニルフェニル）アミノ
基、Ｎ，Ｎ－（４－メチルフェニル）アミノ基、Ｎ，Ｎ－ジ（３－メチルフェニル）アミ
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ノ基、Ｎ－フェニル－Ｎ－（１－ナフチル）アミノ基、Ｎ－フェニル－Ｎ－（２－ナフチ
ル）アミノ基、Ｎ－フェニル－Ｎ－（４－フェニルフェニル）アミノ基、Ｎ－フェニル－
Ｎ－（４－メチルフェニル）アミノ基、Ｎ－（１－ナフチル）－Ｎ－（４’－フェニルフ
ェニル）アミノ基などの置換または未置換のアミノ基を挙げることができる。
Ｙ１～Ｙ１０のエステル基としては、メトキシカルボニル基、エトキシカルボニル基、ｎ
－プロピルオキシカルボニル基、イソプロピルオキシカルボニル基、ｎ－ブチルオキシカ
ルボニル基、イソブチルオキシカルボニル基、tert-ブチルオキシカルボニル基、ｎ－ペ
ンチルオキシカルボニル基、シクロペンチルオキシカルボニル基、シクロヘキシルオキシ
カルボニル基、ベンジルオキシカルボニル基、フェニルオキシカルボニル基、１－ナフチ
ルオキシカルボニル基、２－ナフチルオキシカルボニル基、
アセチルオキシ基、エチルカルボニルオキシ基、ｎ－プロピルカルボニルオキシ基、ｎ－
ブチルカルボニルオキシ基、tert-ブチルカルボニルオキシ基、シクロヘキシルカルボニ
ルオキシ基、ベンジルカルボニルオキシ基、フェニルカルボニルオキシ基、１－ナフチル
カルボニルオキシ基、２－ナフチルカルボニルオキシ基などのエステル基を挙げることが
できる。
Ｙ１～Ｙ１０の直鎖、分岐または環状のアルキルカルボニル基としては、メチルカルボニ
ル基、エチルカルボニル基、ｎ－プロピルカルボニル基、イソプロピルカルボニル基、ｎ
－ブチルカルボニル基、tert-ブチルカルボニル基、ｎ－ペンチルカルボニル基、シクロ
ペンチルカルボニル基、ｎ－ヘキシルカルボニル基、シクロヘキシルカルボニル基、ｎ－
ヘプチルカルボニル基、ｎ－オクチルカルボニル基、ｎ－ノニルカルボニル基、ｎ－デシ
ルカルボニル基などの直鎖、分岐または環状のアルキルカルボニル基を挙げることができ
る。
【００１８】
　Ｙ１～Ｙ１０の直鎖、分岐または環状のアルキル基の具体例としては、メチル基、エチ
ル基、ｎ－プロピル基、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、イソブチル基、sec-ブチル基、
tert－ブチル基、ｎ－ペンチル基、イソペンチル基、ネオペンチル基、tert－ペンチル基
、ｎ－ヘキシル基、１－メチルペンチル基、４－メチル－２－ペンチル基、２－エチルブ
チル基、ｎ－ヘプチル基、１－メチルヘキシル基、ｎ－オクチル基、１－メチルヘプチル
基、２－エチルヘキシル基、２－プロピルペンチル基、ｎ－ノニル基、２，２－ジメチル
ヘプチル基、２，６－ジメチル－４－ヘプチル基、３，５，５－トリメチルヘキシル基、
ｎ－デシル基、１－エチルオクチル基、ｎ－ウンデシル基、１－メチルデシル基、ｎ－ド
デシル基、ｎ－トリデシル基、１－ヘキシルヘプチル基、ｎ－テトラデシル基、ｎ－ペン
タデシル基、１－ヘプチルオクチル基、ｎ－ヘキサデシル基、ｎ－ヘプタデシル基、１－
オクチルノニル基、ｎ－オクタデシル基、１－ノニルデシル基、１－デシルウンデシル基
、ｎ－エイコシル基、ｎ－ドコシル基、ｎ－テトラコシル基、シクロヘキシルメチル基、
（１－イソプロピルシクロヘキシル）メチル基、２－シクロヘキシルエチル基、ボルネル
基、イソボルネル基、１－ノルボルニル基、２－ノルボルナンメチル基、１－ビシクロ〔
２．２．２〕オクチル基、１－アダマンチル基、３－ノルアダマンチル基、１－アダマン
チルメチル基、シクロブチル基、シクロペンチル基、１－メチルシクロペンチル基、シク
ロヘキシル基、４－メチルシクロヘキシル基、３－メチルシクロヘキシル基、２－メチル
シクロヘキシル基、２，３－ジメチルシクロヘキシル基、２，５－ジメチルシクロヘキシ
ル基、２，６－ジメチルシクロヘキシル基、３，４－ジメチルシクロヘキシル基、３，５
－ジメチルシクロヘキシル基、２，４，６－トリメチルシクロヘキシル基、３，３，５－
トリメチルシクロヘキシル基、２，６－ジイソプロピルシクロヘキシル基、４－tert－ブ
チルシクロヘキシル基、３－tert－ブチルシクロヘキシル基、４－フェニルシクロヘキシ
ル基、２－フェニルシクロヘキシル基、シクロヘプチル基、シクロオクチル基、シクロデ
シル基、シクロドデシル基、シクロテトラデシル基、
メトキシメチル基、エトキシメチル基、ｎ－ブトキシメチル基、ｎ－ヘキシルオキシメチ
ル基、（２－エチルブチルオキシ）メチル基、ｎ－オクチルオキシメチル基、ｎ－デシル
オキシメチル基、２－メトキシエチル基、２－エトキシエチル基、２－ｎ－プロピルオキ
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シエチル基、２－イソプロピルオキシエチル基、２－ｎ－ブチルオキシエチル基、２－ｎ
－ペンチルオキシエチル基、２－ｎ－ヘキシルオキシエチル基、２－（２’－エチルブチ
ルオキシ）エチル基、２－ｎ－ヘプチルオキシエチル基、２－ｎ－オクチルオキシエチル
基、２－（２’－エチルヘキシルオキシ）エチル基、２－ｎ－デシルオキシエチル基、２
－ｎ－ドデシルオキシエチル基、２－ｎ－テトラデシルオキシエチル基、２－シクロヘキ
シルオキシエチル基、２－メトキシプロピル基、３－メトキシプロピル基、３－エトキシ
プロピル基、３－ｎ－プロピルオキシプロピル基、３－イソプロピルオキシプロピル基、
３－（ｎ－ブチルオキシ）プロピル基、３－（ｎ－ペンチルオキシ）プロピル基、３－（
ｎ－ヘキシルオキシ）プロピル基、３－（２’－エチルブチルオキシ）プロピル基、３－
（ｎ－オクチルオキシ）プロピル基、３－（２’－エチルヘキシルオキシ）プロピル基、
３－（ｎ－デシルオキシ）プロピル基、３－（ｎ－ドデシルオキシ）プロピル基、３－（
ｎ－テトラデシルオキシ）プロピル基、３－シクロヘキシルオキシプロピル基、４－メト
キシブチル基、４－エトキシブチル基、４－ｎ－プロピルオキシブチル基、４－イソプロ
ピルオキシブチル基、４－ｎ－ブチルオキシブチル基、４－ｎ－ヘキシルオキシブチル基
、４－ｎ－オクチルオキシブチル基、４－ｎ－デシルオキシブチル基、４－ｎ－ドデシル
オキシブチル基、５－メトキシペンチル基、５－エトキシペンチル基、５－ｎ－プロピル
オキシペンチル基、６－エトキシヘキシル基、６－イソプロピルオキシヘキシル基、６－
ｎ－ブチルオキシヘキシル基、６－ｎ－ヘキシルオキシヘキシル基、６－ｎ－デシルオキ
シヘキシル基、４－メトキシシクロヘキシル基、７－エトキシヘプチル基、７－イソプロ
ピルオキシヘプチル基、８－メトキシオクチル基、１０－メトキシデシル基、１０－ｎ－
ブチルオキシデシル基、１２－エトキシドデシル基、１２－イソプロピルオキシドデシル
基、テトラヒドロフルフリル基、
２－（２’－メトキシエトキシ）エチル基、２－（２’－エトキシエトキシ）エチル基、
２－（２’－ｎ－ブチルオキシエトキシ）エチル基、３－（２’－エトキシエトキシ）プ
ロピル基、２－アリルオキシエチル基、２－（４’－ペンテニルオキシ）エチル基、３－
アリルオキシプロピル基、３－（２’－ヘキセニルオキシ）プロピル基、３－（２’－ヘ
プテニルオキシ）プロピル基、３－（１’－シクロヘキセニルオキシ）プロピル基、４－
アリルオキシブチル基、
ベンジルオキシメチル基、２－ベンジルオキシエチル基、２－フェネチルオキシエチル基
、２－（４’－メチルベンジルオキシ）エチル基、２－（２’－メチルベンジルオキシ）
エチル基、２－（４’－フルオロベンジルオキシ）エチル基、２－（４’－クロロベンジ
ルオキシ）エチル基、３－ベンジルオキシプロピル基、３－（４’－メトキシベンジルオ
キシ）プロピル基、４－ベンジルオキシブチル基、２－（ベンジルオキシメトキシ）エチ
ル基、２－（４’－メチルベンジルオキシメトキシ）エチル基、
フェニルオキシメチル基、４－メチルフェニルオキシメチル基、３－メチルフェニルオキ
シメチル基、２－メチルフェニルオキシメチル基、４－メトキシフェニルオキシメチル基
、４－フルオロフェニルオキシメチル基、４－クロロフェニルオキシメチル基、２－クロ
ロフェニルオキシメチル基、２－フェニルオキシエチル基、２－（４’－メチルフェニル
オキシ）エチル基、２－（４’－エチルフェニルオキシ）エチル基、２－（４’－メトキ
シフェニルオキシ）エチル基、２－（４’－クロロフェニルオキシ）エチル基、２－（４
’－ブロモフェニルオキシ）エチル基、２－（１’－ナフチルオキシ）エチル基、２－（
２’－ナフチルオキシ）エチル基、３－フェニルオキシプロピル基、３－（２’－ナフチ
ルオキシ）プロピル基、４－フェニルオキシブチル基、４－（２’－エチルフェニルオキ
シ）ブチル基、５－（４’－tert－ブチルフェニルオキシ）ペンチル基、６－（２’－ク
ロロフェニルオキシ）ヘキシル基、８－フェニルオキシオクチル基、１０－フェニルオキ
シデシル基、１０－（３’－クロロフェニルオキシ）デシル基、２－（２’－フェニルオ
キシエトキシ）エチル基、３－（２’－フェニルオキシエトキシ）プロピル基、４－（２
’－フェニルオキシエトキシ）ブチル基、
ｎ－ブチルチオメチル基、ｎ－ヘキシルチオメチル基、２－メチルチオエチル基、２－エ
チルチオエチル基、２－ｎ－ブチルチオエチル基、２－ｎ－ヘキシルチオエチル基、２－
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ｎ－オクチルチオエチル基、２－ｎ－デシルチオエチル基、３－メチルチオプロピル基、
３－エチルチオプロピル基、３－ｎ－ブチルチオプロピル基、４－エチルチオブチル基、
４－ｎ－プロピルチオブチル基、４－ｎ－ブチルチオブチル基、５－エチルチオペンチル
基、６－メチルチオヘキシル基、６－エチルチオヘキシル基、６－ｎ－ブチルチオヘキシ
ル基、８－メチルチオオクチル基、２－（２’－メトキシエチルチオ）エチル基、４－（
３’－エトキシプロピルチオ）ブチル基、２－（２’－エチルチオエチルチオ）エチル基
、２－アリルチオエチル基、２－ベンジルチオエチル基、３－（４’－メチルベンジルチ
オ）プロピル基、４－ベンジルチオブチル基、２－（２’－ベンジルオキシエチルチオ）
エチル基、３－（３’－ベンジルチオプロピルチオ）プロピル基、
２－フェニルチオエチル基、２－（４’－メトキシフェニルチオ）エチル基、２－（２’
－フェニルオキシエチルチオ）エチル基、３－（２’－フェニルチオエチルチオ）プロピ
ル基、
フルオロメチル基、３－フルオロプロピル基、６－フルオロヘキシル基、８－フルオロオ
クチル基、トリフルオロメチル基、１，１－ジヒドロ－パーフルオロエチル基、１，１－
ジヒドロ－パーフルオロ－ｎ－プロピル基、１，１，３－トリヒドロ－パーフルオロ－ｎ
－プロピル基、１，１－ジヒドロ－パーフルオロ－ｎ－ブチル基、１，１－ジヒドロ－パ
ーフルオロ－ｎ－ペンチル基、１，１－ジヒドロ－パーフルオロ－ｎ－ヘキシル基、６－
フルオロヘキシル基、４－フルオロシクロヘキシル基、１，１－ジヒドロ－パーフルオロ
－ｎ－オクチル基、１，１－ジヒドロ－パーフルオロ－ｎ－デシル基、１，１－ジヒドロ
－パーフルオロ－ｎ－ドデシル基、１，１－ジヒドロ－パーフルオロ－ｎ－テトラデシル
基、１，１－ジヒドロ－パーフルオロ－ｎ－ヘキサデシル基、パーフルオロ－ｎ－ヘキシ
ル基、ジクロロメチル基、２－クロロエチル基、３－クロロプロピル基、４－クロロシク
ロヘキシル基、７－クロロヘプチル基、８－クロロオクチル基、２，２，２－トリクロロ
エチル基、
【００１９】
２－ヒドロキシエチル基、２－ヒドロキシプロピル基、３－ヒドロキシプロピル基、３－
ヒドロキシブチル基、４－ヒドロキシブチル基、６－ヒドロキシヘキシル基、５－ヒドロ
キシヘプチル基、８－ヒドロキシオクチル基、１０－ヒドロキシデシル基、１２－ヒドロ
キシドデシル基、２－ヒドロキシシクロヘキシル基などの直鎖、分岐または環状のアルキ
ル基を挙げることができる。
Ｙ１～Ｙ１０の直鎖、分岐または環状のアルコキシ基の具体例としては、例えば、上記の
直鎖、分岐または環状のアルキル基から誘導される直鎖、分岐または環状のアルコキシ基
を挙げることができる。
Ｙ１～Ｙ１０の置換または未置換のアラルキル基の具体例としては、ベンジル基、α－メ
チルベンジル基、α－エチルベンジル基、フェネチル基、α－メチルフェネチル基、β－
メチルフェネチル基、α，α－ジメチルベンジル基、α，α－ジメチルフェネチル基、４
－メチルフェネチル基、４－メチルベンジル基、３－メチルベンジル基、２－メチルベン
ジル基、４－エチルベンジル基、２－エチルベンジル基、４－イソプロピルベンジル基、
４－tert－ブチルベンジル基、２－tert－ブチルベンジル基、４－tert－ペンチルベンジ
ル基、４－シクロヘキシルベンジル基、４－ｎ－オクチルベンジル基、４－tert－オクチ
ルベンジル基、４－アリルベンジル基、４－ベンジルベンジル基、４－フェネチルベンジ
ル基、４－フェニルベンジル基、４－（４’－メチルフェニル）ベンジル基、４－メトキ
シベンジル基、２－メトキシベンジル基、２－エトキシベンジル基、４－ｎ－ブトキシベ
ンジル基、４－ｎ－ヘプチルオキシベンジル基、
４－ｎ－デシルオキシベンジル基、４－ｎ－テトラデシルオキシベンジル基、４－ｎ－ヘ
プタデシルオキシベンジル基、
３，４－ジメトキシベンジル基、４－メトキシメチルベンジル基、４－イソブチルオキシ
メチルベンジル基、４－アリルオキシベンジル基、４－ビニルオキシメチルベンジル基、
４－ベンジルオキシベンジル基、４－フェネチルオキシベンジル基、４－フェニルオキシ
ベンジル基、３－フェニルオキシベンジル基、
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４－ヒドロキシベンジル基、３－ヒドロキシベンジル基、２－ヒドロキシベンジル基、４
－ヒドロキシ－３－メトキシベンジル基、４－フルオロベンジル基、２－フルオロベンジ
ル基、４－クロロベンジル基、３－クロロベンジル基、２－クロロベンジル基、３，４－
ジクロロベンジル基、２－フルフリル基、ジフェニルメチル基、１－ナフチルメチル基、
２－ナフチルメチル基などの置換または未置換のアラルキル基を挙げることができる。
【００２０】
　Ｙ１～Ｙ１０の置換または未置換のアラルキルオキシ基の具体例としては、例えば、上
記の置換または未置換のアラルキル基から誘導される置換または未置換のアラルキルオキ
シ基を挙げることができる。
Ｙ１～Ｙ１０の置換または未置換のアリール基の具体例としては、例えば、フェニル基、
１－ナフチル基、２－ナフチル基、２－アントラセニル基、９－アントラセニル基、フル
オレニル基、４－キノリル基、５－ピリジル基、４－ピリジル基、３－ピリジル基、２－
ピリジル基、２－ピリミジル基、４－ピリミジン基、５－ピリミジル基、２－ピリダジニ
ル基、２－ピラジニル基、３－フリル基、２－フリル基、３－チエニル基、２－チエニル
基、２－オキサゾリル基、２－チアゾリル基、２－ベンゾオキサゾリル基、２－ベンゾチ
アゾリル基、２－ベンゾイミダゾリル基、
４－メチルフェニル基、３－メチルフェニル基、２－メチルフェニル基、４－エチルフェ
ニル基、３－エチルフェニル基、２－エチルフェニル基、４－ｎ－プロピルフェニル基、
４－イソプロピルフェニル基、２－イソプロピルフェニル基、４－ｎ－ブチルフェニル基
、４－イソブチルフェニル基、４－sec －ブチルフェニル基、２－sec －ブチルフェニル
基、４－tert－ブチルフェニル基、３－tert－ブチルフェニル基、２－tert－ブチルフェ
ニル基、４－ｎ－ペンチルフェニル基、４－イソペンチルフェニル基、４－tert－ペンチ
ルフェニル基、４－ｎ－ヘキシルフェニル基、４－ｎ－ヘプチルフェニル基、４－ｎ－オ
クチルフェニル基、４－（２’－エチルヘキシル）フェニル基、４－tert－オクチルフェ
ニル基、４－ｎ－ノニルフェニル基、４－ｎ－デシルフェニル基、４－ｎ－ドデシルフェ
ニル基、４－ｎ－テトラデシルフェニル基、４－ｎ－ヘキサデシルフェニル基、４－ｎ－
オクタデシルフェニル基、４－シクロペンチルフェニル基、４－シクロヘキシルフェニル
基、４－（４’－tert－ブチルシクロヘキシル）フェニル基、４－（４’－メチルシクロ
ヘキシル）フェニル基、３－シクロヘキシルフェニル基、２－シクロヘキシルフェニル基
、４－エチル－１－ナフチル基、６－ｎ－ブチル－２－ナフチル基、
２，３－ジメチルフェニル基、２，４－ジメチルフェニル基、２，５－ジメチルフェニル
基、３，４－ジメチルフェニル基、３，５－ジメチルフェニル基、２，６－ジメチルフェ
ニル基、２，３，５－トリメチルフェニル基、３，４，５－トリメチルフェニル基、２，
４－ジエチルフェニル基、２，３，６－トリメチルフェニル基、２，４，６－トリメチル
フェニル基、２，６－ジエチルフェニル基、２，６－ジイソプロピルフェニル基、２，６
－ジイソブチルフェニル基、２，４－ジ－tert－ブチルフェニル基、２，５－ジ－tert－
ブチルフェニル基、３，５－ジ－tert－ブチルフェニル基、２，４－ジネオペンチルフェ
ニル基、２，５－ジ－tert－ペンチルフェニル基、４，６－ジ－tert－ブチル－２－メチ
ルフェニル基、５－tert－ブチル－２－メチルフェニル基、４－tert－ブチル－２，６－
ジメチルフェニル基、２，３，５，６－テトラメチルフェニル基、
５－インダニル基、１，２，３，４－テトラヒドロ－５－ナフチル基、１，２，３，４－
テトラヒドロ－６－ナフチル基、
４－メトキシフェニル基、３－メトキシフェニル基、２－メトキシフェニル基、４－エト
キシフェニル基、２－エトキシフェニル基、３－ｎ－プロピルオキシフェニル基、４－イ
ソプロピルオキシフェニル基、２－イソプロピルオキシフェニル基、４－ｎ－ブチルオキ
シフェニル基、４－イソブチルオキシフェニル基、２－イソブチルオキシフェニル基、２
－sec －ブチルオキシフェニル基、４－ｎ－ペンチルオキシフェニル基、４－イソペンチ
ルオキシフェニル基、２－イソペンチルオキシフェニル基、２－ネオペンチルオキシフェ
ニル基、４－ｎ－ヘキシルオキシフェニル基、２－（２’－エチルブチルオキシ）フェニ
ル基、４－ｎ－オクチルオキシフェニル基、４－ｎ－デシルオキシフェニル基、４－ｎ－
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ドデシルオキシフェニル基、４－ｎ－テトラデシルオキシフェニル基、４－ｎ－ヘキサデ
シルオキシフェニル基、４－ｎ－オクタデシルオキシフェニル基、４－シクロヘキシルオ
キシフェニル基、２－シクロヘキシルオキシフェニル基、
２－メトキシ－１－ナフチル基、４－メトキシ－１－ナフチル基、４－ｎ－ブチルオキシ
－１－ナフチル基、５－エトキシ－１－ナフチル基、６－エトキシ－２－ナフチル基、６
－ｎ－ブチルオキシ－２－ナフチル基、６－ｎ－ヘキシルオキシ－２－ナフチル基、７－
メトキシ－２－ナフチル基、７－ｎ－ブチルオキシ－２－ナフチル基、
２，３－ジメトキシフェニル基、２，４－ジメトキシフェニル基、２，５－ジメトキシフ
ェニル基、２，６－ジメトキシフェニル基、３，４－ジメトキシフェニル基、３，５－ジ
メトキシフェニル基、３，５－ジエトキシフェニル基、３，５－ジ－ｎ－ブチルオキシフ
ェニル基、２－メトキシ－４－メチルフェニル基、２－メトキシ－５－メチルフェニル基
、２－メチル－４－メトキシフェニル基、３－メチル－４－メトキシフェニル基、３－メ
チル－５－メトキシフェニル基、３－エチル－５－メトキシフェニル基、２－メトキシ－
４－エトキシフェニル基、２－メトキシ－６－エトキシフェニル基、３，４，５－トリメ
トキシフェニル基、
４－フルオロフェニル基、３－フルオロフェニル基、２－フルオロフェニル基、４－クロ
ロフェニル基、３－クロロフェニル基、２－クロロフェニル基、４－ブロモフェニル基、
２－ブロモフェニル基、４－クロロ－１－ナフチル基、４－クロロ－２－ナフチル基、６
－ブロモ－２－ナフチル基、２，３－ジフルオロフェニル基、２，４－ジフルオロフェニ
ル基、２，５－ジフルオロフェニル基、２，６－ジフルオロフェニル基、３，４－ジフル
オロフェニル基、３，５－ジフルオロフェニル基、２，３－ジクロロフェニル基、２，４
－ジクロロフェニル基、２，５－ジクロロフェニル基、２，６－ジクロロフェニル基、３
，４－ジクロロフェニル基、３，５－ジクロロフェニル基、２，５－ジブロモフェニル基
、２，４，６－トリクロロフェニル基、２，３，６－トリブロモフェニル基、３，４，５
－トリフルオロフェニル基、２，４－ジクロロ－１－ナフチル基、１，６－ジクロロ－２
－ナフチル基、
２－フルオロ－４－メチルフェニル基、２－フルオロ－５－メチルフェニル基、３－フル
オロ－２－メチルフェニル基、３－フルオロ－４－メチルフェニル基、４－フルオロ－２
－メチルフェニル基、５－フルオロ－２－メチルフェニル基、２－クロロ－４－メチルフ
ェニル基、２－クロロ－５－メチルフェニル基、２－クロロ－６－メチルフェニル基、３
－クロロ－２－メチルフェニル基、４－クロロ－２－メチルフェニル基、４－クロロ－３
－メチルフェニル基、２－クロロ－４，６－ジメチルフェニル基、２－フルオロ－４－メ
トキシフェニル基、２－フルオロ－６－メトキシフェニル基、３－フルオロ－４－エトキ
シフェニル基、５－クロロ－２－メトキシフェニル基、６－クロロ－３－メトキシフェニ
ル基、５－クロロ－２，４－ジメトキシフェニル基、２－クロロ－４－ニトロフェニル基
、４－クロロ－２－ニトロフェニル基、
４－トリフルオロメチルフェニル基、３－トリフルオロメチルフェニル基、２－トリフル
オロメチルフェニル基、３，５－ビス（トリフルオロメチル）フェニル基、４－トリフル
オロメチルオキシフェニル基、
４－アリルフェニル基、２－アリルフェニル基、２－イソプロペニルフェニル基、４－ベ
ンジルフェニル基、２－ベンジルフェニル基、４－（４’－メチルベンジル）フェニル基
、４－クミルフェニル基、４－（４’－メトキシクミル）フェニル基、
４－フェニルフェニル基、３－フェニルフェニル基、２－フェニルフェニル基、４－（４
’－メチルフェニル）フェニル基、４－（４’－エチルフェニル）フェニル基、４－（４
’－イソプロピルフェニル）フェニル基、４－（４’－tert－ブチルフェニル）フェニル
基、４－（４’－ｎ－ヘキシルフェニル）フェニル基、４－（４’－ｎ－オクチルフェニ
ル）フェニル基、
４－（４’－メトキシフェニル）フェニル基、４－（４’－エトキシフェニル）フェニル
基、４－（４’－ｎ－ブトキシフェニル）フェニル基、２－（２’－メトキシフェニル）
フェニル基、４－（４’－フルオロフェニル）フェニル基、４－（４’－クロロフェニル
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）フェニル基、３－メチル－４－フェニル基、２－メトキシ－５－フェニルフェニル基、
３－メトキシ－４－フェニルフェニル基、
４－メトキシメチルフェニル基、４－エトキシメチルフェニル基、４－ｎ－ブチルオキシ
メチルフェニル基、３－メトキシメチルフェニル基、４－（２’－メトキシエチル）フェ
ニル基、４－（２’－エトキシエチルオキシ）フェニル基、４－（２’－ｎ－ブチルオキ
シエチルオキシ）フェニル基、４－（３’－エトキシプロピルオキシ）フェニル基、４－
ビニルオキシフェニル基、４－アリルオキシフェニル基、３－アリルオキシフェニル基、
４－（４’－ペンテニルオキシ）フェニル基、４－アリルオキシ－１－ナフチル基、
４－アリルオキシメチルフェニル基、４－（２’－アリルオキシエチルオキシ）フェニル
基、
４－ベンジルオキシフェニル基、２－ベンジルオキシフェニル基、４－フェネチルオキシ
フェニル基、４－（４’－クロロベンジルオキシ）フェニル基、４－（４’－メチルベン
ジルオキシ）フェニル基、４－（４’－メトキシベンジルオキシ）フェニル基、４－（３
’－エトキシベンジルオキシ）フェニル基、４－ベンジルオキシ－１－ナフチル基、５－
（４’－メチルベンジルオキシ）－１－ナフチル基、６－ベンジルオキシ－２－ナフチル
基、６－（４’－メチルベンジルオキシ）－２－ナフチル基、７－ベンジルオキシ－２－
ナフチル基、４－（ベンジルオキシメチル）フェニル基、４－（２’－ベンジルオキシエ
チルオキシ）フェニル基、
４－フェニルオキシフェニル基、３－フェニルオキシフェニル基、２－フェニルオキシフ
ェニル基、４－（４’－メチルフェニルオキシ）フェニル基、４－（４’－メトキシフェ
ニルオキシ）フェニル基、４－（４’－クロロフェニルオキシ）フェニル基、４－フェニ
ルオキシ－１－ナフチル基、６－フェニルオキシ－２－ナフチル基、７－フェニルオキシ
－２－ナフチル基、４－フェニルオキシメチルフェニル基、４－（２’－フェニルオキシ
エトキシ）フェニル基、４－〔２’－（４’－メチルフェニルオキシ）エトキシ〕フェニ
ル基、４－〔２’－（４’－メトキシフェニルオキシ）エトキシ〕フェニル基、４－〔２
’－（４’－クロロフェニルオキシ）エトキシ〕フェニル基、
４－アセチルフェニル基、３－アセチルフェニル基、２－アセチルフェニル基、４－エチ
ルカルボニルフェニル基、２－エチルカルボニルフェニル基、４－ｎ－ブチルカルボニル
フェニル基、４－ｎ－ヘキシルカルボニルフェニル基、４－ｎ－オクチルカルボニルフェ
ニル基、４－シクロヘキシルカルボニルフェニル基、４－アセチル－１－ナフチル基、６
－アセチル－２－ナフチル基、６－ｎ－ブチルカルボニル－２－ナフチル基、４－アリル
カルボニルフェニル基、４－ベンジルカルボニルフェニル基、４－（４’－メチルベンジ
ル）カルボニルフェニル基、４－フェニルカルボニルフェニル基、４－（４’－メチルフ
ェニル）カルボニルフェニル基、４－（４’－クロロフェニル）カルボニルフェニル基、
４－フェニルカルボニル－１－ナフチル基、
４－メトキシカルボニルフェニル基、２－メトキシカルボニルフェニル基、４－エトキシ
カルボニルフェニル基、３－エトキシカルボニルフェニル基、４－ｎ－プロピルオキシカ
ルボニルフェニル基、４－ｎ－ブチルオキシカルボニルフェニル基、４－ｎ－ヘキシルオ
キシカルボニルフェニル基、４－ｎ－デシルオキシカルボニルフェニル基、４－シクロヘ
キシルオキシカルボニルフェニル基、４－エトキシカルボニル－１－ナフチル基、６－メ
トキシカルボニル－２－ナフチル基、６－ｎ－ブチルオキシカルボニル－２－ナフチル基
、４－アリルオキシカルボニルフェニル基、４－ベンジルオキシカルボニルフェニル基、
４－（４’－クロロベンジル）オキシカルボニルフェニル基、４－フェネチルオキシカル
ボニルフェニル基、６－ベンジルオキシカルボニル－２－ナフチル基、４－フェニルオキ
シカルボニルフェニル基、４－（４’－エチルフェニル）オキシカルボニルフェニル基、
４－（４’－クロロフェニル）オキシカルボニルフェニル基、４－（４’－エトキシフェ
ニル）オキシカルボニルフェニル基、６－フェニルオキシカルボニル－２－ナフチル基、
４－アセチルオキシフェニル基、３－アセチルオキシフェニル基、２－アセチルオキシフ
ェニル基、４－エチルカルボニルオキシフェニル基、２－エチルカルボニルオキシフェニ
ル基、４－ｎ－プロピルカルボニルオキシフェニル基、４－ｎ－ペンチルカルボニルオキ
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シフェニル基、４－ｎ－オクチルカルボニルオキシフェニル基、４－シクロヘキシルカル
ボニルオキシフェニル基、３－シクロヘキシルカルボニルオキシフェニル基、４－アセチ
ルオキシ－１－ナフチル基、４－ｎ－ブチルカルボニルオキシ－１－ナフチル基、５－ア
セチルオキシ－１－ナフチル基、６－エチルカルボニルオキシ－２－ナフチル基、７－ア
セチルオキシ－２－ナフチル基、４－アリルカルボニルオキシフェニル基、４－ベンジル
カルボニルオキシフェニル基、４－フェネチルカルボニルオキシフェニル基、６－ベンジ
ルカルボニルオキシ－２－ナフチル基、
４－フェニルカルボニルオキシフェニル基、４－（４’－メチルフェニル）カルボニルオ
キシフェニル基、４－（２’－メチルフェニル）カルボニルオキシフェニル基、４－（４
’－クロロフェニル）カルボニルオキシフェニル基、４－（２’－クロロフェニル）カル
ボニルオキシフェニル基、４－フェニルカルボニルオキシ－１－ナフチル基、６－フェニ
ルカルボニルオキシ－２－ナフチル基、７－フェニルカルボニルオキシ－２－ナフチル基
、
４－メチルチオフェニル基、２－メチルチオフェニル基、２－エチルチオフェニル基、３
－エチルチオフェニル基、４－ｎ－プロピルチオフェニル基、２－イソプロピルチオフェ
ニル基、４－ｎ－ブチルチオフェニル基、２－イソブチルチオフェニル基、２－ネオペン
チルフェニル基、４－ｎ－ヘキシルチオフェニル基、４－ｎ－オクチルチオフェニル基、
４－シクロヘキシルチオフェニル基、
４－ベンジルチオフェニル基、３－ベンジルチオフェニル基、２－ベンジルチオフェニル
基、４－（４’－クロロベンジルチオ）フェニル基、４－フェニルチオフェニル基、３－
フェニルチオフェニル基、２－フェニルチオフェニル基、４－（４’－メチルフェニルチ
オ）フェニル基、４－（３’－メチルフェニルチオ）フェニル基、４－（４’－メトキシ
フェニルチオ）フェニル基、４－（４’－クロロフェニルチオ）フェニル基、２－エチル
チオ－１－ナフチル基、４－メチルチオ－１－ナフチル基、６－エチルチオ－２－ナフチ
ル基、６－フェニルチオ－２－ナフチル基、
４－ニトロフェニル基、３－ニトロフェニル基、２－ニトロフェニル基、３，５－ジニト
ロフェニル基、４－ニトロ－１－ナフチル基、４－ホルミルフェニル基、３－ホルミルフ
ェニル基、２－ホルミルフェニル基、４－ホルミル－１－ナフチル基、１－ホルミル－２
－ナフチル基、
４－ピロリジノフェニル基、４－ピペリジノフェニル基、４－モルフォリノフェニル基、
４－（Ｎ－エチルピペラジノ）フェニル基、４－ピロリジノ－１－ナフチル基、
４－アミノフェニル基、３－アミノフェニル基、２－アミノフェニル基、
４－（Ｎ－メチルアミノ）フェニル基、３－（Ｎ－メチルアミノ）フェニル基、４－（Ｎ
－エチルアミノ）フェニル基、２－（Ｎ－イソプロピルアミノ）フェニル基、４－（Ｎ－
ｎ－ブチルアミノ）フェニル基、２－（Ｎ－ｎ－ブチルアミノ）フェニル基、４－（Ｎ－
ｎ－オクチルアミノ）フェニル基、４－（Ｎ－ｎ－ドデシルアミノ）フェニル基、４－（
Ｎ－ベンジルアミノ）フェニル基、４－（Ｎ－フェニルアミノ）フェニル基、２－（Ｎ－
フェニルアミノ）フェニル基、
４－（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）フェニル基、３－（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）フェニル
基、４－（Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノ）フェニル基、２－（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）フェ
ニル基、２－（Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノ）フェニル基、４－（Ｎ，Ｎ－ジ－ｎ－ブチルア
ミノ）フェニル基、４－（Ｎ，Ｎ－ジ－ｎ－ヘキシルアミノ）フェニル基、４－（Ｎ－シ
クロヘキシル－Ｎ－メチルアミノ）フェニル基、４－（Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノ）－１－
ナフチル基、４－（Ｎ－ベンジル－Ｎ－フェニルアミノ）フェニル基、４－（Ｎ，Ｎ－ジ
フェニルアミノ）フェニル基、４－〔Ｎ－フェニル－Ｎ－（４－メチルフェニル）アミノ
〕フェニル基、４－〔Ｎ，Ｎ－ジ（３’－メチルフェニル）アミノ〕フェニル基、４－〔
Ｎ，Ｎ－ジ（４’－メチルフェニル）アミノ〕フェニル基、４－〔Ｎ，Ｎ－ジ（４’－メ
トキシフェニル）アミノ〕フェニル基、２－（Ｎ，Ｎ－ジフェニルアミノ）フェニル基、
４－ヒドロキシフェニル基、３－ヒドロキシフェニル基、２－ヒドロキシフェニル基、４
－メチル－３－ヒドロキシフェニル基、６－メチル－３－ヒドロキシフェニル基、２－ヒ
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ドロキシ－１－ナフチル基、８－ヒドロキシ－１－ナフチル基、４－ヒドロキシ－１－ナ
フチル基、１－ヒドロキシ－２－ナフチル基、６－ヒドロキシ－２－ナフチル基、４－シ
アノフェニル基、２－シアノフェニル基、４－シアノ－１－ナフチル基、６－シアノ－２
－ナフチル基などの置換または未置換のアリール基を挙げることができる。
Ｙ１～Ｙ１０の置換または未置換のアリールオキシ基の具体例としては、例えば、上記の
アリール基から誘導される置換または未置換のアリールオキシ基を挙げることができる。
式（２）で表される基において、Ｘは酸素原子、硫黄原子又は－ＮＲ基を表し、好ましく
は、酸素原子または硫黄原子を表す。
式（２）で表される基において、Ｒ１～Ｒ５およびＲは水素原子または置換基を表し、好
ましくは、水素原子、ハロゲン原子、シアノ基、ニトロ基、置換または未置換のアミノ基
、エステル基、炭素数１～１０の直鎖、分岐または環状のアルキルカルボニル基、炭素数
１～１０の直鎖、分岐または環状のアルキル基、炭素数１～１０の直鎖、分岐または環状
のアルコキシ基、炭素数７～２０の置換または未置換のアラルキル基、炭素数７～２０の
置換または未置換のアラルキルオキシ基、炭素数４～２０の置換または未置換のアリール
基または炭素数４～２０の置換または未置換のアリールオキシ基を表し、より好ましくは
、水素原子、ハロゲン原子、シアノ基、ニトロ基、置換または未置換のアミノ基、炭素数
１～８の直鎖、分岐または環状のアルキルカルボニル基、炭素数１～８の直鎖、分岐また
は環状のアルキル基、炭素数１～８の直鎖、分岐または環状のアルコキシ基、炭素数７～
１６の置換または未置換のアラルキル基、炭素数７～１６の置換または未置換のアラルキ
ルオキシ基、炭素数４～１６の置換または未置換のアリール基または炭素数４～１６の置
換または未置換のアリールオキシ基を表す。
【００２１】
　Ｒ１～Ｒ５およびＲのハロゲン原子の具体例としては、Ｙ１～Ｙ１０のハロゲン原子の
具体例として挙げたハロゲン原子を挙げることができる。
Ｒ１～Ｒ５およびＲの置換または未置換のアミノ基の具体例としては、Ｙ１～Ｙ１０の置
換または未置換のアミノ基の具体例として挙げた置換または未置換のアミノ基を挙げるこ
とができる。
Ｒ１～Ｒ５およびＲのエステル基の具体例としては、Ｙ１～Ｙ１０のエステル基の具体例
として挙げたエステル基を挙げることができる。
Ｒ１～Ｒ５およびＲの直鎖、分岐または環状のアルキルカルボニル基の具体例としては、
Ｙ１～Ｙ１０の直鎖、分岐または環状のアルキルカルボニル基の具体例として挙げた直鎖
、分岐または環状のアルキルカルボニル基を挙げることができる。
Ｒ１～Ｒ５およびＲの直鎖、分岐または環状のアルキル基の具体例としては、Ｙ１～Ｙ１

０の直鎖、分岐または環状のアルキル基の具体例として挙げた直鎖、分岐または環状のア
ルキル基を挙げることができる。
Ｒ１～Ｒ５およびＲの直鎖、分岐または環状のアルコキシ基の具体例としては、Ｙ１～Ｙ

１０の直鎖、分岐または環状のアルキル基の具体例として挙げた直鎖、分岐または環状の
アルキル基から誘導される直鎖、分岐または環状のアルコキシ基を挙げることができる。
Ｒ１～Ｒ５およびＲの置換または未置換のアラルキル基の具体例としては、Ｙ１～Ｙ１０

の置換または未置換のアラルキル基の具体例として挙げた置換または未置換のアラルキル
基を挙げることができる。
Ｒ１～Ｒ５およびＲの置換または未置換のアラルキルオキシ基の具体例としては、Ｙ１～
Ｙ１０の置換または未置換のアラルキル基の具体例として挙げた置換または未置換のアラ
ルキル基から誘導される置換または未置換のアラルキルオキシ基を挙げることができる。
Ｒ１～Ｒ５およびＲの置換または未置換のアリール基の具体例としては、Ｙ１～Ｙ１０の
置換または未置換のアリール基の具体例として挙げた置換または未置換のアリール基を挙
げることができる。
Ｒ１～Ｒ５およびＲの置換または未置換のアリールオキシ基の具体例としては、Ｙ１～Ｙ

１０の置換または未置換のアリール基の具体例として挙げた置換または未置換のアリール
基から誘導される置換または未置換のアリールオキシ基を挙げることができる。
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下に示す化合物（化８～化４３）を挙げることができるが、本発明はこれらに限定される
ものではない。
【００２２】
【化８】

【００２３】
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【化９】

【００２４】
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【化１０】

【００２５】
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【化１１】

【００２６】
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【化１２】

【００２７】
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【化１３】

【００２８】
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【化１４】

【００２９】
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【化１５】

【００３０】
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【化１６】

【００３１】
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【化１７】

【００３２】
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【化１８】

【００３３】
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【化１９】

【００３４】
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【化２０】

【００３５】
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【化２１】

【００３６】
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【化２２】

【００３７】
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【化２３】

【００３８】
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【化２４】

【００３９】
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【化２５】

【００４０】
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【化２６】

【００４１】
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【化２７】

【００４２】
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【化２８】

【００４３】
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【化２９】

【００４４】
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【化３０】

【００４５】



(53) JP 4392206 B2 2009.12.24

10

20

30

40

【化３１】

【００４６】
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【化３２】

【００４７】
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【化３３】

【００４８】
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【化３４】

【００４９】
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【化３５】

【００５０】
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【化３６】

【００５１】
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【化３７】

【００５２】
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【化３８】

【００５３】
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【化３９】

【００５４】
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【化４０】

【００５５】



(63) JP 4392206 B2 2009.12.24

10

20

30

40

【化４１】

【００５６】
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【化４２】

【００５７】
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【化４３】

本発明の一般式（１）で表されるアントラセン化合物は、例えば、以下に示す工程により
製造することができる。
【００５８】
　一般式（１）において、Ｙ９およびＹ１０が式（２）で表される基であるアントラセン
化合物の製造（化４４）。
【００５９】
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【００６０】
〔式中、Ｙ１～Ｙ８、Ｒ１～Ｒ５およびＸは一般式（１）および一般式（２）と同様の意
味を表し、Ｌ１およびＬ２はハロゲン原子、アリールスルホニルオキシ基およびトリフル
オロメタンスルホニルオキシ基等の脱離基を表す〕
すなわち、一般式（Ａ）で表されるアントラセン誘導体と、２倍モルの一般式（Ｂ）で表
されるボロン酸誘導体をパラジウム触媒〔例えば、テトラキス（トリフェニルホスフィン
）パラジウム、酢酸パラジウム／トリ－tert-ブチルホスフィン〕および塩基（例えば、
トリエチルアミン、ピリジン等の有機塩基、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム等の無機塩基
）の存在下に反応させることにより一般式（１）において、Ｙ９およびＹ１０が式（２）
で表される基であるアントラセン化合物（１－Ａ）を製造することができる。
【００６１】
　一般式（１）において、Ｙ９が式（２）で表される基であり、Ｙ１０が式（２）で表さ
れる基以外の置換または未置換のアリール基であるアントラセン化合物の製造（化４５）
。
【００６２】
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【化４５】

【００６３】
〔式中、Ｙ１～Ｙ８、Ｙ１０、Ｒ１～Ｒ５およびＸは一般式（１）と同様の意味を表し、
Ｙ１０は置換または未置換のアリール基を表し、Ｌ１およびＬ２はハロゲン原子等の脱離
基を表す〕
すなわち、一般式（Ｃ）で表されるアントラセン化合物と一般式（Ｄ）で表されるアリー
ルボロン酸誘導体をパラジウム触媒〔例えば、テトラキス（トリフェニルホスフィン）パ
ラジウム、酢酸パラジウム／トリ-tert-ブチルホスフィン〕および塩基（例えば、トリエ
チルアミン、ピリジン等の有機塩基、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム等の無機塩基）の存
在下に反応させることにより、一般式（Ｅ）で表される化合物を製造し、さらに、ハロゲ
ン化剤（例えば、Ｎ－ブロモスクシンイミド、Ｎ－ヨードスクシンイミド）によりハロゲ
ン化を行い一般式（Ｆ）で表されるアントラセン誘導体を製造し、一般式（Ｆ）で表され
るアントラセン誘導体と、一般式（Ｂ）で表されるボロン酸誘導体をパラジウム触媒およ
び塩基の存在下に反応させることにより、一般式（１）において、Ｙ９が式（２）で表さ
れる基であり、Ｙ１０が式（２）で表される基以外の置換または未置換のアリール基であ
るアントラセン化合物（１－Ｂ）を製造することができる。
【００６４】
　一般式（１）において、Ｙ１０が式（２）で表される基であり、Ｙ９が置換または未置
換のアミノ基、直鎖、分岐または環状のアルコキシ基、あるいは、置換または未置換のア
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リールオキシ基であるアントラセン化合物の製造（化４６）。
【００６５】
【化４６】

【００６６】
〔式中、Ｙ１～Ｙ８、Ｙ９、Ｒ１～Ｒ５およびＸは一般式（１）と同様の意味を表し、Ｙ

９は置換または未置換のアミノ基、直鎖、分岐または環状のアルコキシ基、あるいは、置
換または未置換のアリールオキシ基を表し、Ｌ１はハロゲン原子等の脱離基を表す〕
すなわち、一般式（Ｃ）で表されるアントラセン誘導体と一般式（Ｂ）で表されるボロン
酸誘導体とを、パラジウム触媒〔例えば、テトラキス（トリフェニルホスフィン）パラジ
ウム、酢酸パラジウム／トリ－tert-ブチルホスフィン〕および塩基（例えば、トリエチ
ルアミン、ピリジン等の有機塩基、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム等の無機塩基）の存在
下に反応させ、一般式（Ｇ）で表されるアントラセン誘導体を製造し、その後、ハロゲン
化剤（例えば、Ｎ－ブロモスクシンイミド、Ｎ－ヨードスクシンイミド）によりハロゲン
化を行い一般式（Ｈ）で表されるアントラセン誘導体を製造した後、一般式（Ｉ）で表さ
れる化合物（式中、Ｙ９は置換または未置換のアミノ基、直鎖、分岐または環状のアルキ
ル基、あるいは、置換または未置換のアリールオキシ基を表す）を作用させることにより
一般式（１）において、Ｙ１０が式（２）で表される基であり、Ｙ９が置換または未置換
のアミノ基、直鎖、分岐または環状のアルキル基、あるいは、置換または未置換のアリー
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ルオキシ基であるアントラセン化合物（１－Ｂ’）を製造することができる。
尚、一般式（Ｈ）で表されるアントラセン誘導体と一般式（Ｉ）で表される化合物との反
応は、［１］一般式（Ｈ）で表されるアントラセン誘導体と、一般式（Ｉ）で表される化
合物とを銅触媒（例えば、銅粉末、塩化銅、臭化銅）の存在下、所望により極性溶媒（例
えば、ｏ－ジクロロベンゼン、スルホラン）を溶媒として反応させる方法、［２］一般式
（Ｈ）で表されるアントラセン誘導体と、一般式（Ｉ）で表される化合物とを、パラジウ
ム触媒〔例えば、酢酸パラジウム／トリ-tert-ブチルホスフィン、酢酸パラジウム／トリ
フェニルホスフィン、トリス（ジベンジリデンアセトン）ジパラジウム／トリ－tert－ブ
チルホスフィン〕および塩基（例えば、ナトリウム-tert-ブトキシド、カリウム-tert-ブ
トキシド、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム）の存在下に反応させる方法により実施するこ
とができる。
【００６７】
　次に本発明の有機電界発光素子について説明する。本発明の有機電界発光素子は、一対
の電極間に、一般式（１）で表されるアントラセン化合物を少なくとも１種含有する層を
少なくとも一層挟持してなるものである。有機電界発光素子は、通常一対の電極間に少な
くとも１種の発光成分を含有する発光層を少なくとも一層挟持してなるものである。発光
層に使用する化合物の正孔注入および正孔輸送、電子注入および電子輸送の各機能レベル
を考慮し、所望に応じて、正孔注入成分を含有する正孔注入輸送層および／または電子注
入輸送成分を含有する電子注入輸送層を設けることもできる。
例えば、発光層に使用する化合物の正孔注入機能、正孔輸送機能および／または電子注入
機能、電子輸送機能が良好な場合には、発光層が正孔注入輸送層および／または電子注入
輸送層を兼ねた型の素子構成として一層型の素子構成とすることができる。また、発光層
が正孔注入機能および／または正孔輸送機能に乏しい場合には発光層の陽極側に正孔注入
輸送層を設けた二層型の素子構成、発光層が電子注入機能および／または電子輸送機能に
乏しい場合には発光層の陰極側に電子注入輸送層を設けた二層型の素子構成とすることが
できる。さらには発光層を正孔注入輸送層と電子注入輸送層で挟み込んだ構成の三層型の
素子構成とすることも可能である。
また、正孔注入輸送層、電子注入輸送層および発光層のそれぞれの層は、一層構造であっ
ても多層構造であってもよく、正孔注入輸送層および電子注入輸送層は、それぞれの層に
おいて、注入機能を有する層と輸送機能を有する層を別々に設けて構成することもできる
。
本発明の有機電界発光素子において、一般式（１）で表されるアントラセン化合物は、正
孔注入輸送層および／または発光層の構成成分として使用することが好ましく、発光層の
構成成分として使用することがより好ましい。
本発明の有機電界発光素子において、一般式（１）で表されるアントラセン化合物は、単
独で使用してもよく、また複数併用してもよい。
【００６８】
　本発明の有機電界発光素子の構成としては、特に限定されるものではないが、例えば、
（ＥＬ－１）陽極／正孔注入輸送層／発光層／電子注入輸送層／陰極型素子（図１）、（
ＥＬ－２）陽極／正孔注入輸送層／発光層／陰極型素子（図２）、（ＥＬ－３）陽極／発
光層／電子注入輸送層／陰極型素子（図３）、（ＥＬ－４）陽極／発光層／陰極型素子（
図４）、などを挙げることができる。さらには、発光層を電子注入輸送層で挟み込んだ形
の（ＥＬ－５）陽極／正孔注入輸送層／電子注入輸送層／発光層／電子注入輸送層／陰極
型素子（図５）とすることもできる。また、（ＥＬ－４）の型の素子構成としては、発光
層として発光成分を一層形態で一対の電極間に挟持させた型の素子、（ＥＬ－６）発光層
として正孔注入輸送成分、発光成分および電子注入成分を混合させた一層形態で一対の電
極間に挟持させた型の素子（図６）、（ＥＬ－７）発光層として正孔注入輸送成分および
発光成分を混合させた一層形態で一対の電極間に挟持させた型の素子（図７）、（ＥＬ－
８）発光層として発光成分および電子注入成分を混合させた一層形態で一対の電極間に挟
持させた型の素子（図８）のいずれであってもよい。
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【００６９】
　本発明の有機電界発光素子は、これらの素子構成に限定されるものではなく、それぞれ
の型の素子において、正孔注入輸送層、発光層、電子注入輸送層を複数設けることも可能
である。また、それぞれの型の素子において、正孔注入輸送層を発光層との間に、正孔注
入輸送成分と発光成分の混合層および／または発光層と電子注入輸送層との間に、発光成
分と電子注入輸送成分の混合層を設けることもできる。
【００７０】
　好ましい有機電界発光素子の構成は、（ＥＬ－１）型素子、（ＥＬ－２）型素子、（Ｅ
Ｌ－５）型素子、（ＥＬ－６）型素子または（ＥＬ－７）型素子であり、より好ましくは
、（ＥＬ－１）型素子、（ＥＬ－２）型素子または（ＥＬ－７）型素子である。
【００７１】
　以下、本発明の有機電界発光素子の構成要素に関し、詳細に説明する。なお、例として
（図１）に示す（ＥＬ－１）陽極／正孔注入輸送層／発光層／電子注入輸送層／陰極型素
子を取り上げて説明する。
【００７２】
　（図１）において、１は基板、２は陽極、３は正孔注入輸送層、４は発光層、５は電子
注入輸送層、６は陰極、７は電源を示す。
本発明の有機電界発光素子は基板１に支持されていることが好ましく、基板としては、特
に限定されるものではないが、透明ないし半透明である基板が好ましく、材質としては、
ソーダライムガラス、ボロシリケートガラス等のガラスおよびポリエステル、ポリカーボ
ネート、ポリスルホン、ポリエーテルスルホン、ポリアクリレート、ポリメチルメタクリ
レート、ポリプロピレン、ポリエチレン等の透明性高分子が挙げられる。また、半透明プ
ラスチックシート、石英、透明セラミックスあるいはこれらを組み合わせた複合シートか
らなる基板を使用することもできる。さらに、基板に、例えば、カラーフィルター膜、色
変換膜、誘電体反射膜を組み合わせて、発光色をコントロールすることもできる。
陽極２としては、仕事関数の比較的大きい金属、合金または導電性化合物を電極材料とし
て使用することが好ましい。陽極に使用する電極材料としては、例えば、金、白金、銀、
銅、コバルト、ニッケル、パラジウム、バナジウム、タングステン、酸化インジウム（Ｉ
ｎ２Ｏ３）、酸化錫（ＳｎＯ２）、酸化亜鉛、ＩＴＯ（インジウム・チン・オキサイド：
Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）、ポリチオフェン、ポリピロールなどを挙げること
ができる。これらの電極材料は単独で使用してもよく、あるいは複数併用してもよい。
陽極は、これらの電極材料を、例えば、蒸着法、スパッタリング法等の方法により、基板
の上に形成することができる。
また、陽極は一層構造であってもよく、あるいは多層構造であってもよい。陽極のシート
電気抵抗は、好ましくは、数百Ω／□以下、より好ましくは、５～５０Ω／□程度に設定
する。
陽極の厚みは使用する電極材料の材質にもよるが、一般に、５～１０００ｎｍ程度、より
好ましくは、１０～５００ｎｍ程度に設定する。
正孔注入輸送層３は、陽極からの正孔（ホール）の注入を容易にする機能、および注入さ
れた正孔を輸送する機能を有する化合物を含有する層である。
正孔注入輸送層は、一般式（１）で表されるアントラセン化合物、または他の正孔注入輸
送機能を有する化合物（例えば、フタロシアニン誘導体、トリアリールアミン誘導体、ト
リアリールメタン誘導体、オキサゾール誘導体、ヒドラゾン誘導体、スチルベン誘導体、
ピラゾリン誘導体、ポリシラン誘導体、ポリフェニレンビニレンおよびその誘導体、ポリ
チオフェンおよびその誘導体、ポリ－Ｎ－ビニルカルバゾールなど）を少なくとも1種使
用して形成することができる。
正孔注入輸送機能を有する化合物は、単独で使用してもよく、または複数併用してもよい
。
【００７３】
　本発明の有機電界発光素子は、好ましくは、正孔注入輸送層に一般式（１）で表される
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アントラセン化合物を含有する。本発明の有機電界発光素子において使用することができ
る本発明の一般式（１）で表されるアントラセン化合物以外の正孔注入輸送機能を有する
化合物としては、トリアリールアミン誘導体（例えば、４，４’－ビス〔Ｎ－フェニル－
Ｎ－（４”－メチルフェニル）アミノ〕ビフェニル、４，４’－ビス〔Ｎ－フェニル－Ｎ
－（３”－メチルフェニル）アミノ〕ビフェニル、４，４’－ビス〔Ｎ－フェニル－Ｎ－
（３”－メトキシフェニル）アミノ〕ビフェニル、４，４’－ビス〔Ｎ－フェニル－Ｎ－
（１”－ナフチル）アミノ〕ビフェニル、３，３’－ジメチル－４，４’－ビス〔Ｎ－フ
ェニル－Ｎ－（３”－メチルフェニル）アミノ〕ビフェニル、１，１－ビス〔４’－［Ｎ
，Ｎ－ジ（４”－メチルフェニル）アミノ］フェニル〕シクロヘキサン、９，１０－ビス
〔Ｎ－（４’－メチルフェニル）－Ｎ－（４”－ｎ－ブチルフェニル）アミノ〕フェナン
トレン、３，８－ビス（Ｎ，Ｎ－ジフェニルアミノ）－６－フェニルフェナントリジン、
４－メチル－Ｎ，Ｎ－ビス〔４”、４”’－ビス［Ｎ’，Ｎ’－ジ（４－メチルフェニル
）アミノ］ビフェニル－４－イル〕アニリン、Ｎ，Ｎ’－ビス〔４－（ジフェニルアミノ
）フェニル〕－Ｎ，Ｎ’－ジフェニル－１，３－ジアミノベンゼン、Ｎ，Ｎ’－ビス〔４
－（ジフェニルアミノ）フェニル〕－Ｎ，Ｎ’－ジフェニル－１，４－ジアミノベンゼン
、５，５”－ビス〔４－（ビス［４－メチルフェニル］アミノ〕フェニル－２，２’：５
’，２”－ターチオフェン、１，３，５－トリス（ジフェニルアミノ）ベンゼン、４，４
’，４”－トリス（Ｎ－カルバゾリイル）トリフェニルアミン、４，４’，４”－トリス
〔Ｎ，Ｎ－ビス（４”’－tert－ブチルビフェニル－４””－イル）アミノ〕トリフェニ
ルアミン、１，３，５－トリス〔Ｎ－（４’－ジフェニルアミノ〕ベンゼンなど、ポリチ
オフェンおよびその誘導体、ポリ－Ｎ－ビニルカルバゾールおよびその誘導体がより好ま
しい。
【００７４】
　一般式（１）で表されるアントラセン化合物と他の正孔注入機能を有する化合物を併用
する場合、正孔注入輸送層中に占める一般式（１）で表されるアントラセン化合物の含有
量は、好ましくは、０．１重量％以上、より好ましくは、０．５～９９．９重量％、さら
に好ましくは３～９７重量％である。
発光層４は、正孔および電子の注入機能、それらの輸送機能、正孔と電子の再結合により
励起子を生成させる機能を有する化合物を含有する層である。
発光層は、一般式（１）で表されるアントラセン化合物をホスト材料として、一般式（１
）で表されるアントラセン化合物以外の発光機能を有する化合物を少なくとも１種ゲスト
材料として使用して形成することができ、また、一般式（１）で表されるアントラセン化
合物以外の発光機能を有する化合物を少なくとも１種ホスト材料として、一般式（１）で
表されるアントラセン化合物をゲスト材料として使用して形成することもできる。
一般式（１）で表されるアントラセン化合物以外の発光機能を有する化合物（ゲスト材料
・ホスト材料）としては、例えば、アクリドン誘導体、キナクリドン誘導体、ジケトピロ
ロピロール誘導体、多環芳香族化合物〔例えば、ルブレン、アントラセン、テトラセン、
ピレン、ペリレン、クリセン、デカサイクレン、コロネン、テトラフェニルシクロペンタ
ジエン、ペンタフェニルシクロペンタジエン、９，１０－ジフェニルアントラセン、９，
１０－ビス（フェニルエチニル）アントラセン、１，４－ビス（９’－エチニルアントセ
ニル）ベンゼン、４，４’－ビス（９”－エチニルアントラセニル）ビフェニル、ジベン
ゾ［f,f］ジインデノ［1,2,3-cd：1',2',3'-lm］ペリレン誘導体〕、トリアリールアミン
誘導体（例えば、正孔注入輸送機能を有する化合物として前述した化合物を挙げることが
できる）、有機金属錯体〔例えば、トリス（８－キノリノラート）アルミニウム、ビス（
１０－ベンゾ［ｈ］キノリノラート）ベリリウム、２－（２’－ヒドロキシフェニル）ベ
ンゾチアゾールの亜鉛塩、４－ヒドロキシアクリジンの亜鉛塩、３－ヒドロキシフラボン
の亜鉛塩、５－ヒドロキシフラボンのベリリウム塩、５－ヒドロキシフラボンのアルミニ
ウム塩〕、スチルベン誘導体〔例えば、１，１，４，４－テトラフェニル－１，３－ブタ
ジエン、４，４’－ビス（２，２－ジフェニルビニル）ビフェニル、４，４’－ビス［（
１，１，２－トリフェニル）エテニル］ビフェニル〕、クマリン誘導体（例えば、クマリ
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ン１、クマリン６、クマリン７、クマリン３０、クマリン１０６、クマリン１３８、クマ
リン１５１、クマリン１５２、クマリン１５３、クマリン３０７、クマリン３１１、クマ
リン３１４、クマリン３３４、クマリン３３８、クマリン３４３、クマリン５００）、ピ
ラン誘導体（例えば、ＤＣＭ１、ＤＣＭ２）、オキサゾン誘導体（例えば、ナイルレッド
）、ベンゾチアゾール誘導体、ベンゾオキサゾール誘導体、ベンゾイミダゾール誘導体、
ピラジン誘導体、ケイ皮酸エステル誘導体、ポリ－Ｎ－ビニルカルバゾールおよびその誘
導体、ポリチオフェンおよびその誘導体、ポリフェニレンおよびその誘導体、ポリフルオ
レンおよびその誘導体、ポリフェニレンビニレンおよびその誘導体、ポリビフェニレンビ
ニレンおよびその誘導体、ポリターフェニレンビニレンおよびその誘導体、ポリナフチレ
ンビニレンおよびその誘導体、ポリチエニレンビニレンおよびその誘導体等を挙げること
ができる。一般式（１）で表されるアントラセン化合物以外の発光機能を有する化合物（
ゲスト材料・ホスト材料）としては、アクリドン誘導体、キナクリドン誘導体、多環芳香
族化合物、トリアリールアミン誘導体、有機金属錯体およびスチルベン誘導体が好ましく
、多環芳香族化合物、有機金属錯体がより好ましい。
本発明の有機電界発光素子は、好ましくは、発光層に一般式（１）で表されるアントラセ
ン化合物をホスト材料として含有する。
一般式（１）で表されるアントラセン化合物をホスト材料として、他の発光機能を有する
化合物（ゲスト材料）と併用する場合、発光層中に占める一般式（１）で表されるアント
ラセン化合物の含有率は、好ましくは、９９．９～８０重量％であり、より好ましくは、
９９～９０重量％である。
ホスト材料は、単独で使用してもよく、複数併用してもよい。
また、ゲスト材料は単独で使用してもよく、複数併用してもよい。
ホスト材料を複数併用する場合、本発明の一般式（１）で表されるアントラセン化合物の
ホスト材料全体に占める割合は、好ましくは、９９～１０重量％であり、より好ましくは
９０～２０重量％である。
電子注入輸送層５は、陰極からの電子の注入を容易にする機能および／または注入された
電子を輸送する機能を有する化合物を含有する層である。
電子注入輸送層に使用される電子注入機能を有する化合物としては、例えば、有機金属錯
体、オキサジアゾール誘導体、トリアゾール誘導体、トリアジン誘導体、ペリレン誘導体
、キノリン誘導体、キノキサリン誘導体、ジフェニルキノン誘導体、ニトロ置換フルオレ
ノン誘導体、チオピランジオキサイド誘導体などを挙げることができる。また、有機金属
錯体としては、例えば、トリス（８－キノリノラート）アルミニウム等の有機アルミニウ
ム錯体、ビス（１０－ベンゾ［ｈ］キノリノラート）ベリリウム等の有機ベリリウム錯体
、５－ヒドロキシフラボンのベリリウム塩、５－ヒドロキシフラボンのアルミニウム塩等
を挙げることができる。好ましくは、有機アルミニウム錯体であり、より好ましくは、置
換または未置換の８－キノリノラート配位子を有する有機アルミニウム錯体である。　置
換または未置換の８－キノリラート配位子を有する有機アルミニウム錯体としては、例え
ば、一般式（ａ）～一般式（ｃ）で表される化合物を挙げることができる。
【００７５】
　　　（Ｑ）３－Ａｌ　　　　（ａ）
（式中、Ｑは置換または未置換の８－キノリノラート配位子を表す）
　　　（Ｑ）２－Ａｌ－Ｏ－Ｌ’　　　（ｂ）
（式中、Ｑは置換または未置換の８－キノリノラート配位子を表し、Ｏ－Ｌ’はフェノラ
ート配位子を表し、Ｌ’はフェニル基を有する炭素数６～２４の炭化水素基を表す）
　　　（Ｑ）２－Ａｌ－Ｏ－Ａｌ－（Ｑ）２　　　　（ｃ）
（式中、Ｑは置換または未置換の８－キノリノラート配位子を表す）
置換または未置換の８－キノリノラート配位子を有する有機アルミニウム錯体の具体例と
しては、例えば、トリス（８－キノリノラート）アルミニウム、トリス（４－メチル－８
－キノリノラート）アルミニウム、トリス（５－メチル－８－キノリノラート）アルミニ
ウム、トリス（３，４－ジメチル－８－キノリノラート）アルミニウム、トリス（４，５
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－ジメチル－８－キノリノラート）アルミニウム、トリス（４，６－ジメチル－８－キノ
リノラート）アルミニウム、
ビス（２－メチル－８－キノリノラート）（フェノラート）アルミニウム、ビス（２－メ
チル－８－キノリノラート）（２－メチルフェノラート）アルミニウム、ビス（２－メチ
ル－８－キノリノラート）（３－メチルフェノラート）アルミニウム、ビス（２－メチル
－８－キノリノラート）（４－メチルフェノラート）アルミニウム、ビス（２－メチル－
８－キノリノラート）（２－フェニルフェノラート）アルミニウム、ビス（２－メチル－
８－キノリノラート）（３－フェニルフェノラート）アルミニウム、ビス（２－メチル－
８－キノリノラート）（４－フェニルフェノラート）アルミニウム、ビス（２－メチル－
８－キノリノラート）（２，３－ジメチルフェノラート）アルミニウム、ビス（２－メチ
ル－８－キノリノラート）（２，６－ジメチルフェノラート）アルミニウム、ビス（２－
メチル－８－キノリノラート）（３，４－ジメチルフェノラート）アルミニウム、ビス（
２－メチル－８－キノリノラート）（３，５－ジメチルフェノラート）アルミニウム、ビ
ス（２－メチル－８－キノリノラート）（３，５－ジ-tert－ブチルフェノラート）アル
ミニウム、ビス（２－メチル－８－キノリノラート）（２，６－ジフェニルフェノラート
）アルミニウム、ビス（２－メチル－８－キノリノラート）（２，４，６－トリフェニル
フェノラート）アルミニウム、ビス（２－メチル－８－キノリノラート）（２，４，６－
トリメチルフェノラート）アルミニウム、ビス（２－メチル－８－キノリノラート）（２
，４，５，６－テトラメチルフェノラート）アルミニウム、ビス（２－メチル－８－キノ
リノラート）（１－ナフトラート）アルミニウム、ビス（２－メチル－８－キノリノラー
ト）（２－ナフトラート）アルミニウム、ビス（２，４－ジメチル－８－キノリノラート
）（２－フェニルフェノラート）アルミニウム、ビス（２，４－ジメチル－８－キノリノ
ラート）（３－フェニルフェノラート）アルミニウム、ビス（２，４－ジメチル－８－キ
ノリノラート）（４－フェニルフェノラート）アルミニウム、ビス（２，４－ジメチル－
８－キノリノラート）（３，５－ジメチルフェノラート）アルミニウム、ビス（２，４－
ジメチル－８－キノリノラート）（３，５－ジ-tert－ブチルフェノラート）アルミニウ
ム、
ビス（２－メチル－８－キノリノラート）アルミニウム－μ－オキソ－ビス（２－メチル
－８－キノリノラート）アルミニウム、ビス（２，４－ジメチル－８－キノリノラート）
アルミニウム－μ－オキソ－ビス（２，４－ジメチル－８－キノリノラート）アルミニウ
ム、ビス（２－メチル－４－エチル－８－キノリノラート）アルミニウム－μ－オキソ－
ビス（２－メチル－４－エチル－８－キノリノラート）アルミニウム、ビス（２－メチル
－４－メトキシ－８－キノリノラート）アルミニウム－μ－オキソ－ビス（２－メチル－
４－メトキシ－８－キノリノラート）アルミニウム、ビス（２－メチル－５－シアノ－８
－キノリノラート）アルミニウム－μ－オキソ－ビス（２－メチル－５－シアノ－８－キ
ノリノラート）アルミニウム、ビス（２－メチル－５－トリフルオロメチル－８－キノリ
ノラート）アルミニウム－μ－オキソ－ビス（２－メチル－５－トリフルオロメチル－８
－キノリノラート）アルミニウムを挙げることができる。
電子注入機能を有する化合物は単独で使用してもよく、また複数併用してもよい。
陰極６としては、比較的仕事関数の小さい金属、合金または導電性化合物を電極材料とし
て使用することが好ましい。陰極に使用する電極材料としては、例えば、リチウム、リチ
ウム－インジウム合金、ナトリウム、ナトリウム－カリウム合金、カルシウム、マグネシ
ウム、マグネシウム－銀合金、マグネシム－インジウム合金、インジウム、ルテニウム、
チタニウム、マンガン、イットリウム、アルミニウム、アルミニウム－リチウム合金、ア
ルミニウム－カルシウム合金、アルミニウム－マグネシウム合金、グラファイト薄を挙げ
ることができる。これらの電極材料は単独で使用してもよく、また複数併用してもよい。
【００７６】
　陰極はこれらの電極材料を、例えば、蒸着法、スパッタリング法、イオン蒸着法、イオ
ンプレーティング法、クラスターイオンビーム法により電子注入輸送層の上に形成するこ
とができる。
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また、陰極は一層構造であってもよく、多層構造であってもよい。陰極のシート電気抵抗
は数百Ω／□以下とするのが好ましい。陰極の厚みは、使用する電極材料にもよるが、通
常５～１０００ｎｍ、好ましくは、１０～５００ｎｍとする。本発明の有機電界発光素子
の発光を高率よく取り出すために、陽極または陰極の少なくとも一方の電極は、透明ない
し半透明であることが好ましく、一般に、発光光の透過率が７０％以上となるように陽極
または陰極の材料、厚みを設定することが好ましい。
また、本発明の有機電界発光素子は、正孔注入輸送層、発光層および電子注入輸送層の少
なくとも一層中に、一重項酸素クエンチャーを含有していてもよい。一重項酸素クエンチ
ャーとしては、特に限定されるものではないが、例えば、ルブレン、ニッケル錯体、ジフ
ェニルイソベンゾフランが挙げられ、好ましくは、ルブレンである。
【００７７】
　一重項酸素クエンチャーが含有されている層としては、特に限定されるものではないが
、好ましくは、発光層または正孔注入輸送層であり、より好ましくは、正孔注入輸送層で
ある。尚、正孔注入輸送層に一重項酸素クエンチャーを含有させる場合、正孔注入輸送層
中に均一に含有させてもよく、正孔注入輸送層と隣接する層（例えば、発光層、発光機能
を有する電子注入輸送層）の近傍に含有させてもよい。
一重項酸素クエンチャーの含有量としては、含有される層（例えば、正孔注入輸送層）を
構成する全体量の０．０１～５０重量％、好ましくは、０．０５～３０重量％、より好ま
しくは、０．１～２０重量％である。
正孔注入輸送層、発光層、電子注入輸送層の形成方法に関しては、特に限定されるもので
はなく、例えば、真空蒸着法、イオン化蒸着法、溶液塗布法（例えば、スピンコート法、
キャスト法、デイップコート法、バーコート法、ロールコート法、ラングミュア・ブロジ
ェット法、インクジェット法）を使用することができる。真空蒸着法により正孔注入輸送
層、発光層、電子注入輸送層等の各層を形成する場合、真空蒸着の条件は。、特に限定さ
れるものではないが、通常、１０－５Ｔｏｒｒ程度以下の真空下で、５０～５００℃程度
のボート温度（蒸着源温度）、－５０～３００℃程度の基板温度で、０．００５～５０ｎ
ｍ／sec程度の蒸着速度で実施することが好ましい。この場合、正孔注入輸送層、発光層
、電子注入輸送層等の各層は、真空下で、連続して形成することが好ましい。連続で形成
することにより諸特性に優れた有機電界発光素子を製造することが可能となる。真空蒸着
法により、正孔注入輸送層、発光層、電子注入輸送層等の各層を、複数の化合物を使用し
て形成する場合、化合物を入れた各ボートを個別に温度制御して、共蒸着することが好ま
しい。
溶液塗布法により各層を形成する場合、各層を形成する成分あるいはその成分とバインダ
ー樹脂等とを、溶媒に溶解または分散させて塗布液とする。溶媒としては、例えば、有機
溶媒（ヘキサン、オクタン、デカン、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、１－メチル
ナフタレン等の炭化水素系溶媒、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケト
ン、シクロヘキサノン等のケトン系溶媒、ジクロロメタン、クロロホルム、テトラクロロ
メタン、ジクロロエタン、トリクロロエタン、テトラクロロエタン、クロロベンゼン、ジ
クロロベンゼン、クロロトルエン等のハロゲン化炭化水素系溶媒、酢酸エチル、酢酸ブチ
ル、酢酸アミル、乳酸エチル等のエステル系溶媒、メタノール、プロパノール、ブタノー
ル、ペンタノール、ヘキサノール、シクロヘキサノール、メチルセロソルブ、エチルセロ
ソルブ、エチレングリコール等のアルコール系溶媒、ジブチルエーテル、テトラヒドロフ
ラン、ジオキサン、ジメトキシエタン、アニソール等のエーテル系溶媒、Ｎ，Ｎ－ジメチ
ルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド、１－メチル－２－ピロリドン、１，３
－ジメチル－２－イミダゾリジノン、ジメチルスルホキシド等の極性溶媒）、水を挙げる
ことができる。溶媒は単独で使用してもよく、また複数併用してもよい。正孔注入輸送層
、発光層、電子注入輸送層の各層の成分を溶媒に分散させる場合には、分散方法として、
例えば、ボールミル、サンドミル、ペイントシェーカー、アトライター、ホモジナイザー
等を使用して微粒子状に分散する方法を使用することができる。
また、正孔注入輸送層、発光層、電子注入輸送層等の各層に使用しうるバインダー樹脂と
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しては、ポリ－Ｎ－ビニルカルバゾール、ポリアリーレート、ポリスチレン、ポリエステ
ル、ポリシロキサン、ポリメチルメタクリレート、ポリメチルアクリレート、ポリエーテ
ル、ポリカーボネート、ポリアミド、ポリイミド、ポリアミドイミド、ポリパラキシレン
、ポリエチレン、ポリフェニレンオキサイド、ポリエーテルスルホン、ポリアニリンおよ
びその誘導体、ポリチオフェンおよびその誘導体、ポリフェニレンビニレンおよびその誘
導体、ポリフルオレンおよびその誘導体、ポリチエニレンビニレンおよびその誘導体など
の高分子化合物を挙げることができる。バインダー樹脂は単独で使用してもよく、また、
複数併用してもよい。塗布液の濃度は、特に限定されるものではないが、実施する塗布法
により所望の厚みを作製するに適した濃度範囲に設定することができ、通常、０．１～５
０重量％、好ましくは、１～３０重量％に設定する。バインダー樹脂を使用する場合、そ
の使用量は特に限定されるものではないが、通常、正孔注入輸送層、発光層、電子注入輸
送層等の各層を形成する成分とバインダー樹脂の総量に対してバインダー樹脂の含有率が
（一層型の素子を形成する場合には各成分の総量に対して）、５～９９．９重量％、好ま
しくは、１０～９９重量％となるように使用する。
正孔注入輸送層、発光層、電子注入輸送層等の各層の膜圧は、特に限定されるものではな
いが、通常、５ｎｍ～５μｍとする。
また、上記の条件で作製した本発明の有機電界発光素子は、酸素や水分等との接触を防止
する目的で、保護層（封止層）を設けたり、また、素子を不活性物質中（例えば、パラフ
ィン、流動パラフィン、シリコンオイル、フルオロカーボン油、ゼオライト含有フルオロ
カーボン油）に封入して保護することができる。保護層に使用する材料としては、例えば
、有機高分子材料（例えば、フッ素樹脂、エポキシ樹脂、シリコーン樹脂、エポキシシリ
コーン樹脂、ポリスチレン、ポリエステル、ポリカーボネート、ポリアミド、ポリイミド
、ポリアミドイミド、ポリパラキシレン、ポリエチレン、ポリフェニレンオキサイド）、
無機材料（例えば、ダイアモンド薄膜、アモルファスシリカ、電気絶縁性ガラス、金属酸
化物、金属窒化物、金属炭化物、金属硫化物）、さらには、光硬化性樹脂を挙げることが
できる。保護層に使用する材料は単独で使用してもよく、また複数併用してもよい。保護
層は一層構造であってもよく、また多層構造であってもよい。
また、本発明の有機電界発光素子は、電極に保護膜として金属酸化物膜（例えば、酸化ア
ルミニウム膜）、金属フッ化膜を設けることもできる。
本発明の有機電界発光素子は、陽極の表面に界面層（中間層）を設けることもできる。界
面層の材質としては、有機リン化合物、ポリシラン、芳香族アミン誘導体、フタロシアニ
ン誘導体等を挙げることができる。
さらに、電極、例えば、陽極はその表面を、酸、アンモニア／過酸化水素、あるいはプラ
ズマで処理して使用することもできる。
【００７８】
　本発明の有機電界発光素子は、通常、直流駆動型の素子として使用することができるが
、交流駆動型の素子としても使用することができる。また、本発明の有機電界発光素子は
、セグメント型、単純マトリック駆動型等のパッシブ駆動型であってもよく、ＴＦＴ（薄
膜トランジスタ）型、ＭＩＭ（メタル－インスレーター－メタル）型等のアクティブ駆動
型であってもよい。駆動電圧は通常、２～３０Ｖである。本発明の有機電界発光素子は、
パネル型光源（例えば、時計、液晶パネル等のバックライト）、各種の発光素子（例えば
、ＬＥＤ等の発光素子の代替）、各種の表示素子〔例えば、情報表示素子（パソコンモニ
ター、携帯電話・携帯端末用表示素子）〕、各種の標識、各種のセンサーなどに使用する
ことができる。
【００７９】
　以下、実施例を挙げて本発明をさらに詳細に説明するが、本発明は、以下の実施例に限
定されるものではない。
【実施例１】
【００８０】
例示化合物１の製造



(76) JP 4392206 B2 2009.12.24

10

20

30

40

50

ベンゾフラン－２－ボロン酸３．５６ｇ（２２ｍｍｏｌ）、９－ブロモアントラセン５．
６５ｇ（２２ｍｍｏｌ）、炭酸ナトリウム４．６６ｇ、トルエン２４ｇおよび水２４ｇよ
りなる混合物にアルゴン気流下、テトラキス（トリフェニルホスフィン）パラジウム１７
０ｍｇを添加し、８０℃に加熱し、同温度で６時間加熱攪拌した。反応混合物を室温に冷
却し、トルエン相を分液し、さらに水洗し、トルエン相からトルエンを減圧下に留去した
。残渣をシリカゲルカラムクロマトグラフィーにより精製し、さらにトルエンから２回再
結晶し、目的とする例示化合物１の化合物を無色の結晶として２．８ｇを得た。さらにこ
の化合物を３４０℃、２×１０－４Ｐａで昇華精製した。
【実施例２】
【００８１】
　例示化合物２の製造
実施例１において、９－ブロモアントラセン５．６５ｇ（２２ｍｍｏｌ）を使用する代わ
りに、１０－ブロモ－９－フェニルアントラセン７．３３ｇ（２２ｍｍｏｌ）を使用した
以外は、実施例１に記載の操作に従い、例示化合物２の化合物を無色の結晶として３．１
ｇ得た。さらにこの化合物を３８０℃、２×１０－４Ｐａで昇華精製した。
【実施例３】
【００８２】
　例示化合物５の製造
実施例１において、９－ブロモアントラセン５．６５ｇ（２２ｍｍｏｌ）を使用する代わ
りに、１０－ブロモ－９－（９’－フェナントリル）アントラセン９．５３ｇ（２２ｍｍ
ｏｌ）を使用した以外は、実施例１に記載の操作に従い、例示化合物５の化合物を無色の
結晶として３．８ｇ得た。さらにこの化合物を４２０℃、３×１０－４Ｐａで昇華精製し
た。
【実施例４】
【００８３】
　例示化合物６の製造
実施例１において、ベンゾフラン－２－ボロン酸３．５６ｇ（２２ｍｍｏｌ）および９－
ブロモアントラセン５．６５ｇ（２２ｍｍｏｌ）を使用する代わりに、３－フェニルベン
ゾフラン－２－ボロン酸５．２４ｇ（２２ｍｍｏｌ）および１０－ブロモ－９－フェニル
アントラセン７．３３ｇ（２２ｍｍｏｌ）を使用した以外は、実施例１に記載の操作に従
い、例示化合物６の化合物を無色の結晶として３．４ｇ得た。さらにこの化合物を４１０
℃、２×１０－４Ｐａで昇華精製した。
【実施例５】
【００８４】
　例示化合物５６の製造
ベンゾフラン－２－ボロン酸７．１２ｇ（４４ｍｍｏｌ）、９，１０－ジブロモアントラ
セン７．３９ｇ（２２ｍｍｏｌ）、炭酸ナトリウム９．３２ｇ、トルエン３０ｇおよび水
２４ｇよりなる混合物にアルゴン気流下、テトラキス（トリフェニルホスフィン）パラジ
ウム３４０ｍｇを添加し、８０℃に加熱し、同温度で６時間加熱攪拌した。反応混合物を
室温に冷却し、トルエン相を分液し、さらに水洗し、トルエン相よりトルエンを減圧下に
留去した。残渣をシリカゲルカラムクロマトグラフィーにより精製し、さらにトルエンか
ら２回再結晶し、目的とする例示化合物５６の化合物を無色の結晶として４．１ｇを得た
。さらにこの化合物を４００℃、２×１０－４Ｐａで昇華精製した。
【実施例６】
【００８５】
　例示化合物５７の製造
実施例５において、ベンゾフラン－２－ボロン酸７．１２ｇ（４４ｍｍｏｌ）を使用する
代わりに、３－メチルベンゾフラン－２－ボロン酸７．７４ｇ（４４ｍｍｏｌ）を使用し
た以外は、実施例５に記載の操作に従い、例示化合物５７の化合物を無色の結晶として３
．７ｇ得た。さらにこの化合物を４１０℃、２×１０－４Ｐａで昇華精製した。
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【実施例７】
【００８６】
　例示化合物５８の製造
実施例５において、ベンゾフラン－２－ボロン酸７．１２ｇ（４４ｍｍｏｌ）を使用する
代わりに、３－フェニルベンゾフラン－２－ボロン酸１０．４７ｇ（４４ｍｍｏｌ）を使
用した以外は、実施例５に記載の操作に従い、例示化合物５８の化合物を無色の結晶とし
て３．５ｇ得た。さらにこの化合物を４３０℃、２×１０－４Ｐａで昇華精製した。
【実施例８】
【００８７】
　例示化合物８２の製造
　実施例１において、ベンゾフラン－２－ボロン酸３．５６ｇ（２２ｍｍｏｌ）および９
－ブロモアントラセン５．６５ｇ（２２ｍｍｏｌ）を使用する代わりに、ベンゾチオフェ
ン－２－ボロン酸３．９２ｇ（２２ｍｍｏｌ） および１０－ブロモ－９－フェニルアン
トラセン７．３３ｇ（２２ｍｍｏｌ） を使用した以外は、実施例１ に記載の操作に従い
、例示化合物８２の化合物を無色の結晶として３．１ｇ得た。さらにこの化合物を４１０
℃、２×１０－４Ｐａで昇華精製した。
【実施例９】
【００８８】
　例示化合物８５の製造
　実施例１において、ベンゾフラン－２－ボロン酸３．５６ｇ（２２ｍｍｏｌ）および９
－ブロモアントラセン５．６５ｇ（２２ｍｍｏｌ） を使用する代わりに、ベンゾチオフ
ェン－２－ボロン酸３．９２ｇ（２２ｍｍｏｌ）および１０－ブロモ－９－（９’－フェ
ナントリル）アントラセン９．５３ｇ（２２ｍｍｏｌ）を使用した以外は、実施例１ に
記載の操作に従い、例示化合物８５の化合物を無色の結晶として３．７ｇ得た。さらにこ
の化合物を５１０℃、２×１０－４Ｐａで昇華精製した。
【実施例１０】
【００８９】
　例示化合物１２６の製造
実施例５において、ベンゾフラン－２－ボロン酸７．１２ｇ（４４ｍｍｏｌ）を使用する
代わりに、ベンゾチオフェン－２－ボロン酸７．８３ｇ（４４ｍｍｏｌ）を使用した以外
は、実施例５に記載の操作に従い、例示化合物１２６の化合物を無色の結晶として４．２
ｇ得た。さらにこの化合物を４３０℃、２×１０－４Ｐａで昇華精製した。
【実施例１１】
【００９０】
　例示化合物１２８の製造
実施例５において、ベンゾフラン－２－ボロン酸７．１２ｇ（４４ｍｍｏｌ）を使用する
代わりに、３－フェニルベンゾチオフェン－２－ボロン酸１１．１８ｇ（４４ｍｍｏｌ）
を使用した以外は、実施例５に記載の操作に従い、例示化合物１２８の化合物を無色の結
晶として４．８ｇ得た。さらにこの化合物を４６０℃、２×１０－４Ｐａで昇華精製した
。
【実施例１２】
【００９１】
　例示化合物１３７の製造
実施例１において、ベンゾフラン－２－ボロン酸３．５６ｇ（２２ｍｍｏｌ）および９－
ブロモアントラセン５．６５ｇ（２２ｍｍｏｌ）を使用する代わりに、Ｎ－フェニルイン
ドール－２－ボロン酸５．２１ｇ（２２ｍｍｏｌ）および１０－ブロモ－９－フェニルア
ントラセン７．３３ｇ（２２ｍｍｏｌ）を使用した以外は、実施例１に記載の操作に従い
、例示化合物１３７の化合物を無色の結晶として３．６ｇ得た。さらにこの化合物を４３
０℃、２×１０－４Ｐａで昇華精製した。
【実施例１３】
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【００９２】
　例示化合物１４２の製造
実施例１において、ベンゾフラン－２－ボロン酸３．５６ｇ（２２ｍｍｏｌ）および９－
ブロモアントラセン５．６５ｇ（２２ｍｍｏｌ）を使用する代わりに、Ｎ－エチル－３－
フェニルインドール－２－ボロン酸５．８３ｇ（２２ｍｍｏｌ）および１０－ブロモ－９
－フェニルアントラセン７．３３ｇ（２２ｍｍｏｌ）を使用した以外は、実施例１に記載
の操作に従い、例示化合物１４２の化合物を無色の結晶として３．２ｇ得た。さらにこの
化合物を４４０℃、２×１０－４Ｐａで昇華精製した。
【実施例１４】
【００９３】
　例示化合物１７１の製造
　実施例５において、ベンゾフラン－２－ボロン酸７．１２ｇ（４４ｍｍｏｌ）を使用す
る代わりに、Ｎ－メチルインドール－２－ボロン酸７．７ｇ（４４ｍｍｏｌ）を使用した
以外は、実施例５に記載の操作に従い、例示化合物１７１の化合物を無色の結晶として３
．８ｇ得た。さらにこの化合物を４１０℃、２×１０－４Ｐａで昇華精製した。
 
【実施例１５】
【００９４】
　有機電界発光素子の作製
厚さ２００ｎｍのＩＴＯ透明電極（陽極）を有するガラス基板を、中性洗剤、セミコクリ
ーン（フルウチ化学製）、超純水、アセトン、エタノールを用いて超音波洗浄した。この
基板を窒素ガスを用いて乾燥し、さらにＵＶ／オゾン洗浄した後、蒸着装置の基板ホルダ
ーに固定し、蒸着槽を３×１０－６Torrに減圧した。先ず、ＩＴＯ透明電極上に、４，４
’－ビス（Ｎ－フェニル－Ｎ－１”－ナフチルアミノ）－１，１’－ビフェニルを蒸着速
度０．２ｎｍ／ｓｅｃで７５ｎｍの厚さに蒸着し、正孔注入輸送層を形成した。次に、正
孔注入輸送層の上に発光層として、例示化合物２の化合物および４，４’－ビス〔２”－
（４”’－Ｎ，Ｎ－ジフェニルアミノフェニル）ビニル〕ビフェニルをそれぞれ蒸着速度
２．０ｎｍ／ｓｅｃ、０．０２～０．１ｎｍ／ｓｅｃで４０ｎｍの厚さに蒸着し発光層を
形成した、さらに、発光層の上にトリス（８－キノリノラート）アルミニウムを蒸着速度
０．２ｎｍ／ｓｅｃで１５ｎｍの厚さに蒸着し、電子注入輸送層を形成した。さらに、そ
の上に、陰極としてマグネシウムと銀を蒸着速度０．２ｎｍ／ｓｅｃで２００ｎｍの厚さ
に共蒸着（重量比１０：１）して陰極とし、有機電界発光素子を作製した。尚、蒸着は、
蒸着槽の減圧状態を保ったまま実施した。作製した有機電界発光素子に直流電圧を印加し
、室温、乾燥雰囲気下、１０ｍＡ／ｃｍ２の定電流密度で連続駆動させた。初期には、電
圧値は５．１Ｖであり、輝度９２０ｃｄ／ｍ２の青色の発光が確認された。輝度の半減期
は２０００時間であった。
【実施例１６】
【００９５】
実施例１５において、発光層の形成に際して、例示化合物２の化合物を使用する代わりに
、例示例示化合物５の化合物を使用した以外は、実施例１５に記載の操作に従い、有機電
界発光素子を作成した。さらに実施例１５と同様に該素子に直流電圧を印加し、該素子の
特性を測定し、結果を第１表（表１）に示した。
【実施例１７】
【００９６】
実施例１５において、発光層の形成に際して、例示化合物２の化合物を使用する代わりに
、例示化合物６の化合物を使用した以外は、実施例１５に記載の操作に従い、有機電界発
光素子を作成した。さらに、実施例１５と同様に該素子に直流電圧を印加し、該素子の特
性を測定し、結果を第１表（表１）に示した。
【実施例１８】
【００９７】
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実施例１５において、発光層の形成に際して、例示化合物２の化合物を使用する代わりに
、例示化合物５６の化合物を使用した以外は、実施例１５に記載の操作に従い、有機電界
発光素子を作成した。さらに、実施例１５と同様に該素子に直流電圧を印加し、該素子の
特性を測定し、結果を第１表（表１）に示した。
【実施例１９】
【００９８】
実施例１５において、発光層の形成に際して、例示化合物２の化合物を使用する代わりに
、例示化合物
５７の化合物を使用した以外は、実施例１５に記載の操作に従い、有機電界発光素子を作
成した。さらに、実施例１５と同様に該素子に直流電圧を印加し、該素子の特性を測定し
、結果を第１表（表１）に示した。
【実施例２０】
【００９９】
実施例１５において、発光層の形成に際して、例示化合物２の化合物を使用する代わりに
、例示化合物５８の化合物を使用した以外は、実施例１５に記載の操作に従い、有機電界
発光素子を作成した。さらに、実施例１５と同様に該素子に直流電圧を印加し、該素子の
特性を測定し、結果を第１表（表１）に示した。
【実施例２１】
【０１００】
実施例１５において、発光層の形成に際して、例示化合物２の化合物を使用する代わりに
、例示化合物８５の化合物を使用した以外は、実施例１５に記載の操作に従い、有機電界
発光素子を作成した。さらに、実施例１５と同様に該素子に直流電圧を印加し、該素子の
特性を測定し、結果を第１表（表１）に示した。
【実施例２２】
【０１０１】
実施例１５において、発光層の形成に際して、例示化合物２の化合物を使用する代わりに
、例示化合物１２８の化合物を使用した以外は、実施例１５に記載の操作に従い、有機電
界発光素子を作成した。さらに、実施例１５と同様に該素子に直流電圧を印加し、該素子
の特性を測定し、結果を第１表（表１）に示した。
【実施例２３】
【０１０２】
実施例１５において、発光層の形成に際して、例示化合物２の化合物を使用する代わりに
、例示化合物１４２の化合物を使用した以外は、実施例１５に記載の操作に従い、有機電
界発光素子を作成した。さらに、実施例１５と同様に該素子に直流電圧を印加し、該素子
の特性を測定し、結果を第１表（表１）に示した。
【０１０３】
　比較例１：
実施例１５において、発光層の形成に際して、例示化合物２の化合物を使用する代わりに
、４，４’－ビス（２”，２”－ジフェニルビニル）ビフェニルを使用した以外は実施例
１５に記載の操作に従い、有機電界発光素子を作製した。素子からは青色の発光が確認さ
れた。さらにその特性を調べ、結果を第１表（表１）に示した。
比較例２：
実施例１５において、発光層の形成に際して、例示化合物２の化合物を使用する代わりに
、９，１０－ジフェニルアントラセンを使用した以外は実施例１５に記載の操作に従い、
有機電界発光素子を作製した。素子からは青色の発光が確認された。さらにその特性を調
べ、結果を第１表（表１）に示した。
比較例３：
  実施例１５において、発光層の形成に際して、例示化合物２の化合物を使用する代わり
に、９，１０－ビス（３’，５’－ジフェニルフェニル）アントラセンを使用した以外は
、実施例１５に記載の操作に従い、有機電界発光素子を作成した。素子からは青緑色の発
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光が確認された。さらにその特性を調べ、結果を第１表（表１）に示した。
【０１０４】
【表１】

【実施例２４】
【０１０５】
　有機電界発光素子の作製
厚さ２００ｎｍのＩＴＯ透明電極（陽極）を有するガラス基板を、中性洗剤、セミコクリ
ーン（フルウチ化学製）、超純水、アセトン、エタノールを用いて超音波洗浄した。この
基板を窒素ガスを用いて乾燥し、さらにＵＶ／オゾン洗浄した後、蒸着装置の基板ホルダ
ーに固定し、蒸着槽を３×１０－６Torrに減圧した。
先ず、ＩＴＯ透明電極上に、ポリ（チオフェン－２，５－ジイル）を蒸着速度０．１ｎｍ
／secで、２０ｎｍの厚さに蒸着し、第１正孔注入輸送層を形成した。次いで、４，４’
－ビス〔Ｎ－フェニル－Ｎ－（１’－ナフチル）アミノ〕－１，１’－ビフェニルを蒸着
速度０．２ｎｍ／ｓｅｃで５５ｎｍの厚さに蒸着し、第２正孔注入輸送層を形成した。次
に、正孔注入輸送層の上に４，４’－ビス（２”，２”－ジフェニルビニル）－１，１’
－ビフェニルと例示化合物８２の化合物をそれぞれ蒸着速度０．２ｎｍ／ｓｅｃと０．０
２ｎｍ／ｓｅｃで４０ｎｍの厚さに蒸着し、発光層を形成した、さらに、発光層の上にト
リス（８－キノリノラート）アルミニウムを蒸着速度０．２ｎｍ／ｓｅｃで５０ｎｍの厚
さに蒸着し、電子注入輸送層を形成した。さらに、その上に、陰極としてマグネシウムと
銀を蒸着速度０．２ｎｍ／ｓｅｃで２００ｎｍの厚さに共蒸着（重量比１０：１）して陰
極とし、有機電界発光素子を作製した。尚、蒸着は、蒸着槽の減圧状態を保ったまま実施
した。作製した有機電界発光素子に直流電圧を印加し、乾燥雰囲気下、１０ｍＡ／ｃｍ２

の定電流密度で連続駆動させた。初期には、５．６Ｖ、輝度９６０ｃｄ／ｍ２の緑色の発
光が確認された。輝度の半減期は２６００時間であった。
【実施例２５】
【０１０６】
　有機電界発光素子の作製
厚さ２００ｎｍのＩＴＯ透明電極（陽極）を有するガラス基板を、中性洗剤、セミコクリ
ーン（フルウチ化学製）、超純水、アセトン、エタノールを用いて超音波洗浄した。この
基板を窒素ガスを用いて乾燥し、さらにＵＶ／オゾン洗浄した後、蒸着装置の基板ホルダ



(81) JP 4392206 B2 2009.12.24

10

20

30

40

50

ーに固定し、蒸着槽を３×１０－６Torrに減圧した。先ず、ＩＴＯ透明電極上に、４，４
’，４”－トリス〔Ｎ－（３”－メチルフェニル）－Ｎ－フェニルアミノ〕トリフェニル
アミンを蒸着速度０．１ｎｍ／ｓｅｃで、５０ｎｍの厚さに蒸着し、第１正孔注入輸送層
を形成した。次いで、４，４’－ビス〔Ｎ－フェニル－Ｎ－（１－ナフチル）アミノ〕、
蒸着速度０．２ｎｍ／ｓｅｃで２０ｎｍの厚さに蒸着し、、第２正孔注入輸送層を形成し
た。さらに、その上に例示化合物５８で表される化合物を０．１ｎｍ／ｓｅｃで４０ｎｍ
の厚さに蒸着して発光層を形成した。次いで、その上にトリス（８－キノリノラート）ア
ルミニウムを蒸着速度０．２ｎｍ／ｓｅｃで５０ｎｍの厚さに蒸着し、電子注入輸送層を
形成した。さらに、その上に、陰極としてマグネシウムと銀を蒸着速度０．２ｎｍ／ｓｅ
ｃで２００ｎｍの厚さに共蒸着（重量比１０：１）して陰極とし、有機電界発光素子を作
製した。作製した有機電界発光素子に直流電圧を印加し、乾燥雰囲気下、１０ｍＡ／ｃｍ
２の定電流密度で連続駆動させた。初期には、５．５Ｖ、輝度９２０ｃｄ／ｍ２の青色の
発光が確認された。輝度の半減期は２４００時間であった。
【実施例２６】
【０１０７】
　有機電界発光素子の作製
厚さ２００ｎｍのＩＴＯ透明電極（陽極）を有するガラス基板を、中性洗剤、セミコクリ
ーン（フルウチ化学製）、超純水、アセトン、エタノールを用いて超音波洗浄した。この
基板を窒素ガスを用いて乾燥し、さらにＵＶ／オゾン洗浄した後、蒸着装置の基板ホルダ
ーに固定し、蒸着槽を３×１０－６Torrに減圧した。先ず、ＩＴＯ透明電極上に、ポリ（
チオフェン－２，５－ジイル）を蒸着速度０．１ｎｍ／secで、２０ｎｍの厚さに蒸着し
、第１正孔注入輸送層を形成した。蒸着槽を大気圧下に戻した後、再び蒸着槽を３×１０
－６Torrに減圧した。次いで、例示化合物１３７の化合物とルブレンを、異なる蒸着源か
ら、蒸着速度０．２ｎｍ／ｓｅｃで５５ｎｍの厚さに共蒸着（重量比１０：１）し、第２
正孔注入輸送層を兼ね備えた発光層を形成した。減圧状態を保ったまま、次に、その上に
トリス（８－キノリノラート）アルミニウムを蒸着速度０．２ｎｍ／ｓｅｃで５０ｎｍの
厚さに蒸着し、電子注入輸送層を形成した。減圧状態を保ったまま、さらに、その上に、
陰極としてマグネシウムと銀を蒸着速度０．２ｎｍ／ｓｅｃで２００ｎｍの厚さに共蒸着
（重量比１０：１）して陰極とし、有機電界発光素子を作製した。作製した有機電界発光
素子に直流電圧を印加し、乾燥雰囲気下、１０ｍＡ／ｃｍ２の定電流密度で連続駆動させ
た。初期には、５．５Ｖ、輝度９７０ｃｄ／ｍ２の黄色の発光が確認された。輝度の半減
期は２６００時間であった。
【実施例２７】
【０１０８】
　有機電界発光素子の作製
厚さ２００ｎｍのＩＴＯ透明電極（陽極）を有するガラス基板を、中性洗剤、セミコクリ
ーン（フルウチ化学製）、超純水、アセトン、エタノールを用いて超音波洗浄した。この
基板を窒素ガスを用いて乾燥し、さらにＵＶ／オゾン洗浄した後、蒸着装置の基板ホルダ
ーに固定し、蒸着槽を３×１０－６Torrに減圧した。先ず、ＩＴＯ透明電極上に、例示化
合物１７１を蒸着速度０．１ｎｍ／secで、２０ｎｍの厚さに蒸着し、第１正孔注入輸送
層を形成した。蒸着槽を大気圧下に戻した後、再び蒸着槽を３×１０－６Torrに減圧した
。次いで、例示化合物１２６の化合物とルブレンを、異なる蒸着源から、蒸着速度０．２
ｎｍ／ｓｅｃで５５ｎｍの厚さに共蒸着（重量比１０：１）し、第２正孔注入輸送層を兼
ね備えた発光層を形成した。次に、その上にトリス（８－キノリノラート）アルミニウム
を蒸着速度０．２ｎｍ／ｓｅｃで５０ｎｍの厚さに蒸着し、電子注入輸送層を形成した。
さらに、その上に、陰極としてマグネシウムと銀を蒸着速度０．２ｎｍ／ｓｅｃで２００
ｎｍの厚さに共蒸着（重量比１０：１）して陰極とし、有機電界発光素子を作製した。尚
、蒸着は、蒸着槽の減圧状態を保ったまま実施した。作製した有機電界発光素子に直流電
圧印加し、乾燥雰囲気下、１０ｍＡ／ｃｍ２の定電流密度で連続駆動させた。初期には、
５．６Ｖ、輝度９４０ｃｄ／ｍ２の黄色の発光が確認された。輝度の半減期は２６００時
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間であった。
【実施例２８】
【０１０９】
　有機電界発光素子の作製
厚さ２００ｎｍのＩＴＯ透明電極（陽極）を有するガラス基板を、中性洗剤、セミコクリ
ーン（フルウチ化学製）、超純水、アセトン、エタノールを用いて超音波洗浄した。この
基板を窒素ガスを用いて乾燥し、さらにＵＶ／オゾン洗浄した。次に、ＩＴＯ透明電極上
に、ポリカーボネート（重量平均分子量３９０００）と例示化合物８５の化合物を重量比
１００：５０の割合で含有する３重量％ジクロロエタン溶液を用いてスピンコート法によ
り、４０ｎｍの正孔注入輸送層を形成した。次にこの正孔注入輸送層を有するガラス基板
を、蒸着装置の基板ホルダーに固定し、蒸着層を３×１０－６Torrに減圧した。次に、そ
の上にトリス（８－キノリノラート）アルミニウムを蒸着速度０．２ｎｍ／ｓｅｃで５０
ｎｍの厚さに蒸着し、電子注入輸送層を兼ね備えた発光層を形成した。さらに、その上に
、陰極としてマグネシウムと銀を蒸着速度０．２ｎｍ／ｓｅｃで２００ｎｍの厚さに共蒸
着（重量比１０：１）して陰極とし、有機電界発光素子を作製した。作製した有機電界発
光素子に乾燥雰囲気下、１０Ｖの直流電圧を印加したところ、８６ｍＡ／ｃｍ２の電流が
流れた。輝度８２０ｃｄ／ｍ２の緑色の発光が確認された。輝度の半減時間５００時間で
あった。
【実施例２９】
【０１１０】
　有機電界発光素子の作製
厚さ２００ｎｍのＩＴＯ透明電極（陽極）を有するガラス基板を、中性洗剤、セミコクリ
ーン（フルウチ化学製）、超純水、アセトン、エタノールを用いて超音波洗浄した。この
基板を窒素ガスを用いて乾燥し、さらにＵＶ／オゾン洗浄した。次に、ＩＴＯ透明電極上
に、ポリメチルメタクリレート（重量平均分子量２５０００）、例示化合物５６の化合物
と、トリス（８－キノリノラート）アルミニウムをそれぞれ重量比１００：５０：０．５
の割合で含有する３重量％ジクロロエタン溶液を用いてスピンコート法により、１００ｎ
ｍの発光層を形成した。次にこの発光層を有するガラス基板を、蒸着装置の基板ホルダー
に固定し、蒸着層を３×１０－６Torrに減圧した。発光層の上に、陰極としてマグネシウ
ムと銀を蒸着速度０．２ｎｍ／ｓｅｃで２００ｎｍの厚さに共蒸着（重量比１０：１）し
て陰極とし、有機電界発光素子を作製した。作製した有機電界発光素子に乾燥雰囲気下、
１５Ｖの直流電圧を印加したところ、８１ｍＡ／ｃｍ２の電流が流れた。輝度８５０ｃｄ
／ｍ２の緑色の発光が確認された。輝度の半減期は４５０時間であった。
【産業上の利用可能性】
【０１１１】
本発明により、新規なアントラセン化合物、および該アントラセン化合物を使用した、発
光寿命が長く、耐久性に優れた有機電界発光素子を提供することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【０１１２】
【図１】有機電界発光素子の一例の断面概略図である。
【図２】有機電界発光素子の一例の断面概略図である。
【図３】有機電界発光素子の一例の断面概略図である。
【図４】有機電界発光素子の一例の断面概略図である。
【図５】有機電界発光素子の一例の断面概略図である。
【図６】有機電界発光素子の一例の断面概略図である。
【図７】有機電界発光素子の一例の断面概略図である。
【図８】有機電界発光素子の一例の断面概略図である。
【符号の説明】
【０１１３】
　　１：基板
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　　２：陽極
　　３：正孔注入輸送層
　　３ａ：正孔注入輸送成分
　　４：発光層
　　４ａ：発光成分
　　５：電子注入輸送層
　　５”：電子注入輸送層
　　５ａ：電子注入輸送成分
　　６：陰極
　　７：電源

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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